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　コツン、コツン、と予想以上に響く自分の足音を聞きつつ、アレーナは平然な顔を取り繕いながら歩いていた。この場に他人の目などなかったが、そうでもしないと恐怖でおかしくなりそうだった。

（大丈夫だ。何しろ、幽霊なんて非科学的なものなのだから）

　一月前に支給されたばかりで、まだ着慣れていない士官の軍服は、ほつれも汚れもなく、仕立てたときそのままの姿だ。いや、王都では書類仕事が主だったから、多少袖口にインクのシミは残っているかもしれない。長身でスレンダーな体型の彼女の軍服姿は、中性的ながら女性特有の危うさを内包しており、城内で働く女性陣からは倒錯的な熱い視線を集めていたことを本人は知らない。新米士官として軍部に配属されてから一月程は、書類整理という雑用を押しつけられながら慌ただしくオリエンテーションを済ませ、今度は前線を体験しろとばかりに、このガラー基地へ配置されたからだ。

（しっかりしろ、アレーナ・ヴォルコバ！　最初からこんなことでは、父上にだって呆れられてしまうだろう！）

　そう自らを鼓舞するものの、深夜に一人で基地内の見回りをする、などという任務を押しつけられるのは予想外すぎた。本来ならば、見回りは二人一組で行われるべきだ。それが軍人としてはまだひよっこの彼女一人に任されたのには、もちろん理由がある。

　一つは戦時下特有の人手不足によるものだ。この国──ラズルーカの北に接する隣国クリージスは農地に適した土地が少なく、その結果として、まるで時候の挨拶のように、毎年、冬が近くなると国境を越えて侵略してくる。ラズルーカとしても慣れたものなので、適度に相手をしてお帰り願っており、今も国境付近で小競り合いが起きているという状況だ。国境線に一番近いこのガラー基地からも多くの兵が参戦していて、基地の防衛のために残っている者は平常時より少ない。だからと言って、見回りの人員を減らす程、逼迫ひっぱくしていないはずだが、もちろん軍人としては新米のアレーナがそれを知ることもない。

　二つ目の理由は、彼女に対するやっかみ……要は嫉妬だ。軍閥貴族として確固たる地位を築いているヴォルコバ家の長女である彼女は、傍から見れば年若くして士官になれるほど、綺麗に整備された栄達への出世街道ができあがっているように見えるのだろう。もちろん、実際にはそんなことはない。軍閥貴族というだけで士官になれるほど、この国の軍部は甘くないのだ。一定の篩ふるいに掛けられた上で士官として認められている。それでも軍人として恵まれた環境に生まれたのは確かだ。基地にいる多くの者は、それこそ一兵卒からスタートした叩き上げの者ばかり。そこにまだ十代の若い娘が「彼らに命令する側」として赴任してきたのだ。面白くないと感じるのも仕方のないことだろう。そういう嫉妬はアレーナにも理解できた。

（だからと言って、この仕打ちはどうかと思うが）

　不測の事態に遭遇した場合、一人では対処しきれないのは明らかだというのに、この基地の連中は隣国の侵略が恒例行事すぎて、逆にたるんでいるのではなかろうか、とアレーナは考える。指定された出向期間を終えて王都に戻ったら、絶対に報告書に事細かに書いてやる、と復讐計画を立てるだけでも、多少は溜飲が下がった。

（王都では真逆の扱いだったから、油断していたな）

　アレーナの父、オレグ・ヴォルコバは軍の中でも上位である大将の地位にあり、彼を慕う部下も多い。ただ、彼には二人の娘しかおらず、長女であるアレーナの婿に納まればヴォルコバ家の次期当主になれる、という考えの者もいて、アレーナはそんな輩にやたらと恩を押し売りされていたのだ。今回の出向が、そんな状況を鬱陶うっとうしく思っていた彼女への配慮なのか、それとも全く別の思惑なのかは分からない。だが、少なくともアレーナが自身に対する周囲の目を再確認するきっかけになったのは確かだった。

（だいたい、恒例の侵略だからと油断しすぎじゃないか？　確かにここの地理に慣れた者は必要だが、もっと他の基地とのローテーションを頻繁に行ってもいいだろうに）

　灯火も節約した暗い中、手にしたカンテラの光だけが頼りだ。城お抱えの錬金術師れんきんじゅつしたちが開発した新型カンテラは、かなり先の方まで光を通してくれるので、これを私物に混ぜてくれた父には感謝しなければならない。

　こうした錬金術の発展は、周囲の国々との競争に打ち勝つために必要なものだ。時代を遡れば鉄屑から金を作り出すという怪しげな存在だった錬金術は、今や大いに発達し、今アレーナが使っているカンテラのように生活に役立つ道具から、大砲のような攻城兵器、本人の細胞から作り出した培養肢ばいようし・培養臓器の生成など、様々な分野に用いられている。だが、その難解さゆえにその道を歩み続けられる者は少なく、優秀な錬金術師をいかにして囲い込むのか、と各国首脳陣は頭を絞っている。錬金術に長けているからと言って、私欲を優先する者もいれば、広く万人に利をもたらすようなものを率先して研究する者もいる。どのように錬金術師たちの手綱を握るかということも、各国の抱える難題である。

（そういえば、この基地には医療関係の錬成陣が多く配備されているとか何とか言っていたか。まぁ、毎年のように侵攻されていては、負傷者も多いのだろうな）

　自分一人だけの足音しか聞こえない。そんな恐怖を打ち払うように、アレーナは一人考えに没頭していく。宿舎から遠ざかって人の気配もない中で、頭の中の地図を確認しながら歩くアレーナの表情は、暗がりの恐怖と孤独な任務のために徐々に強ばっていった。

アアアアァァァァァァ……！

「っ！」

　耳に届いたその声に、アレーナの足が止まる。隙間風の音などではない。もっと低く響く声は、まるで野獣の咆哮のようだった。この付近に野犬や狼の類いが出るという話は聞いたが、そんな生やさしいものではない。しかも、響き方から察するに、この声の主はこの棟の中にいる。

　戻って応援を呼ぶべきだ、という判断のもと、踵を返そうとしたアレーナだったが、すぐに思い直した。こうして彼女を一人きりで見回りに送り出した連中のことだ。彼女が何を言っても「空耳だ」「臆したのか。これだから士官サマは……」と嘲笑されるのは容易に想像がついた。せめて、この声の元を確認しなければ、まともに取り合ってもらえないだろう。

（まったく、面倒なことだ）

　王都に戻ったら絶対に上申書を上げようと再び強く決心しながら、アレーナは先に進む。配属間もない士官をいじめるのは止められないだろうが、実務に支障が出るようなやり方だけでもやめさせなければ。

（この先は何の区画だっただろうか）

　一応、基地の地図を頭の中に叩き込んできた筈なのに、思い出せない。だが、見回りのルートからは少し外れていることだけは確かだ。

（意図的に見回りのルートから外れた場所で問題が起きているのなら、内部の誰かが……？）

　そこまで考えて、さすがにそれは邪推が過ぎると頭を振って否定した。とりあえず、この叫び声のする場所へ行ってみるべきだ。そうすれば何もかも明らかになるだろう、と自分に言い聞かせ、アレーナは足を動かす。

アツイィ……ダァレカァァ……

「！」

　声の主が獣なのではなく人、しかも助けを呼んでいると理解した瞬間、アレーナは走り出した。先程までの臆病風はどこかへ消えてしまい、手は腰に下げられたサーベルに添えられている。いつでも抜刀できるように、けれど先走りすぎないように柄を握ることはしなかった。

　程なくして、アレーナはある扉の前に立っていた。絶叫は徐々に啜り泣きのようになっていたが、声の主がこの部屋の中にいるのは間違いない。

（この中に、いったい誰が……？）

　再び怖じ気づきそうになる心を叱咤してドアノブを回す。鍵はかかっていないようで、すんなりと回った。静かに細くドアを開ければ、中はほとんど空っぽの部屋で、ベッドとささやかな書き物机だけが配置されている。

（兵の宿舎からは随分と離れているが、士官の誰かが部屋を占有しているのか？）

　アレーナも同室のイビキや寝言が激しくて、といった陳情を目にすることはあった。だが、そんな考えもベッドの上の人物を目にした途端、吹き飛んでしまった。

「っ！　誰がいったいこんなことを！」

　ベッドの上で苦しげな呻きを繰り返す男は、黒いバンドで毛布の上から固定されていたのだ。アレーナはすぐにバンドを外して彼を解放する。

「ひどい汗だ。いや、あれだけ暴れていたなら当然か」

　ポケットからハンカチを取り出すと、黒い髪が貼り付いてしまっている男の額や首元の汗を拭ってやった。濡らしたハンカチの方がもっといいだろう、と水を探して部屋をぐるりと見回したときだった。

「っ！」

　男の手が、アレーナの手首を強く掴んだ。驚きのあまり心臓が跳ね散らかしたが、なんとか呼吸を整えて男を見る。肘のすぐ下あたりに見えた新しい縫合痕が気になったが、そのときは、男が目を覚ましたのなら、事情が聞けるという余裕を持っていた。だが、それはすぐに、あまりにも楽観的な考えだったと思い知らされる。

「ア……」

　男は目を覚ましていた。確かにその濃い灰色の瞳はアレーナの姿を映しているように見えた。

「大丈夫ですか？　私の声がわかりますか？」

「アアアァァァァァッッッ！」

　アレーナの呼びかけが引き金になったのか、男は大声で叫びながら、彼女を思い切り引っ張った。

「ちょ、何を……っ！」

　アレーナの抵抗など男は意に介した様子もない。予想外の行動に彼女が対応しきれていないのをいいことに、男は先程まで自分が縛り付けられていたベッドに引き倒し、上から覆い被さる。

「わぷっ！　ちょ、待て！　待ちなさい！」

　制止の声など聞く耳を持たない男は、アレーナの首元に鼻を押しつけ、その匂いを堪能する。自分の下で暴れ続けるアレーナを鬱陶しく思ったのか、自分を戒めていた黒いバンドを手探りで引き寄せると、彼女の手首をひとまとめにして、ベッドヘッドにくくりつけた。あまりの淀みない動きにアレーナも唖然とする。正気を失っているように見せかけて、正気なのではないかと疑う程だ。

（……って、感心している場合じゃない！）

　アレーナは何とか蹴りや頭突きで相手を怯ませられないかと暴れるが、無駄に疲れるだけに終わる。そうこうしているうちに、男の手がアレーナの襟元にかかった。ぎくり、と彼女の身体が強張る。この先に何が待ち構えているのか、男が何を望んでいるのかが分かってしまった。

　命の危険に晒されると、本能的に種を残そうとするものなのだと、アレーナは士官として配属される前に教わった。その衝動を抑圧させすぎず、適当に吐き出させることが大事なのだと。正直、うら若い乙女に対して何を言っているんだと反論しそうになったが、これはアレーナが選んだ道なのだ。単なる娘であることを捨てて、軍属の道を選んだアレーナの。

「落ち着いてください！　自分が何をやっているのか分かっているのですか！」

　アレーナの声が届いているのかすら分からないが、男の手は震えながらも忙しなく動き、アレーナの軍服のボタンを一つずつ、けれど確実に外していく。力尽くで引きちぎらないだけの理性が残っているのだろうか。まぁ、残っていたとしても上っ面だけの理性かもしれないが。

　上着のボタンを全て外され、アレーナの下着が露わになった。男性士官と同じく白いランニングだが、その下にはなだらかな曲線を描く胸を押さえるバンドを着けている。だが男はその両方を無理矢理まくりあげてしまった。

　双丘が露わになり、アレーナの反抗も激しくなるが、男は二つの膨らみの真ん中に唇を押しつけ、うっとりとした様子で頬を寄せた。

「このっ！　変態ぃぃぃっっ！」

　アレーナの罵倒が響く。男はしばらくアレーナの白い肌を堪能していたが、ふいに胸の頂にある桃色の蕾をぱくりと口に含んだ。そして、まるで赤子が乳を吸うように勢いよく吸う。痛みとそこに混じる未知の感覚に、アレーナの腰が跳ねた。

「こ、のぉ……っ！　いい加減に……ひっ！」

　むにむにと胸を揉む男に顎で一撃をくらわせたアレーナだったが、男に滑るような手つきでへそのあたりを撫でられ、鳥肌を立てる。

「待て……、やめろ……！」

　男はアレーナのズボンのベルトをカチャカチャと揺らす。片手で外そうと試みている上に、アレーナが暴れるものだから、なかなか外せない。だが、とうとうベルトを外されてしまい、アレーナの顔が絶望に歪む。

　男はそんな彼女の感情には興味がないようで、問答無用でその手を差し入れた。勿論、これだけ乱暴を働かれていて濡れているわけもない。快感の拾い方も知らない生娘が、無理矢理組み敷かれているのに。

　男の指が誰も踏み入れたことのない襞を何度も往復する。まるでそうすれば受け入れてもらえると知っているかのようだ。だが、恐怖に震えるアレーナの身体は一向に愛液を分泌しない。それに焦れたのか、男は散々舐めて吸いまくった胸から、ようやく口を離した。ちゅぽん、と間抜けな音が響く。

（こんの……っ！　絶対にその顔を覚えてやる！）

　アレーナは男の顔をしっかり覚えて後できっちり報復してやろうと、男の顔を睨み付けた。親切心で解放してやった恩をこうして仇で返しているのだ。さぞや下卑た顔を浮かべているのだろう。だが、その考えはあっさり裏切られた。

（なんで────）

　下卑た顔だなんてとんでもなかった。男は何かに怯えるように、アレーナに縋るように彼女の肌に身を寄せていたのだ。

　そんな彼の顔を見た衝撃で気を取られていたのだろう。男は彼女を愛撫することをやめた両手で、あっさりとズボンどころか下着すら引きずり下ろした。まだ淡い茂みが晒され、アレーナの肌が粟立った。

「やめ……やめて！　おねが……ひっ」

　男はまるで食らいつくかのようにアレーナの足の間に顔を押しつけた。首を振り、足をじたばたとさせるアレーナは、最も恥ずかしい場所を舐め回される行為に怒りよりも羞恥で涙を流す。

「やだ！　やだやだやだ……っ！」

　男は耳が聞こえていないのか、ただひたすらに舌先で襞を愛撫する。いや、愛撫などという生やさしいものではない。彼の口はアレーナの身体にねだっているのだ。身体を開け、自分を受け入れろ、と。事実、先程から男の舌先は彼女の中に侵入しようと何度も突き入れられている。

「やだ……やだよ、もう……っ」

　ただすすり泣くだけとなったアレーナだったが、びくん、と大きく身体を震わせた。最も敏感な淫芽に吸い付かれたのだ。散々男の唾液をまぶされたそこは、痛みになるぎりぎり寸前の感覚を伝える。それを快感と捉えるには、アレーナはまだ経験が足りなさすぎた。だが、それを良い反応と判断したのか、男は執拗にそこを舐め、唇で吸い付くということを繰り返していく。身体がどこか知らない場所へ追い立てられていくような未知の感覚に、アレーナは首を大きく振る。そうすれば少しでもその感覚を逃せると思ったのは何故なのかなんて考える余地はない。その感覚を少しでもどこかへやってしまわないと、知らない場所へ放り出されてしまいそうで怖くて仕方がなかったのだ。

「や……やだやだやだ……っ！」

　アレーナの懇願を裏切るように、彼女の身体は勝手にその感覚を拾い上げて熱を孕んでいく。少しでも先延ばしに、と堪えた結果、アレーナが到達したのは深い絶頂だった。

「────っ！」

　声も出せない。ガクガクと内股が震え、足は力が入ってピンと伸び、つま先だけがぎゅっと丸くなる。深い谷なのか高い山なのか、極限を乗り超えたアレーナの全身からぶわっと汗が滲んだ。そしてくたりと弛緩した彼女の身体を、男は次の段階へと導く。男は自らのズボンを下ろし、屹立したものを取り出した。アレーナが自身を取り戻せずにいる間に、男は自身を彼女の秘裂にその切っ先を宛がった。そして何の遠慮もなく、腰を突き入れた。

「ひ、ぐぅぅぅぅっ！」

　アレーナの意識が一気に呼び戻される。だがそこに待っていたのは、耐えがたい痛みだ。処女であるアレーナを労ることもなく、ただ一方的に中をかき回す。

（こんなの……って、ない……）

　断続的に襲ってくる痛みの中、その心を守るためなのか、アレーナの意識は薄れていった。
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（我ながら、なかなか最低な初体験だったな。まぁ、あれで色々なものが吹っ切れたと言えば吹っ切れたのだが）

　四年も経てば、あれほどの恐怖と羞恥に彩られた体験も、数ある苦い記憶の一つとして整理される。トラウマにならなかったのは、強姦目的の行為ではなかったためかもしれない。アレーナの中で、あれは一種の救命行為とラベルが貼られている。

　あの後、意識を取り戻したアレーナは、自分を下敷きにしてスヤスヤと寝息を立てていた男をベッドに縛り付け直し、あちこちについた汚れを拭き、できる限り衣服を整えてから、逃げるように戻った。彼女一人を見回りに放り出した者たちは、随分と時間を過ぎて戻ってきた彼女を揶揄からかう腹づもりだったのだろうが、ただならぬ様子の彼女に慌て、深く事情を聞くこともなく部屋に戻るよう命じた。おそらく、遅まきながら彼女の生まれを思い出したのだろう。それから彼女がその基地から王都へ戻るまで、やたらと腫れ物扱いをしていた。

（それなら、最初から仕掛けなければいいのにな）

　そのあたりの危機管理意識が、平民と貴族でそもそも異なっているのだろう。貴族であれば、些細な悪戯でも、お家全体を貶める結果になると、それこそ子どものうちから教え諭される。平民であれば、一人ケツをまくって逃走することもできるだろうが、貴族はそうはいかない。その差なのかもしれない。

「それにしても、よくぞここまで似たような人間ばかりを集めたものだ」

　彼女が眺めているのは、先程、父から渡されたばかりの書類だ。それは父の見繕った夫候補の釣書だった。大将の地位にある父の部下から三人ほど選んでくれたらしいが、机の上に並べて眺め……アレーナは、げんなりした。仕方のないことかもしれないが、父に系統が似すぎているのだ。実直、質実剛健、言い方はいろいろあるが、要は軍属の男性に好かれるタイプだ。父の思惑はだいたい分かる。自分と似た者の方が、色々としつけやすいし、操縦しやすいのだろう。自分と同じやり方を教えればいいのだから。

（父上もまだ、私が普通の令嬢に戻ることを諦めていないのだろうな）

　跡取りとなる男児がいない場合、長女に婿を取らせて家を継がせるのが一般的だし、軍閥貴族であるこのヴォルコバ家ではなおさらだ。だが、アレーナはそれを拒み、自身が跡取りになることを選んだ。そうして努力した結果、士官として最初に出向した先であの珍事が起きたわけだが。

　軍属になることを選び、その意思を両親に報告をしたときよりも、あの珍事の後の方が、家族を宥めるのが大変だったな、とアレーナの目がどこか遠くを見つめる。

コンコン

　遠慮がちなノックの音に、アレーナは微笑んだ。こんなノックをするのは、この家に一人しかいない。

「ヴェラだな。構わないぞ、鍵は開いている」

「お姉様……」

　おずおずと顔を覗かせたのは、アレーナの妹のヴェラだ。同じ金の髪に青い瞳を持ちながら、凜々しい印象のアレーナと可憐な印象のヴェラは、言われればようやく姉妹だと分かるぐらいに似ていない。

　ヴェラは幼い頃は身体が弱く、成人できるかさえ危ぶまれていたが、今は普通に元気だった。だが、その頃の印象が強く残っているため、アレーナにとって妹は「守らなければならないもの」という位置づけのままだった。

「お仕事中だったのではありません？　お邪魔、でした？」

「いや、仕事ではないよ。父上から渡されたものを吟味していただけだから」

「ヴェラも、見ていいですか？」

「あぁ、構わない」

　しずしずと姉の隣に寄ってきて、まさに今並べていた釣書を見たヴェラだったが、一瞬にしてものすごく険しい顔に変わった。ヴェラは既に社交界へのデビューを終えており、その儚げな容姿に結婚の申し出がいくつも来ている。そんな彼女の求婚者たちは、おそらくヴェラの内にあるものに気付いていないのだろう。

「何ですの、これは」

「見ての通り、釣書だよ。父上の選んだ候補らしい」

「お姉様、ここから選びますの？」

「いや、どう断ろうかと考えていたが、ヴェラはどう思う？」

「お姉様のその言葉を聞いて安堵いたしましたわ。だって、ありえない人選ですもの」

「ヴェラ、声が大きいよ」

「ごめんなさい、お姉様」

　アレーナは苦笑して妹の頭を撫でた。たとえ儚げな雰囲気を纏っていても、軍閥貴族であるヴォルコバ家に生まれ育った娘だ。その内にはしっかりと苛烈さを秘めている。

（やはりヴェラも、父上と似すぎているのは問題だと思って────）

「こんな脳筋に継がせたら、早々にうちが潰れますわ」

「は？」

　間抜けな声をあげた姉に、ヴェラはにっこりと微笑む。

「お姉様はお父様に似ていらっしゃるのですから、婿にもらうべきは、むしろお母様に似た殿方でないといけませんのに」

「いや、あー……、父上ほどはひどくないと思うんだが」

「でも、似ていることは否定されませんでしょう？」

　容赦のない妹の言葉に、アレーナはがっくりと肩を落とした。

　軍閥貴族として名高く、過去に幾度も大将を輩出したヴォルコバ家は、少なくともここ数代は良くも悪くも素直で真面目な当主と、それをサポートする嫁によって繁栄している。迂遠な表現になってしまったが、要は当主が貴族間の権謀術数に不向きなのだ。こと軍事となれば策を弄することも問題ないのに、社交となるとボロが出る。それが少なくともここ数代の当主の性質だ。もちろん、記録として残っていないので、それ以前の当主も似たようなものだったかもしれない。妹から父に似ていると指摘されたアレーナも社交はどちらかというと苦手だった。

「お姉様の伴侶に相応しいのは、もっと社交的な方だと思いますわ」

　そう言ってのける妹は、母と一緒に積極的に夜会やお茶会へ出席して情報収集と拡散に努めていたりする。そこで得た噂話や流行などを父オレグやアレーナに連携してくれているのだ。もちろん、アレーナも夜会などに出席している。ただ、彼女の場合は────

「そう言えば先日、またお姉様の妹であることを羨ましがられましたわ。確かにお姉様が素敵なのは認めますけれど、皆様、さすがに夢を見すぎではないのかしら」

「その夢は社交界の淑女や貴婦人にとって必要な夢だと断言したのはヴェラだろう？」

「まぁ、確かにその通りですけれど」

　背が高くスレンダーな体型に、颯爽とした軍服姿、女性の気持ちの機微を理解してくれる上に、男性のように下心を表に出すこともない。

　夜会に出席する際は、彼女の雰囲気によく合ったワンショルダーのマーメイドラインのドレスで、中性的な美貌にすらりとした立ち姿を見せ、仕事を優先させたときでも軍の礼服でそつなくエスコートをしてくれる。男性が鬱陶しがる話題も親身になってよく聞いてくれるし、「頼れるお姉様」、「麗しの軍人」、それがアレーナに対する評価である。彼女をプロデュースした母と妹の目論見通りの結果だ。ちなみに、男性陣には不評である。年頃のレディの目が奪われてしまうという理由で。

　結果的にアレーナの婿が探しにくい状況になってしまっているが、もし、二人のプロデュースがなければ、もっと悲惨な状況になってしまっていたかもしれない。何しろ、大将である父に似てしまっているのだ。女性らしい柔らかな部分は少ない上に、男性の多い軍属で仕事に励んでいるため、立ち居振る舞いや話術など、どうしても男寄りになってしまっているのだ。「男装の麗人コンセプトで行こう！」と英断した母と妹の読みは間違っていなかった。

「とりあえず、父上には『検討する時間が欲しい』と言ってあるんだ。個人的にも父上と似た人と添うのは、何か違うような気がするし」

「そうですわね。でも、あまり時間をかけすぎないでくださいませね。お姉様のお相手が決まらないと、ヴェラも嫁入り先を打診しにくいのですから」

「別にヴェラが先に嫁いでも問題ないと思うけどね」

「外聞が悪いですわ。────ヴェラも、お姉様の隣に居ても良さそうな方を探してみますわね。お姉様の好みに合うか分かりませんけれど」

「好みと言われても、人として尊敬できて、私の短所を補ってくれるのであれば問題ないと思うよ」

「お姉様は欲がなさすぎますわ。でも、有望株ほど早く売れてしまいますから、なるべく早く探しませんと……」

　何人かの子息の顔を思い浮かべながら考え込んでしまった妹の頭に、アレーナはそっと自分の手を乗せた。

「頼りになる妹で嬉しいよ。ありがとう、ヴェラ」

　髪が乱れないように気を遣いながら頭を撫でる姉に、ヴェラは「そういうところですわ……」と頬を少し赤らめながら呟いた。
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「というわけで、良さそうな人はいないでしょうか」

　アレーナは休憩を告げた上司の前に地獄のように苦いコーヒーと歯が溶けそうなほど甘いアイシングクッキーを置くと、ことさらなんでもないことのように尋ねてみた。

　今のアレーナは軍務長官付き補佐官という役職についている。軍務長官は軍部の中でも文官のトップだ。軍のトップに元帥がいて、その下に三人の大将と一人の軍務長官がいる。武官のトップが三人もいるのは軍部による反乱防止のためだ。そんなことをしなくても、文官が加担しなければ反乱なんてすぐに干上がるだろう、というのは目の前の軍務長官の言葉だが、さすがに肯定も否定もできずにアレーナは曖昧な表情で聞き流した覚えがある。

「というわけで、じゃぁ分からねぇよ。もっと詳しく」

　クッキーの甘さとコーヒーの苦さの落差を楽しみながら、軍務長官アディアン・シュービンは聞き返した。口調が荒いのは本人いわく「武官に舐められないため」らしい。確かに少してっぺんが薄くなり始めた頭髪や柔和な顔つきは、相手に『優しそうなおじさん』という印象を与えてしまう。全くそんなはずはないのだが。そもそも軍務長官という要職にある時点で、侮ってはいけない相手だと分かりそうなものだろうに。

「私も長官付きとはいえ、実行部隊というか武官寄りですので、交渉術というか権謀術数に慣れた伴侶の方がしっくり来るのではないかと思いまして」

「────そりゃ面白そうな話だが、お前の父親のヴォルコバ大将は何て言ってるんだ？」

「父も見繕ってくれていますが、薦めてくる相手が父と似たような人なのです」

「それは親心だな。俺にも娘がいるから分からなくはねぇが。と言っても同じことはしねぇぞ。自分と似た男が義理の息子になるなんてぞっとする」

　シュービン長官は暗い赤色の瞳をふっと陰らせた。

「それで、権謀術数に慣れた伴侶、ってのは誰の発想なんだ。お前んじゃねぇだろ」

「妹の提案です」

「成程な。姉に不足しているものを補おうって考えか。お前の妹は、軍務長官付き補佐官が脳筋でも務まると思っているんだろうなぁ」

　こういうところは本当に恐ろしい、とアレーナは上司を評価する。一を聞いただけで十以上をほぼ正確に推測するシュービン長官を尊敬しているが、それと同時にどう足掻いたところで同じことは出来ないという諦念もある。

「ですが、私は補佐官といっても護衛に近いのでは？」

「謙遜すんな。お前ほど長くその地位に耐えられたヤツもいねぇよ」

「……長官が気まぐれに謎な仕事を押しつけるからと聞いていますが」

「成程、『気まぐれ』に『謎』か。それをお前に告げたのは前任者だろ」

「そうですね。引き継ぎの際にそう伺いました」

「だから続かねぇんだよ。その点、お前は俺の『気まぐれに謎な仕事』の意図をしっかり読んでくれてるよな」

「────読まざるを得ないからですよ」

「それに俺の振った仕事に文句も言わずに従うし」

「上官には従えと教わりましたから。緊急事態のときも指揮系統を乱さないためには、日頃から遵守することが大事でしょう」

「だから長くその場所にいられるんだよ。察しが悪い上に文句を垂れるヤツを近くに置く気にゃなれねぇからな」

「おかげで何故か変装が上手になりました」

「大事なスキルだろ？　ブラギナのクズ爺の水虫を暴露してやったときも、侍女に変装してたおかげで、身元も割れなかったじゃねぇか」

「動揺を誘うためとはいえ、正直心が痛みましたよ」

　アレーナが悔やむように呟くのを気にもせず、さくさくと音を立てながらクッキーを口に放り込んでは噛み砕くシュービン長官は、アレーナが口にすれば顔をしかめること間違いない程苦いコーヒーを平然と飲み干す。

「あぁ、それでお前の婿の話だがな。一応めぼしいのを探してやるが、あまり深く考えることはねぇぞ。社交や交渉はつまるところ化かし合いだ。相手の出方やこちらが打てる手をひたすら考え続けることが重要で、少しでも妥協した方が負ける。負けたくない、守らなければならない、そういう覚悟があれば、今のお前でも十分に政務官ともやり合えるだろ」

「それはさすがに────」

　生粋の文官と戦えるだなんて買いかぶりすぎでは？　と続けようとしたアレーナは、口を閉じてドアの前に寄った。耳を澄ませば、なんだか甲高い声が響いているのが分かる。何事だろうかと思いながら、廊下に出て状況を確認する許可を取ろうとしたところで、上司の渋い顔に気がついた。

「長官？」

「あー、……ほんっと面倒な」

　ガシガシと髪が乱れるのも構わず頭を掻いたシュービン長官は、大きく息を吐いた。

「おそらく入り口の警備と揉めてんだろ。ヴォルコバ補佐官、揉めてんのが栗毛で緑の目の身体だけ立派なバカ女だったら、ここに通せ」

「……いいのですか？」

　はっきり言って、軍務長官の執務室に通していいような人には思えず、アレーナは確認する。

「アレに関しちゃ放置する方が後々面倒なことになるし、下手なヤツに関わらせっと、やっぱり面倒なことになるんだよ。いいから行け」

　しっしっ、と犬か何かを追い立てるように手を振られ、アレーナは嫌な予感と多少の興味を抱えつつ廊下に出た。

「────まったく！　一軍人ごときが、あたしの邪魔をするだなんて、何を考えているのよ！」

　キンキンと耳に響く女性の声が、アレーナの頭痛を誘う。声もそうだが、内容も酷いものだった。

「あたしは伯父様に用があるのよ！　分かったら、とっとと道を開けなさい！」

　響く声を頼りに現場に向かうと、軍務棟の入り口で、警備の者に押しとどめられている女性の姿が見えた。

（特徴は……合っているな）

　栗色の髪を複雑に結い上げ、ゴテゴテした髪飾りで留めているその女性は、ぱっと見ではアレーナと同年代のように見えた。ボンキュッボンの肢体をプリンセスラインのドレスに包んでいるその姿は、おそらく異性には受けが良いのだろう。……キーキーと叫んでいる時点で大幅にマイナスだとしても。

　あまりお近づきになりたくない類いの人間だな、と考えながら近付いていくと、警備の兵が先に彼女に気がついた。

「あっ！　ヴォルコバ補佐官殿」

「長官からその女性を通すようにとのお達しがあってね。随分と手を煩わせてしまったようだが、大丈夫か？」

　アレーナは警備の二人に対して労いの言葉を掛けた筈なのだが、何故か反応したのは、先程まで叫んでいた女性だった。

「そうなんですよぉ。この人たちってば、あたしは単に伯父様に会いに来ただけなのに、いじわるしてくるんですぅ」

　先程まで目をつり上げて叫んでいたとは思えない程の猫撫で声を上げ、その女性がアレーナに擦り寄ってくる。ちらりと警備の二人に視線を送ると「ご愁傷様です」とでも言いたげな視線が返ってきた。同性にモテるのは今に始まったことではないが、アレーナにだって選ぶ権利はある。引っ付かれるのなら、素直で可愛い女性の方がいい。

（いや、一応、長官の身内らしいから、我慢しなければ……）

　腕を掴まれ、まるで娼婦が客に擦り寄るように豊満な胸をむぎゅっと当てられても、アレーナは必死で客人向けの表情を作った。

「こちらへどうぞ、お嬢様」

「もう、あの人たちはちゃんと叱っておいてくださいねぇ？」

「申し訳ない。彼らも職務に忠実なだけなので」

　片腕を抱き込まれるというエスコートしにくい状況ながら、アレーナは何とか長官の執務室まで女性を案内する。

「失礼します。お嬢様をお連れしました」

「入れ」

　扉を開ければ仏頂面のシュービン長官が待っていた。

「プライベートな話であれば、私は外で待機していますが」

「俺の後ろにいろ。護衛もお前の仕事だろ」

　アレーナが駄目で元々、と思って口にした提案は、やはり却下された。仕方なく執務室内の応接スペースに女性を座らせ、お茶を提供する。この部屋に備え付けてあるお湯を瞬時に沸かす道具も錬金術の為せる業なのだ。もちろん、その原理や仕組みはアレーナが理解できるような代物ではない。

　机仕事を中断させたシュービン長官が女性の向かいに座ると、アレーナも「これも仕事だから」と唱えながら長官の座るソファの斜め後ろに立った。

「んで？　わざわざこんなとこまで来るんだから、さぞや一大事なんだろうなぁ、ナージャ」

「もちろんですわっ！」

　長官の皮肉をあっさりスルーして、ナージャと呼ばれた女性がバン、と机を叩く。皮肉に気がついていないならともかく、分かっていて無視したのなら、とんでもない大物だとアレーナは目を瞠る。

「伯父様なら顔が広くていらっしゃるでしょう？　『銀器ぎんきの誓ちかい』に相応しい女性を紹介して欲しいんですの！」

「あぁ？」

　シュービン長官は、ちらりとアレーナに視線を向けた。その意味するところは分かる。「ギンキノチカイってなんだ？」ということだ。娘がいるというのに、こういった情報に疎くて大丈夫なんだろうか、という思いを飲み込み、アレーナはナージャに向けて小さく頭を下げてから口を開いた。

「お嬢様、失礼ながら口を挟ませていただいても？」

「え、えぇ」

「長官、『銀器の誓い』というのは結納を交わす際に女性から銀製の器を贈るしきたりのことです。女性から渡された銀器に男性が食べ物を盛り、生涯食べることに苦労させないことを誓います。お嬢様がおっしゃっているのは、その銀器を渡す使者役の女性のことです」

「なんだそれ、聞いたことねぇぞ」

「古くから存在する慣習ですが、一時期は廃れていたという話ですので、長官がご結婚された頃には、あまりそういったことをする家も少なかったのでしょう。最近、この慣習を題材にした歌劇がヒットしたため、若い女性の間で再び行われるようになり始めたと聞き及んでいます」

　アレーナの説明に、シュービン長官の背中から「面倒なもんが流行りやがって」というオーラが滲み出たが、アレーナは敢えて見ないフリをした。

「とにかく！　『銀器の誓い』の使者──『貞節ていせつの侍女じじょ』は主人に忠実で才気煥発な未婚の女性が望ましいんですの！　伯父様のように顔が広い方なら、紹介してくださるでしょう？」

「あー……、自分とこの侍女じゃ駄目なのか？」

「もちろんですわっ！　うちの侍女は既婚者が多い上に、僅かしかいない未婚の者はみな派手好きで、とても貞節とは程遠い者ばかりなんですの」

　シュービン長官は「そりゃ、てめぇに似合いの侍女じゃねぇか」とアレーナにしか聞こえない程小さな声で呟いた。アレーナも上司が自分にだけ聞こえるように愚痴っているのだと正しく理解して、心の中だけで同意しながら聞き流す。

「邸で雇っている侍女でなくてもいいのか、その貞節の侍女とやらは」

「そこは致し方ありませんわ。うちの侍女を使うよりは、よほどマシですもの」

「そもそも、その銀器の誓いだって、別にやる必要もねぇんだろ？　だったら適当に────」

「伯父様は女性の心がおわかりになりませんのね」

　顎を上げて、少しバカにしたように言い放つと、ナージャは一呼吸置いて主張を続ける。

「お父様の命令とは言え、しがない研究者ふぜいを婿取りしなければならないのですから、結納ぐらい歌劇のような素敵なものにしたいと思うのは当然ではありませんの？」

「あぁ、そういえばしっかり引き込んでおきたいヤツがいるとか言ってたな。名は確か……マルコフだったか？」

「そうですわ！　アースラン・マルコフ！　ダサい上に大した生まれでもないあの男が、あたしの夫になるだなんて……っ、屈辱ですわ」

　まるで悲劇の主人公にでもなったかのようにハンカチを目に押し当てるナージャを見ながら、シュービン長官が「配役ミスだな」と呟いたのでアレーナはこっそり頷いた。

「話は分かった。俺は未婚の地味な知り合いを紹介すりゃいいんだな」

（あ、長官、色々と面倒になったな）

　アレーナもこれ以上ナージャの話を聞くのは苦痛になりそうだったので、口を挟むことはしない。

「えぇ、未婚で清楚な侍女をお願いしますわ、伯父様。それと────」

　まだあるのか、という言葉を飲み込んで、アレーナはナージャの言葉を待つ。だが、何故かナージャはアレーナの方をチラチラと見てもじもじとしていた。

（なんだろう。すごくイヤな予感しかしないな……）

　こういう視線には覚えがあった。そう、任務などのやむを得ない事情で軍の礼装で夜会に出席したときなど特に。

「ねぇ、伯父様、後ろの方は護衛の方ですの？　是非、紹介していただきたいわ」

　入り口で迎えに出向いたときからギンギンに秋波を送ってきていたことを思い出し、アレーナは表には出さずともげんなりした。

「阿呆。用が済んだらとっとと帰れ。だいたいお前はこれから婚約するんだろうが」

「あら、伯父様。既婚者には既婚者なりの楽しみがありましてよ。そう、秘密の恋人ですわ」

「お前が結婚して、きっちりと務めを果たしたら紹介してやるよ。ほら、帰れ帰れ」

「伯父様ったら、ケチですわね。でも、約束ですわよ。それと侍女の話もですわ」

「分かった分かった」

　しっしっ、と手を振ってナージャを追いやり、その靴音が遠ざかっていくのを確認してから、シュービン長官は大きく深いため息をついた。

「あー……しんどい。ったく、盛りのついた犬猫じゃあるまいし」

「驚きました。姪御さんには随分と甘いんですね」

「阿呆。アレは断った方がめんどくなるんだよ。それにしても、お嬢様方に大人気なお前のことを知らなかったのは意外だな」

「そういうことを言わないでください」

　妹も自慢していた通り、アレーナは女性から一定の支持を得ている。まだ社交界にデビューしたての年齢から、それこそ子を育て終えたご婦人にまで。徹底的に仕込まれたエスコートの作法や、中性的な外見がそうさせるのかもしれない。その髪色から『蜜薔薇みつばらの君きみ』などという耳にするだけで恥ずかしい呼び名まであるそうだ。

「……もしかしたら、同性の交友関係が狭いのではないでしょうか。全ての女性が私を支持しているわけではありませんし、逆に眉を顰ひそめて嫌悪の視線を向ける方も一定数いらっしゃいますから。そういった方々との関わりだけが深いのでは？」

「ありえるな。若くて顔がいいだけの男ばっかり追いかけて、同性の友達がめちゃくちゃ少なそうなタイプだろ、あれ」

　アレーナがせっかくオブラートに包んだ推測を、シュービン長官はあっさり明確に言ってしまった。上官と直属の部下という気安い間柄だからこそ、こうして本音を口にしてもらえるのはいいことなのだが、苦労して隠し包んだ労力を全否定されてしまったようで、少し寂しかった。

「まぁ、いい。アレの交友関係なんてどうでもいい。────ヴォルコバ補佐官。潜入任務を一つ、頼むぞ。お前にしかできないヤツだ」

「潜入、ですか」

　そういう仕事が必要な案件があっただろうか、とアレーナは頭の中で、ここ数日仕分けた資料を思い出す。軍の監査にしても、アレーナはその異質さから軍の内部では顔が知られているため、潜入任務には向かないだろう。

（と、なると……？）

　なんとなくイヤな予感がして、その先を聞きたくなかった。だが、上司の命令に正当な理由なく逆らうことは許されない。

「お前だとバレないよう女装して、あいつんとこに行ってこい。で、銀器の誓いとやらをバシッと終わらせろ」

　その命令に、アレーナは色々と言いたいことがあった。公私混同ではないのか。れっきとした任務だと言うのなら、ナージャか、その婚約者に何か後ろ暗い問題があるのか。だが、最初に主張しておかなければならないことは明白で────

「長官、お忘れかもしれませんが、私は元から女です」

　だから、『女装』という言い回しは撤回してください。きっぱりとそう告げた。
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「こちらの器は我が主より預かりし銀の器。ですが、ただの器ではなく、我が主への貴方の真心を量るものであります」

（成程。これがナージャの言うところの『ダサい上に大した生まれでもない男』か）

　頭を下げて銀器を差し出したアレーナは、相手の返答を待ちながらまずここへ到着したときのことを思い出した。

　ナージャの住む邸──メルクロワ邸で銀器を受け取り、メルクロワ家の家紋入りの馬車でこの邸に到着したときのアレーナは驚きでいっぱいだった。敷地といい外観といい、豪華絢爛な邸を持つメルクロワ家から嫁を出すとは思えない程に質素だったからだ。婚約者だというこの男性はいったい何を考えて、ナージャと縁を結ぼうとしているのだろう。ナージャのような派手好きな女性が嫁ぐ先としては似つかわしくないとしか思えなかった。

　門の中に入って驚いたのは、質素な邸ながら掃除が行き届いていることだろうか。もちろん、見えない所が全く片付いていない可能性も否定はできないが、そういった家に特有の『間に合わせ感』がないので、ちゃんと考えてこの邸を管理しているのだろうと推測できた。身の丈に合った場所をしっかり管理する、というのは非常に好感が持てる。

　来客が珍しいのか、少しばかり頼りない様子の老女に案内された先に待っていたのは、クセの強い黒髪を跳ね放題にさせている若い男性だ。前髪が長すぎるので陰気な印象を与えるが、婚約者の侍女（という役柄）のアレーナに対し、見下す様子もなく向かいのソファを勧めてくるあたり、身分や地位で相手を判断しない人なのかもしれない、とアレーナは思った。

（一回こっきりの仕事だからと気にしていなかったが、この婚約者の情報は頭に入れておくべきだったか）

　シュービン長官の姪であるナージャに会ったのは先日の襲来が初めてだったが、彼女の性格を知るにはその一回で十分だった。だから、そんなナージャの婚約者という時点で、彼女の家の権力なり経済力を狙う類いの輩なのだろうと思い込んでしまっていたのだ。だが、この邸を見る限り、それはないということは間違いなかった。邸はその主人の心持ちを映す鏡のような存在なのだ。

（それにしても、返事が遅いな……？）

　銀器を差し出しながら告げたセリフは長ったらしい定型文だが、それを受ける側は、了承の返事と何か食べ物を銀器に載せるだけで終わるはずだ。

　だが、あまりにも返答がないため、アレーナはおそるおそる顔を上げた。すると、テーブルを挟んで向かい側に座る婚約者サマは、困惑したようにこちらを見つめていた。

「あー……、これ、僕も何か言わないといけないところ、なんですよね？」

　その質問だけで、この儀式について何ら情報を持ち合わせていないことを悟り、アレーナは心の中で絶叫した。

（一方的に理想を押しつけて、何も説明してないのか、あのお嬢様は！　どうせ、自分のことを思うなら色々と事前情報を手に入れて当然とか思っているのだろうけど、さすがに段取りが悪すぎるだろう！）

　こうした儀式というのは事前の段取りと根回しが非常に重要なのだと、誰かあのお嬢様に教えてやって欲しい、とアレーナは切実に思った。

「大変申し訳ありません、アースラン・マルコフ卿。まさか『銀器の誓い』の手順についての事前説明がなされていないとは知らず、勝手に進めてしまいました」

「いえ、貴女のせいではありません。えーと、アーリャ、さん？」

　先程名乗った偽名で呼ばれ、アレーナは小さく頭を下げた。偽っているのは名前だけではない。どうしたって目立ってしまう金の髪も、灰を塗り込んでくすんだ色にしている上に、しっかりとまとめてシニヨンに突っ込んでいる。瞳の色は変えることはできないが、アイラインで目元をきつめに強調することで印象は随分と変わっていた。

「どうぞ、アーリャと呼び捨てで構いません。私は一介の侍女に過ぎませんので」

「いや、僕の方こそマルコフ卿と言われるとくすぐったくて。貴族の生まれでもありませんし、家名もごく最近になって名乗るようになったもので馴染みも薄くて……」

「それでは、失礼ながらアースラン様とお呼びしてもよろしいでしょうか？」

「そうですね。その方が僕も素直に返事ができます」

（貴族じゃないなんて、ますます意外だな……。一代限りの爵位を最近になって賜った、という流れだろうか。てっきり男爵の次男三男とか、かろうじて貴族と言えるぐらいのレベルだと思っていたのに。いや、だからこそ、お嬢サマが毛嫌いしているんだな）

　ナージャの態度に納得しながら、アレーナは改めてアースランを観察した。貴族らしさはないし、商人のように口が上手いわけでもなさそうだ。そういえば、ナージャが乗り込んできたときに『しがない研究者』と罵倒していたことを思い出した。それでもナージャの父であるメルクロワ卿は、娘を差し出して取り込むだけの価値を見込んでいるのだろう。

「えぇと、それで『銀器の誓い』でしたか。それはいったいどのようなものなんでしょうか。僕は研究一辺倒なので、どうにもしきたりとかに明るくなくて」

「研究、ですか」

「はい。錬金術による培養肢の移植について研究を。実体験をきっかけに始めた研究ですが、メルクロワ卿の支援もあって、研究に専念できる環境が整ったものの、そこに降って湧いた婚約話で、……正直、婚姻の準備に身が入らないというか、どうしても研究を優先してしまうというか。────あ、こんなことを、侍女である貴女に言うことではありませんでしたね。忘れてください」

「いいえ、詳しい研究内容は存じ上げませんが、メルクロワ卿が愛娘を差し出してまで身内に引き入れたいと考える程のものですから、きっと素晴らしいものなのでしょう」

　暗に「チクるつもりはない」と微笑んで話題をずらしたアレーナに、アースランはあからさまに安堵の表情を浮かべた。

「申し訳ございません、話が逸れてしまいましたね。それで、その銀器の話なのですが」

　アレーナは『銀器の誓い』について、簡単に説明をした。つい最近まで廃れていた古い慣習であることと、最近になって歌劇の題材になったことから若い女性が中心となって流行り始めたこと。儀式の流れとしては、定型文に従って銀器を差し出すので、了承して何か食べ物を器に載せて欲しいと。

「あー、不勉強で申し訳ないんですが、載せる食べ物についての決まりはありますか？」

「そうですね……、この儀式が再注目されるきっかけとなった歌劇では、カカオのお菓子を使っていたと思いますが、基本的に食べる物に苦労はさせないという誓いですので、どのようなものでも構わないかと存じます」

　ショコラーテと呼ばれるカカオ菓子は最近になって一部貴族にもてはやされ始めた菓子なのだが、原料も輸入品のために高額、製造法も秘匿されている上に特殊ということで、ぶっちゃけ金持ちのための菓子だ。そんなものが常備されているのは一部の大貴族と大商人だけだろう。

「そうなんですね。あまり我が家にはそういったおしゃれな甘味はなくて……あぁ、こちらではいかがでしょう。色合いは綺麗だと思うのですが」

　そう言って彼が取り出したのは、ピクルスの瓶だ。透明なガラスの中には大根とパプリカが見える。瓶の中に見える白と黄色と赤。彩りとしては確かに綺麗だろう。

（確か、歌劇の中では相手を想って月夜にカカオ菓子を食べていたけれど、まさかあのお嬢様もそこまで真似するつもりは……ないだろうな）

　どうせ親の決めた好きでもない相手だ。そこまで浸るほどお嬢様もロマンチストではないだろうと予測して、アレーナは頷いた。それにピクルスというチョイス自体も悪くない。

　かくして無事に銀器の誓いが為されたわけだが、そこに立ち会う予定もなかったのに遅れてやってきたナージャが、銀器を見るなり悲鳴を上げた。

「どうしてそんなピクルスなんてダサいものが載っかっていますのっ!?」

（成程、ピクルスは『ダサい』分類なのか）

　すました顔のままで、アレーナは全く別の方向で感心した。なんとなく予想はできていたが、身近な保存食はナージャのお気に召さなかったらしい。

「申し訳ありません、ナージャお嬢様。僕の家にはこのようなものしかなくて……」

　おや、とアレーナは眉を上げた。ピクルスでも構わないと許可したアレーナのことは一切引き合いに出さず、自分の落ち度として素直に謝る姿勢は、とても好感が持てた。

「これだから風流も流行も解さない平民上がりはイヤなんですわっ！　今すぐにショコラーテを買ってきてくださらない？」

　キンキンと耳に響く声でナージャが叫ぶと、彼は仕方なさそうに立ち上がった。おそらく言われたままにカカオ菓子を買いに走るのだろうが、扱っている店にたどり着けたとしても、その値段にすぐ舞い戻ってしまう未来が見える。ちょっと贅沢、どころの値段ではないのだ。

「お待ちください」

　彼を止めたアレーナを、ナージャがぎろりと睨み付ける。元はといえば、お前が文句も言わず受け取ったから悪いんだと言わんばかりの眼光に、アレーナは呆れるしかない。

「失礼ながら、ナージャお嬢様は銀器にピクルスを載せる意味をご存知でいらっしゃらないのでしょうか？」

「なんですって？」

　ナージャの視線がアレーナの方へ向けられる。その表情は「何をバカなことを」と侮りに満ちていた。

「ピクルスに見られる白と赤と黄、それは建国旗の色です。この旗を用いた建国の立役者であるヒョードル・グリエフは愛妻家としても有名でした。そのヒョードルにあやかって、『一生、唯一として愛し続ける』『偉業を成し遂げる自分の横にいるべきなのは貴女だ』といった意味を持たせているのがこのピクルスなのです」

「で、でも、ショコラーテだって……」

　自信満々に淀みなく説明するアレーナの言葉に、ナージャの自信が揺らいだ。そもそも流行に乗って『銀器の誓い』をやりたいと言っただけで、儀式そのものに興味はない。ただあの歌劇のようにできたら、と思っていただけなのだ。

「えぇ、もちろん存じております。なんと言っても、今をときめく歌劇ですから」

「だったら────」

「だからこそ、軽々と乗ってはいけないのです。あれは菓子店と利益を共にするための、言わば宣伝ですから。甘いけれどもあっという間に溶けてしまう不実なショコラーテなどで誓われてしまっては、流行が過ぎ去った後に笑いの種となってしまいかねません」

「……なんですって？」

　アレーナの予想通り、自分が嘲笑されるかもしれないと聞いて、ナージャの心が一気に傾いた。

「今は確かに同じ若い女性の間では羨望の的になるかもしれません。けれど、五年後十年後を考えましたら、一過性の流行に乗って一生モノの誓いを不実に終えてしまったと笑われてしまいます。今でさえ、ご年配のご婦人方は『銀器の誓い』にショコラーテを使うことに眉を顰める方が多いと聞きますから」

「……」

　プライドの高いナージャにとって、誰かに侮られたり嘲笑われたりするのが一番嫌なことだろう、というアレーナの予想は当たっていたようだった。黙ったまま考え込んでしまったナージャに、アレーナはさらに追い打ちをかける。

「年配のご婦人ならばともかく、歌劇で『銀器の誓い』を知った若い方々は、こういったことを知らない方も多くいらっしゃるのでしょうね。ナージャお嬢様がご友人方にお教えになってみてはいかがでしょうか」

「あたしが……？」

　ナージャの妄想の中では、「そんなことにもお詳しいなんて！」と周囲のご令嬢から絶賛されたようだ。少しばかりあさっての方を向いているナージャの鼻の穴が得意げに膨らんでいた。

「そ、そうね。あたしが広めてあげるのもいいかもしれませんわ」

　現実に戻ってきたナージャは満足げに言い放ったが、ふと視界に入ったアースランに指を突きつけた。

「まったく、いつ来てもその野暮ったい格好をやめませんのね。その鬱陶しい前髪もばっさり切っていただきたいと何度も申し上げたはずですわ！　そんなに冴えない外見のままでは、あたしが夜会で恥をかいてしまいますのよ？」

「はぁ、申し訳ありません」

「もっとハキハキと喋ることもできませんの!?　今日はもう結構よ。アーリャはそれをあたしの部屋まで運んでおきなさい」

「はい、ナージャお嬢様」

　ガツガツとハイヒールを親の仇のように打ち鳴らして去って行くナージャを見送ると、アースランが深いため息をついたのが聞こえた。

（あのお嬢様と結婚しなければならないとか、本人が望んだのでなければ苦行だろうな）

　なんだかアースランが不憫になってきたアレーナは、失言を装って忌憚のない意見を口にすることにした。

「あのように足音高く歩かれてしまっては、夜会で恥をかくのはアースラン様の方でしょうに」

　呟きを耳にして目を丸くしたアースランに、アレーナは人差し指を立てて口元に持ってきた。

「申し訳ございません。うっかり失言を。忘れていただけると助かります」

「いえいえ、僕の感性が間違っていないと知ることができて嬉しいです。貴族の女性はあれが普通なのかと思っていました」

　そうしてお互いに笑い合ったときには、ナージャが喚き散らした後の気まずい空気は、きれいに霧散していた。
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（あの一件は明らかに長官の私用の任務だったが、振り返ってみれば学ぶところもあったな）

　上官の姪の侍女、という役どころだったが、やりすぎかという程に頭に叩き込んだ知識がまさか役に立つとは。

　そんな先週の潜入任務を思い出しながら、今日は丸一日非番のアレーナは一人で街を歩いていた。母からは護衛の一人も連れて行って欲しいと言われたが、妹のような深窓の令嬢でもあるまいし、と断っている。何かあったときに動きやすいよう、白いブラウスに黒のパンツスタイルだし、ブーツも鉄板を仕込んであるものだ。髪も邪魔にならないよう高い位置で括っている。

　アレーナは貴重な非番を精神的なリフレッシュに費やしたかったのだ。思いつくままに街をぶらつくなど、護衛つきではかえって気を遣って難しい。日頃、他人を護衛する立場であるから、どうしても護衛がしやすい行動を選んでしまうのだ。

（とりあえずはコーヒー豆の補充を済ませておくか）

　シュービン長官に出しているコーヒーは、アレーナの持ち込みだ。以前は軍部で一括購入しているコーヒー豆を使っていたが、「目が覚めるほど苦いコーヒーが飲みたい」というシュービン長官の我儘を叶えるために、今はアレーナが選んで購入していた。当然、費用はシュービン長官にきっちり請求している。

「やぁ、お邪魔するよ」

　いつも通っている商店は、かなり大きい店舗だ。だが、すらりと背が高く、颯爽としたアレーナの立ち姿は鮮烈な印象を与えるのだろう。今ではほとんどの店員が彼女の顔を覚えていた。

「いつものコーヒー豆が欲しいんだ。店内を適当にひやかしたいから、取り置いてもらえるかな」

「はいっ、かしこまりましたっ！」

　声を掛けられた若い女性店員が、弾むように返事をする。その頬がうっすら紅潮しているのを「女の子らしくて可愛いなぁ」と思いながらアレーナは軽く礼を言った。自分の男装姿が女性受けが良いという自覚はあるが、だからと言って実生活にそこまで影響を及ぼすこともないので、こういうものだと受け止めることにしている。

（そういえば、ヴェラの誕生日が近かったな）

　可愛らしい妹に似合う髪飾りでも探そうか、とアレーナは装飾品の置かれたコーナーに足を向ける。女性客が多く、自分が注目されていることは分かっていたが、それももはや慣れた光景だ。目が合ったご令嬢に対しては、軽く微笑むだけの挨拶をする。

『お姉様の外見と立ち居振る舞いは、恋愛小説の登場人物に恋するような純粋なお嬢様には目の毒なんですから、愛敬を振りまくのも程々にしてください』

　妹の忠告が頭をよぎったが、別に愛想良くすることは悪いことではないだろうと開き直ることにする。

（この黒瑪瑙くろめのうなら、ヴェラの金の髪に映えそうだな）

　髪色も髪質も似ているので、自分の髪に合わせて鏡を確認する。自分に似合うかどうかは一欠片も考えないあたりが、妹から残念だと言われる所以だ。アレーナが清潔感があり動きやすい服装であれば問題ないと考えてしまうのを、彼女を着飾りたい母と妹は嘆いていた。

「あれ、もしかしてアーリャさんですか？」

　聞き覚えのある声に振り向けば、そこに立っていたのはクセの強い黒髪で目元を隠した青年だった。一瞬、どう答えたものかと迷うが、その刹那の躊躇で相手も悟ったようだ。

「すみません、人違いでした────ということの方がいいんですね？」

　小さく付け加えられたその言葉は、アレーナが『銀器の誓い』のときのアーリャだと確信しているものだった。

「すごいな、お手上げだ。人違いではないが、ここで会ったことはお嬢様には内緒にしてくれると助かるんだが」

「あぁ、やっぱりアーリャさんだったんですね。構いませんよ。僕も彼女とはあまり仲良く話をすることはないので」

　果たしてその距離感は婚約者に対するものとして適切なのかという疑問が頭をよぎったが、相手が相手だし、そもそもアレーナには関わり合いのないことだと判断して、追及を避けることにする。

「ありがとう。それで、わざわざ声を掛けたからには、何か用事があったのだろう？」

　アレーナは手にしていた髪飾りを棚に戻すと、アースランに向き直った。すると、何故か彼は目を丸くした。

「どうした？」

「いえ、先日と口調が随分と違うので……」

「あぁ、困惑させてしまったね。こちらが素なんだ」

「なるほど。でも、そういった動きやすそうな格好ですと、むしろしっくりくる気がします。────あぁ、そうでした。声を掛けたのは、少し相談に乗っていただけないかと思いまして」

　黒髪から覗く濃い灰色の瞳が、縋るような輝きを帯びる。

「実は、婚約者から贈り物をせがまれてしまったのですが、僕は研究一辺倒なもので、どういったものなら合格点を貰えるか分からなくて……。良ければ助言をしていただけないでしょうか」

「普通、それは店員に請うものでは？」

「貴女なら、僕の婚約者を知っているので、より適確な助言がいただけるかな、と」

　アレーナは、キンキンと甲高い声で喚き立てるナージャを思い出し、頭を働かせた。

「……もしかして、贈り物をしたが気に入らずに突き返されたことがあったりするのだろうか？」

「お察しの通りです。どうにもあの人の望むものが分からなくて……。侍女である貴女なら、分かるのではないかと」

「成程。私なんかの助言で構わないのなら。────念のために確認したいのだが、婚約者の機嫌を取るためのプレゼントで構わないんだな？」

「？　はい。むしろそれ以外に何かあるのでしょうか」

「あぁ、言葉が足りなかったな。私は贈り物には二種類あると思っていてね。心底その相手の人を想って選ぶものと、単に相手の喜ぶものを選ぶもの。君が必要なのは後者だろう？」

「そうですね」

　その返事は、暗に婚約者への愛などないと言ったも同然なので、ナージャが聞いたら怒り狂いそうなものだが、ここには彼女の目も耳もない。

「確実に彼女が好みそうなものを探すなら、もう一区画先の宝飾店だろう。だけど、それでは君の懐が痛むのだろうね」

「痛むなんてものじゃありませんよ。軽く干上がります」

　肩をすくめて見せたアースランに、アレーナは笑みをこぼす。

「それなら、君が目指すべきものは、流行の最先端をいく小粋なプレゼントと、気遣いを込めた花だな」

「流行の最先端なんて、僕には見当もつきません。ですが、貴女のおっしゃる通りかもしれませんね。彼女は周囲に自慢できる贈り物をお望みのようですから」

　しっかりアレーナの話を受け止めて、その上で自分の考えを交えて返事をするアースランに、彼女は自然と口角を上げた。頭の回転の早い相手との会話は楽しい、そう思いながらアレーナは店員を呼ぶ。

「すまないが、この店には獣の足跡を象ったチャームは置いてあるかな」

「これはお耳が早くていらっしゃいますね。えぇ、ございますとも。少々お待ちください」

　店員を見送ってからアースランは口を開いた。

「あの、今のはどういう……？」

「ほら、『銀器の誓い』が再流行したきっかけとなった劇場があるだろう？　来週から上演される新作でキーアイテムになるのがバラと獣の足跡なんだよ」

「来週から上演されるものを、もう把握していらっしゃるんですか？」

「ちょっとツテがあってね。劇場の方でもまた流行を作り上げるんだと意気込んで、いくつかの商会に獣の足跡を象ったチャームを作っておくよう声を掛けているらしいんだ」

「はぁ……、いったいどのような内容になるのやら、僕にはさっぱり想像もつきませんが」

「私も内容までは詳しくは知らないんだ。けどまぁ、あのお嬢様は流行に率先して乗っかっていくタイプだろう？」

　そんなことを話していると、店員がトレイにチャームを並べて持ってきた。

「当店で扱っているのはこちらになります。まだ店頭には並べていない商品ばかりですので、どの品が人気とも言えないのですが……」

「あぁ、手間をかけさせてしまったね」

　デフォルメされた獣の足跡が刻まれたチャームがいくつも並んでいるのを見て、アースランは顔をしかめた。透かし彫りになっているもの、銀盤に彫られているもの、ガラス玉がはめ込まれたもの、四角いもの、丸いもの、モチーフこそ共通しているが、まだ選ぶ余地があるのかと目眩がした。そんな彼の心境を悟ったのだろう、アレーナは思わずくすりと笑ってしまった。

「今回は悲恋に片足を突っ込んだ純愛モノだという話だから、変に趣向を凝らしているものよりは……これなんて、どうだろう？」

　ポイントを説明しながらアレーナがつまんだのは、角を丸くした四角い銀の板に、獣の足跡が透かし彫りになったシンプルなものだった。

「本当にそれで大丈夫でしょうか。彼女の趣味ですと、こちらの方が近いように思えるのですが」

　アースランが指差したのは、足跡の形に淡いピンクのガラスをはめこんでいるものだった。

「確かにあのお嬢様の好みはそうだろうね。けれど、今回は『婚約者から贈られたもの』だ。こちらのデザインは、欲しければお嬢様が自分で手に入れるだろうさ」

「なるほど……」

　アレーナは、このチャームを渡す際にはバラを一輪添えることと、渡すタイミングは週末か週明けすぐが望ましいことも助言しておく。その際にさりげなく新しい歌劇の話に触れればなお良い、と。

「何から何までありがとうございます」

「いや、単なるお節介なだけだから、気にしないで欲しい」

　さて、買い物の続きでも……とアースランに背を向けたアレーナだったが、慌てた様子の彼に呼び止められた。

「あの！　もう少しお付き合いいただけないでしょうか！」

「……んん？」

　予想外な申し出に、アレーナは困惑を露わにした。
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「あぁ、とてもいい店だ。店内の落ち着いた雰囲気もいいし、何よりコーヒーが美味しい」

「口に合ったようで良かったです」

　互いに買い物を済ませて店を出た二人は、アースランが行き付けだというカフェに来ていた。外見こそまるで民家のようでカフェには見えないが、地元の人のみが知る穴場なのだという。

「今日は本当にありがとうございました。おかげで助かりました」

「まだ助かったとは言えないんじゃないかな。今日買ったものがお嬢様のお眼鏡にかなうか分からないし」

「先日の銀器の誓い？　でしたか、あのときにも助けられてしまいましたし、本当に足を向けて寝られませんよ」

「あぁ、あれか」

　アレーナはくすりと笑った。

「まさかピクルスにそんな意味が込められているとは知りませんでしたが、運が良かったですよね……」

　先日のことを思い出しているのだろう、アースランが冷や汗を拭っているのを見て、とうとうアレーナは声を上げて笑い出してしまった。

「あの……？」

「あぁ、すまない。実はあの話には裏があってね」

　困惑していたアースランに、アレーナは『銀器の誓い』とピクルスについての裏話を暴露することにした。

────銀器の誓いをすることが流行った頃、そこに夢を見るロマンチストが多くいた一方、そうではない人はかなり困らされていたらしい。相手の望むようなものを銀器に載せられなかった人たちのために、後付けされたこじつけの来歴が数多く作られたのだ。今回、アレーナが仕事を引き受けることになった後、銀器の誓いについて一通り調べた中にあったのが、そういったこじつけ一覧だった。

「というわけで、君と似たような苦労をした人は、過去にたくさんいたんだ。それに昔流行ったときは、銀器を渡す『貞節の侍女』も未婚の侍女ではなく熟練の子だくさんが良いとされていたから、今とは違う部分もある。あぁ、ちなみに今、未婚の侍女が良いとされているのは、例の歌劇のせいだよ」

　その話を聞いたアースランは、何とも言えない微妙な表情を浮かべた。昔から自分と同じような悩みを抱いている男が──しかも数多くいたことを心強く思えばいいのか、それともそういうことを求める女性が今も変わらずいることを嘆けばいいのか分からないようだった。

「……とりあえず、しばらくは研究に専念できそうなのでそれで良しと思うことにします」

「そういえば研究者なのだったか。どういった研究をしているのか聞いても？」

「僕が研究しているのは培養肢、その中でも移植時の拒絶反応についてです」

　錬金術が発達したこの大陸では、生活を便利にする道具にも、医療にも、もちろん兵器にも錬金術が深く関わっている。ただしその難解さから錬金術師と呼ばれる者の多くが大商会や貴族、国に抱え込まれており、フリーの錬金術師など存在しないのが実情だ。いても一人前とは程遠い未熟な錬金術師の卵か、余程偏屈な一匹狼だろう。

「研究者と言っているが、君自身は錬金術師ではないのかい？」

「えぇ。僕が研究しているのは、錬金術によって作られた培養肢の移植ですから」

　培養肢というのは、何らかの理由で四肢を欠損した人に対し、その人の細胞片から指や腕、足などを錬金術で作り上げたものだ。アースランの説明したように、培養肢を作り上げるところまでは錬金術の範疇だが、それを本人に移植させるのは、どちらかというと医師の領分だった。

「私の知り合いにも、移植をした者が何人かいるよ。培養肢がなければ彼らの生活は随分と不便なものになっているだろうね」

「そうですね。僕自身も右手と右足は培養肢を移植したものです。そのときに拒絶反応で苦しみまして。それで軽減する術があれば……というのが研究のきっかけでした」

「拒絶反応……？」

　アースランの語った内容に、違和感を覚えたアレーナは首を傾げた。軍属である以上、戦闘中の怪我で培養肢の移植をする事例は身近に掃いて捨てるほどあるものだし、士官として情報は把握している。だが、培養肢の拒絶反応はほとんど事例がないというのが彼女の認識だった。

（希有な事例なのか？　それとも……）

　アレーナの脳裏に情報隠蔽の可能性がよぎる。前線で戦う兵の多くは、もし手足を失うことになっても、無償で培養肢を移植してもらえるので命さえ守れていればなんとでもなる、と考えている。だからこそ、多少無謀な作戦でも士気を著しく損なうことなく前に進めるのだ。だが、それが拒絶反応という負の面を隠しているのだとしたら……？

「不躾ですまないが、手足を失ったきっかけを聞いてもいいだろうか」

「僕の……ですか？　別に珍しい話ではありませんよ。当時、軍医の端くれとして前線にいたときに敵軍の砲撃を受けてしまったんです。命が残っただけ幸運でした」

「軍……？　もしかして、クリージスとの？」

「えぇ、もう四年も前になるでしょうか。恥ずかしながら拒絶反応で生死の境を彷徨さまよいまして。朧気な記憶ですが、女神様にお会いして死にたくないと縋ったんですよ。今思えば、臨死体験というものでしょうね。あ、でも、その女神様なんですが、少し貴女に似ていた気がします」

　アースランが照れたように笑うのを見ながら、アレーナの意識が現実からゆっくりと遠ざかる。

「女神様に似ているとは光栄な話だね」

　かろうじて軽口を叩いた口を褒めてやりたかった。夜会などでなかなか離れてくれないしつこいレディに対して、脊髄反射でやり取りをしているときのようなものだ。相手に話を合わせながら、心はまったく別なことを考えている。

（四年前、クリージスとの小競り合い……符合が揃いすぎている。そうすると、彼があのときの……？）

　もちろん、確証があるわけではない。だが、一致する情報が多いのも確かだ。時期や場所だけでなく、黒い髪と──あのとき見た新しい縫合痕が移植のものだったとしたら？

────不慮の事故で処女を散らしたことを父に報告した後、もちろん父は相手を探そうとしたらしい。だが、あの日、あの基地に居た者の数も多い上に、娘の名誉に関わる話なのでおおっぴらに探すわけにもいかないと断念したと聞いた。

（あのときは中途半端に終わってしまったが、一通り調べていた名簿が残っているはずだ。念のため、確認しておくか）

　フラッシュバックしそうになるあの記憶を再び奥底に沈め、アレーナは目の前の人物に集中する。そんな彼女の葛藤など気付いてもいないのだろう。アースランは照れた様子で、あの日に会った「女神様」の話を続けていた。

「似ていると言っても、瞳と髪の色ぐらいしか記憶に残っていないんです。でもそのせいでしょうか。貴女とこうして話していると、研究の新たなアプローチが見えてくる気がして、うぅ、どう言い表したらいいのか分かりませんが、インスピレーションのようなものが湧いてくるんです。なので、つい、こうしてお茶にお誘いしてしまって……すみません、お時間をとらせてしまって」

「いや、私も興味深い話を聞けたし、構わない」

「本当ですか!?　その、可能なら、またこうして話をする時間をいただけないでしょうか」

「私は構わないが、君は婚約者を持つ身だろう？　こんなところを見られたら何を言われるか分からないぞ」

「あ……そうですよね。お嬢様に知られてしまったら、侍女の職を失ってしまうかもしれませんよね。浅慮が過ぎました」

「いや、別にあのお嬢様に雇われているわけではないからいいんだ。あれは知人経由で頼まれた仕事だからね」

　するとアースランが目を輝かせた。

「それなら────」

「あぁ、いや、万が一お嬢様に見つかると面倒なんだ。素の私のままで、一度だけだが顔を合わせたことがあってね。まぁ、あちらは覚えているかどうか分からないが」

　そもそも女と認識されていなかった、という話まで詳細に語る気はないアレーナは、言葉を濁した。

「だから、話をするのは構わないが、万が一に備えて私は変装しておきたいし、できるだけ人目につかない場所──ここみたいにお嬢様の嗜好から外れている店の中なら」

「ありがとうございますっ！」

　食い気味に手をぎゅっと握られ、感謝を表してきたアースランだが、すぐに距離が近すぎたことに気がついて謝罪とともに離れる。

　相手があの記憶と直結する人間なのかもしれないのに、アレーナは不思議と嫌悪感を抱かなかった。

（まぁ、人柄は好感が持てるしな）

　気分転換にもなるし、会って話をするぐらいは問題ないだろうと結論付け、アレーナは次回の約束のために、手帳を引っ張り出した。
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「アレーナ」

「なんでしょう、父上」

　晩餐も終わり、食後のお茶をゆっくりと味わっていたアレーナは、父オレグに向き直った。同席していた母マリヤと妹ヴェラは先日から劇場にかかり始めた新作の話をしている。アレーナの流行に関する知識は主にこの二人からなのだ。

「お前の婿選びについてなのだが……」

「その件でしたら、上司にいい人がいないか見繕ってもらっています」

「あぁ、シュービン殿か。彼ならば顔も広いが……そうすると文官筋の軟弱な者にならないか？」

「別に文官が全て軟弱というわけでもないでしょう。たとえば父上の中でシュービン長官は軟弱ですか？」

「いや、あれは強したたかすぎて、軟弱とかそういう括りではないな」

　やはり軍務長官の地位は伊達ではないらしい。武勇で鳴らした父すら一目置いている上司に、アレーナはひっそり誇らしげな気分になった。たまに甘い物が欲しいと駄々をこねて面倒臭かったり、鬼畜な仕事の振り方をしたりと人としてどうかと思う部分はあれど、頼りになる上司なのだ。

「そういえばお姉様、先日話していたお姉様の変装を見破った方はどうですの？」

　母とおしゃべりをしながらも耳はこちらを向いていたようで、ヴェラが父娘の会話に入ってきた。

「変装を見破ったのではなく、変装時に会った人が非番の日に声を掛けてきただけだよ」

　滅多にない出来事だったので、お茶の時間につい妹に洩らしてしまったことを思い出し、アレーナは訂正した。

「あら、それだってちゃんとアレーナを見分けたということでしょう？　このまま軍務長官付きの補佐官として仕事をするなら、貴女のそういう仕事も理解してくれる方のほうがいいわね」

　おっとりと母マリヤが言うのに、父オレグが渋い表情を浮かべた。長官補佐への打診を受けた際に、一番反対したのが父なのだ。父としては自分と同じ武の道を辿って欲しかったらしい。母は危ないことが少ない方がいいと大歓迎だった。ちょくちょく変装させられていることは知っていても、変装を強いられる潜入任務でたまに危ない橋を渡っていることを、母は知らない。

「母上、彼は無理ですよ。既に婚約者がいる身ですから」

「あら、残念ねぇ。でも、やっぱりいい人から売れちゃうから、もう少し危機感を持った方が良さそうね、アレーナ？」

　にっこりと微笑む母に、アレーナは冷や汗を浮かべながら「……はい」と頷いた。父の迫力は思いきり石を投げられたようなものに喩えられるが、母はじわじわ足元から蛇に巻き付かれるようなものだ。じっとりとした怖さがそこにある。

「ですが、下手に焦って変な相手を選ぶよりはずっと良いのではないでしょうか」

「そうよ、お母様。この家を継ぐお姉様の隣に立つ人なのだから、慎重に吟味する必要があるわ」

「もちろんよ、二人とも。でもね、時間が無限に残されているわけではないのだし、時間をかければかけるほど選択肢が狭まってしまうのだから、そろそろ焦りなさいな」

　妹の援護をもらっても、にっこり微笑んで釘を刺す母には勝てない。アレーナは「はい、肝に銘じます」と頷くしかなかった。

（これは、紹介を待つだけではなく、自分から探しに行くべきなのか……？）

　アレーナの異性の知り合いは、ほとんど仕事関係──つまり、軍部に属している者だ。今の役職に就く前の同僚は、どちらかというと父寄りだし、かといって長官付き補佐官になってからの知り合いは、『長官に無茶振りされた同盟』と言い表せそうな関係ばかりだ。お互いにトホホな思いを何度か愚痴りあっただけの相手と、今更、結婚なんて考えにくい。

（やはり、当初の予定通り、長官にお任せしよう）

　特に怠け者を嫌う上司だし、変な人を紹介することはないだろうと丸投げし、アレーナはそれ以上考えることを放棄した。
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　どうっ、と音を立ててアレーナの前で木剣を構えていた男が倒れ込んだ。

「すまない、力を入れすぎてしまったようだ。怪我はないか、ワジム？」

　慌てて倒れた相手──父の部下でもあるワジムに手を差し伸べると、彼は苦笑いしながら手を掴んでくる。アレーナが力を入れてぐっと引き上げると、ワジムは服についた砂埃を軽くはたいて落とし、にかっと笑った。

「いやぁ、油断してしまいましたなぁ。軍務長官に持っていかれてから、結構経っているので、腕もなまっているとばかり」

「そんなことは我が父上殿が許さないよ。あの人は娘にも容赦がないから。現に軍務に配属されてからも、家で暇を見つけて手合わせ相手にさせられているんだ」

「成程、大将がそんなんじゃ仕方ないですね」

　立ち上がったワジムは女性にしては長身のアレーナより、さらに上に頭があるような体格の良い男だ。父の持ってきた釣書の一つだっただけに、アレーナは少しばかり居心地が悪い。

「補佐官の仕事は書類仕事ばかりだろうから、と思い込んでいた俺の迂闊さは、大将にはどうかご内密に頼んますわ」

「補佐官の仕事は長官殿の護衛も含まれるんだ。だからこうして定期的に訓練に合流しているだろう？　──まぁ、父上には言わないでおこう。その代わり、早々に例のご令嬢との距離を詰めてしまえよ。何なら手伝うぞ？」

　アレーナの最後の言葉に、ワジムは目を丸くし、慌てて周囲を窺った。同じように二人一組で手合わせをしている者たちは、幸いなことにこちらの会話を聞いていないようだ。

「ど、どこでその話を聞いたんですか、アレーナさん」

「出処はどこでもいいだろう。だから父上の持ってきた釣書にワジムが混じっていたときは驚いたぞ」

　本当は釣書を渡されて確認した後に、頼んでもいないのに釣書を精査した妹が教えてくれたのだが、そこはごまかしておく。

「まぁ、夜会で私が作れるツテを考えれば、自然と出処も分かるんじゃないのか？」

「それ、女性全般じゃないですかー……」

　夜会に出るたびに老若既婚未婚問わず女性陣に囲まれるアレーナの姿を思い出したのか、ワジムはがっくりと肩を落とした。

（大きな図体だが、こうやって肩を落とせば──いや、やはり大きいな）

　一昔前は、こうした恵まれた体格を持つ男たちが羨ましくて恨めしくて仕方がなかったことを思い出す。どうしたって体格で負けてしまう相手に、素直に真っ向から力勝負に持ち込んでも勝てるわけがない。けれど、父の戦い方を真似するだけだったアレーナは、小手先の技術よりも真っ向勝負を良しとしていたのだ。

（今となっては、青かったよなぁ……）

　細身ながら強いと言われる先輩軍人を見つけ、その戦い方を模倣することで手合わせの勝ちを重ねるようになると、逆に力押しする相手は良いカモになった。さすがに父相手にはそうは行かなかったが、少なくとも、小手先の技術に免疫の少ない相手ならば、負けることはほとんどなかった。

「それで、どうする？　私の手伝いは必要か？」

「いえ、さすがに女性を口説くのに、余力してもらうわけにはいかないですよ。俺はそれほど切羽詰まっていませんし」

（あぁ、父上が選ぶだけあって、こういうところは気持ちのいい男なんだよなぁ）

　目の前の男との縁談を蹴るのはもったいないことだったかもしれない、そう心のどこかで思いながら、それでもアレーナは小さく首を横に振った。

「そうだな、ワジム。君にこんな話を持ちかけた私が悪かった。君にそういった助けは必要ないのにな」

「いや、心配してくれてるのは分かったので、構いませんよ」

「そんな君にちょっとしたアドバイスだ。実はあのご令嬢は『スミレ色の満月の夜に』という恋愛小説を愛読していてな。バラやユリでなくラヴェンダーの花束を渡してみるといい」

「え？　は！　はいっ！」

　一瞬、何を言っているのか、と困惑の声を上げたワジムは、すぐに訓練所の端にある個人の荷物置き場へ向かって駆け出した。アレーナが見送っていると、自分の荷物から帳面を取り出し、何やら急いで書き留めているようだった。日頃、書類仕事を苦手とし、読書も実務に直結する兵法書ぐらいしか読まないような男にとって、恋愛小説のタイトルなどすぐに頭から抜けてしまうと不安に駆られたに違いない。

「アレーナ嬢、あいつに何言ったんすか？」

　声を掛けてきたのは、まだ若い士官だ。アレーナが軍務長官付き補佐官に抜擢されるのとほぼ入れ違いに入ったと記憶している。

（年上の、階級も上の相手に『あいつ』ねぇ……）

　戦いのセンスはあるのに、生意気で扱いにくいという評価を聞いていたが、どうやら本当らしい、とアレーナは納得した。

「ちょっとしたアドバイスだ。君も必要か？」

「うーん、アドバイスねぇ。手合わせでアレーナ嬢が勝ったらお願いしてもいいっすか？」

「構わないが、君の本来の相手はどうした？」

「あぁ、あそこっす」

　見れば体力を使い切ったのか、へばって座り込んでいる赤毛の若者がいた。

「いいだろう。だが、ワジムが戻るまでだぞ」

「それまでにオレがアレーナ嬢に勝ちますから、大丈夫っす」

「なるほど、──いいだろう」

　アレーナの口元に獰猛な笑みが浮かんだ。アレーナの父親譲りの苛烈な面を知る者たちが、視線を交わし合い「終わったな」などと囁くのを、彼の耳は拾わなかったようだ。

　ちなみに、アレーナと剣を合わせて三合ほどで地面に這いつくばった彼は、長く育っていた天狗の鼻がポッキリ折れたという。
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「えー……と、あぁ、これか」

　王都に何件かある貸本屋、そのうちの一件に立ち寄っていたアレーナは、目当ての本を見つけるとパラパラとめくって内容を確認する。

「なるほどなぁ。こういうのが好きなのか」

　妹から「貸本屋へ行くなら、この本をお願いします！」と指定されたタイトルは三つ。そのどれもが身分差のある恋愛小説だった。お嬢様と執事、姫君と騎士、大貴族の娘と商人。きっかけは些細なものだが、その後にお互いに燃え上がり、見事ハッピーエンドに漕ぎ着ける流れはどれも共通していた。だが、あくまで頼まれたアレーナは、それを妹の趣味としか思わない。まさかアースランとの仲を後押しするために、身分差の恋愛小説に目を触れさせる企みだとは、思いもよらない。のちのち妹に大いに嘆かれるのだが、アレーナは全く気付いていなかった。早くに軍務に身を投じることになった弊害だろうか。年頃の娘のように、恋愛小説に一喜一憂する感性は養われていないのだ。

（あとは、彼に薦められた本があったな）

　甘ったるい恋愛小説の並ぶ区画から離れ、アレーナが足を止めたのは、色気の欠片もない、測量についての本が並ぶ書架の前だ。

「あった、『測量図説そくりょうずせつ』、これだな」

　四分円儀や半円儀など、本格的な道具を使った測量から、遭難時の位置把握の方法まで書かれたその本は、アースランが軍属だった頃に読んだ本だという話だった。医官だったが地図を描くことに興味を持っていたそうで、いくつかある中で一番わかりやすかったのがこの本だという。

「──あぁ、それです。僕の言っていた本は」

　アレーナが丁度手に取ったところで、今日の待ち合わせ相手──アースランが声を掛けてきた。

「すみません、待たせてしまいましたか？」

「いや、私の方も用があったから、早めに来たんだ。……それにしても」

　アレーナは自分の身体を見下ろし、小さく嘆息した。

「？」

「こうも当然のように見つけられると、少し自信をなくすな」

「えぇと、お似合いですよ？」

　そうじゃない、とアレーナは首を振った。

　今日のアレーナは、自身の艶やかな金髪をしっかりまとめ、パサついた茶色の髪をお下げにした鬘かつらを被っている。化粧でそばかすを作り、少し背中を丸め気味に意識して歩いていたのだ。コンセプトは地味で冴えない娘である。着ている服も鼠色のワンピースに色あせた橙色のスカーフとこだわったのにもかかわらず、あっさりとアースランに見つけられてしまった。

「あー……、その、すみません？」

「いや、謝ってもらう必要はない。でも、良ければどういうところで見分けているのか教えてもらえるか？」

　アレーナの頼みに、アースランは困ったような表情を浮かべて、アレーナを頭のてっぺんからつま先まで、もう一度観察し直した。

「改めて聞かれると難しいですね。変装を見破っているというより、アレーナさんだから気付いているというか……。たとえば貴女以外の人の変装を見破れと言われても難しいです」

「うーむ、私の身体的情報が既にあるから、ということか」

「そうですね、体格と……やはり瞳、でしょうか」

「瞳？　そんなに珍しい色ではないと思うんだが」

「色……ではないですね。輝き、とでも表現した方がいいんでしょうか。今日も待ち合わせ場所のこの店内に来て、後ろ姿でそうかな、と思って近付いて、横顔を見て確信しましたから」

　ここまで真剣に二人は変装の出来と見分けるポイントについて語っているが、周囲にいる客は「そうじゃないだろう！」とツッコミを入れていた。変装という単語に不穏なものを感じて聞き耳を立てていれば、「どんな姿でも君を見つけられるよ」とも解釈できる内容の、どう考えても恋人同士のようなやり取りに、砂を吐きそうになって離れた客すらいる。

　そんな周囲に気がつく様子もなく、変装するポイントについて話し合った二人は、そのまま手にした本を借りて店を出て行った。

「少し、意外でした。そういう本も読むんですね」

「あぁ、この恋愛小説か？　これは妹にお願いされたんだ」

「妹さんがいらっしゃるんですか？」

「あぁ、可愛い妹が一人ね。でも、社交が上手くて結構したたかな面もあるんだ」

　そんな微笑ましい話をしながら、二人は前回と同じカフェへと向かう。色々と案を出したが、ゆっくり話ができるのがそこだという結論に落ち着いたのだ。

　カフェに到着して、互いに飲み物を頼むと、先に口を開いたのはアレーナの方だった。

「そういえば、あれから私も培養肢の移植について調べてみたんだけどね」

「あ、なにかすみません。話に付き合ってもらえているだけで十分でしたのに」

「いや、いいんだ。私としても少し興味を持って調べてみただけだから」

　もちろん、培養肢の移植そのものに興味を持ったわけではない。アレーナが調べていたのは、どうしてあのとき、あんな隔離するような場所に彼が放置されていたか、ということだ。

────そう、アレーナは既に確信している。四年前のあの日、ガラー基地で遭遇したのは、他ならぬアースランだと。当時の従軍名簿を引っ張り出し、そこにあった彼の名と『四肢損傷により離脱』の簡素な一文を見たときの脱力感というか拍子抜けした感情は複雑なものだった。手がかりを見つけた喜びより、あまりの情報の少なさに嘆く方が割合としては多かった気がする。

　四肢を損傷し、培養肢の移植で拒絶反応が出て苦しんでいるのであれば、看護人はしっかりつけるはずだ。生命の危機があるならなおさらだ。あのとき、あの基地はそこまで人手を削らなければならないほど、人員は逼迫していなかった。それはあの場にいたアレーナがよく知っている。

「培養肢の移植については随分昔にその手法が確立されて、あまり拒絶反応はないと思っていたのだが、違うのかな、と思ってね」

「あぁ、そうですね。確かに拒絶反応を起こすことはほとんどありません。他人の細胞を移植するのではなく、源は自分の身体ですから。それでも稀に拒絶反応を起こす人がいるんです。かつての僕のように」

「確か、右手と右足、だったか。欠損部が複数あった場合に、移植する順番というのは決まっているのかな」

「心臓に近い方から、というセオリーはありますが、必ずしもそのセオリーに従わなければならない、というわけではありません。培養施設との兼ね合いもありますから。僕の場合は、セオリー通りの順番だったようです」

「ようです、というのは？」

「恥ずかしながら、記憶がほとんどないもので。熱に浮かされながら女神様の幻影を見て、気付いたときには基地から王都の施設に移された後でした」

　恥ずかしいと言っておきながら、アースランはすぐに気を取り直し、移植の順序という着眼点はありませんでしたね、と懐から取り出した手帳に慌ててメモを取った。カバーがボロボロになってしまった手帳はいつも持ち歩いているのだという。いつ新しいことを思いつくか分からないし、研究を進めるヒントがどこに転がっているのかも分からないから、と。

（あぁ、この人は本当に真摯に研究に取り組んでいるんだな）

　彼の研究のために、あの日あのときあったことを話してしまいたい衝動にかられるが、未婚のアレーナの外聞が非常に悪い話である上に、アースランが責任を感じて謝罪に謝罪を重ねる未来しか見えないので、そっと心の中にしまっておくことにした。

　結局、その後も、研究の話やたわいのない世間話に終始して逢瀬が終わった。新しい視点をありがとうございます、と笑みを浮かべて別れを告げるアースランに、罪悪感を抱きつつ、アレーナはもう少し調べてみようと考えていた。
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（まさか、この名前を見ることになるとは……）

　休憩時間を使って資料室で過去の記録を引っ張り出していたアレーナは、頭をフル回転させていた。

　あの基地で医官を統括していたのは、メルクロワ卿──ナージャの父だった。アレーナの上司──シュービン長官の義弟にあたる彼がいたところで、今までなら特に何も思わなかっただろう。軍の人事権の大部分を握っている長官は、身内だからと甘い采配にはしないことを知っているので、メルクロワ卿の実力がこのぐらいなのかと思うだけだ。

　だが、今のアレーナにとって、彼の名前は随分と違う意味を持っていた。メルクロワ卿が何を考えて──娘を使ってまでアースランを取り込もうとしているのかが不明瞭なのが、すごく気になるのだ。もちろん、裏があると確信があるわけではない。

「やぁ、また長官サマの無茶振りかい？」

　思考の海に沈み込んでいたアレーナに声を掛けてきたのは、軍服をだらしなく着崩した赤毛の男だ。名はエフゲニー・モニア。モニア子爵の放蕩息子で、コネで士官になれたものの、色々な地方の基地を転々としている──要は押しつけ合いだ──どうしようもないサボリ男というのが大多数の評価だ。ちなみにアレーナが最初に彼と会ったのも、彼が一度、軍務棟に配属になったときだ。

「エフゲニー殿は、いつもの自主的休憩か？」

「いやだな、休憩ならもっと別の場所でとりますよ。それこそ、侍女さんたちと一緒に」

　へらへらと笑うエフゲニーは、ぐるりと資料室に誰もいないことを確認し、スッとニヤケ顔を引っ込めた。

「面白い資料を並べてるね。調べてるのは──この人？」

　断りなく隣に座ったエフゲニーは、アレーナが広げていた資料の中の「イゴール・メルクロワ」という名前を指差す。

「相変わらず察しが良すぎて怖いな」

　放蕩息子を装って、その実、長官の気紛れに情報収集や情報流布を任されることが多いエフゲニーは、それを知るアレーナにとって、「同じ穴の被害者」であり「有能な人物」だ。任される仕事のために、いろいろな基地や部署へ行ったり来たりさせられてもすんなり溶け込める社交術もだが、何より、自分の評価を「放蕩息子」のままにしておけるメンタルが凄いと思う。家を継ぐ予定のアレーナにはとても真似できない。

「まぁね。オレっちも調べたことがあるし」

「────何だと？」

　アレーナの頭がすっと冷えた。なんだかんだと長官の手足になっているエフゲニーが調べたということは、長官は既にメルクロワ卿について何かを掴んでいるということだ。それがアレーナの懸念するものと同じかどうかは分からないが、メルクロワ卿が長官の義弟である以上、たとえば悪事の証拠を掴んでも握り潰される可能性が高い。

「だ・か・ら、オレっちの調べたこと、教えてあげようか？」

「それは、裏切るということか？」

　あの長官を裏切るなど、考えただけで恐ろしい。どんな報復が待っているか分からないのだから。

「違う違う。ちょっとしたヒントだけだよ。何しろ、アレーナちゃんは、結婚相手になるかもしんないんだしー？」

「は？」

　アレーナの思考が一瞬停止した。

「キミさー、長官に結婚相手の斡旋をお願いしたでしょ。あれ、オレっちに話が来てんの」

「それは……さすがに外聞が」

「あ、それは大丈夫。近々、放蕩息子は引退する予定だから」

　ぱたぱたと手を振るエフゲニーの言動に、アレーナは軽い頭痛を覚えた。

（まず、放蕩息子って引退するようなものなのか？）

　額に手を当てたアレーナの様子に、エフゲニーは機嫌の良い猫のような笑みを浮かべた。

「まぁ、この擬態もそろそろ潮時ってこと」

「あー……、とりあえず、ヒントは不要だ。気持ちだけもらっておく」

　アレーナは資料閲覧用の机から立ち上がり、ファイルを戻していく。その後ろでは「そうなの？　残念」と口にしながら、資料を戻すのをエフゲニーが手伝ってくれていた。

　そろそろ休憩時間も終わるから、と告げて、アレーナは職場である軍務長官執務室へと足早に向かいながら、情報を整理していく。

────メルクロワ卿の思惑として考えられるものはいくつかある。

　一つ目は、純粋にアースランの研究内容に将来性を見出している。もしかしたら、二人の接点があの基地だったかもしれないが、この場合それは些細なことだ。

　二つ目は、アースランの人柄に惚れている。正直、あのナージャの夫になれる人物というのは、なかなか少ないだろう。アレーナはメルクロワ卿の人柄を知らないが、娘と違って誠実な人だった場合、娘の性格を少しでも正すためにアースランのような人を宛がうのは、ありえない策ではないだろう。

　そして、三つ目は、アースランの研究内容が、メルクロワ卿にとってマズいものなので、囲い込んでおきたい場合。実の所、アレーナが一番疑っているのがこの可能性だ。滅多に起きないとされている培養肢の移植時の拒絶反応が起きた、ということがどうにも引っかかっているのだ。それに、あの時の隔離された状況も。

（でも、これ以上、どういう方向から調べたらいいんだろうか。下手に動けば、長官に嗅ぎつけられることは間違いないだろうし）

　長官とメルクロワ卿の仲が良いのか悪いかは知らないが、近しい姻族だ。エフゲニーを使って情報を集めていたらしいし、その上で長官がメルクロワ卿を庇うのであれば、アレーナにはとても太刀打ちできないだろう。

「アレーナ・ヴォルコバです。休憩から戻りました」

「おぅ、仕事たまってるぞ」

「……休憩は当然の権利ですよ？」

「別に休憩を止めろってんじゃねぇよ。たまってるって言っただけだろ」

　机を確認すれば、不在の間に持ち込まれたらしい書類の束がある。これを確認し、補佐官権限で処理できるものは処理し、それ以外を長官の処理しやすいように分類した上で渡すのがアレーナの仕事だ。書類によっては速やかに処理しなければならないものもあるため、期限管理も考えるとなかなか大変な仕事である。

　仕事は仕事だと頭を切り替えて、アレーナは席について書類に猛然と取り組み始めた。そんな彼女に向けて、上司は容赦のない一語を投げかける。

「────で？」

「長官。さすがに私も脈絡なく『で』だけでは、どの話題か判断しかねます」

　空気を読めと言われても、限界があるのだとアレーナ。たまに謎かけのような問いを投げかけられるが、意味不明のまま終わることも多かった。今回もそれだろうとあまり気にせず塩対応で返す。

「なんか埃出たか？　調べてたんだろ？」

　アレーナの書類をめくる手が揺れた。

「調べ物はいつもしていることなので、どの案件か分かりません」

「イゴール・メルクロワ」

　とうとうアレーナは書類から指を離した。バレている。いったいいつから。どこで行動が漏れたのか。頭の中でぐるぐると考えるが、答えは見つからない。

（ここまでか。嗅ぎつけられたということは、妨害してくるのだろうな）

　妨害してくるということは、長官もグルになって何かの悪事が進んでいるのか──というところまで考えたが、アレーナの顔は徐々に諦めの色に染まっていく。自らの上司の仕事ぶりは知っている。だからこそ、とても敵わない相手なのだということは、骨身にしみて分かっているのだ。

「まだ仮説の段階ですらありませんよ。どこかの上司が『違和感があるなら調べてみる価値がある』と教えてくれたので、それに従ったまでです」

「確かにそんなことも言ったかもな。──だが、嗅ぎつけたのがお前ならちょうどいい」

　あぁ、これは口止めコースか、とアレーナはひっそり息を吐く。できることならアースランをあの我儘お嬢様から解放してあげたかったが、それも叶わない夢に終わる。

「お前がどこに違和感を持ったのか知らねぇが、そろそろアレを切り捨てたかったんでな」

「……」

　一瞬、アレーナは自分が何を言われたのか分からなかった。耳に残っている長官の言葉を反芻し、自分の聞き間違いではないかと三度ほど考え、それでも結論が変わらずに、発言主に視線を移した。

「……今のは、幻聴にしておいた方が良い発言ですか？」

「阿呆。いい加減に縁を切りてぇから手を貸せって言ってんだ。うちの妹の忘れ形見のため、と思っちゃいたが、あれだけ歪められて育ったんじゃ、どうしようもねぇ」

　アレーナは頭の中から長官のプライベートな情報を引っ張り出す。確か長官の妹が嫁いだのがメルクロワ家。ただし、一人娘を産んで数年で儚くなり、今は後妻がいるはずだ。家族仲はどうだか知らないが、ナージャの様子を見る限り、金銭的にはかなり不自由なく過ごせているのだろう。それを『歪められて育った』と評するとは。

「長官のその言葉を、そのまま信じろ、と？」

　一癖も二癖もある上司に、まだ自分を嵌めようとしているのではないかという疑念を籠めて尋ねると、シュービン長官は「くそ」と舌打ちして髪を掻き乱した。

「お前はほんっとに優秀だな、畜生。──だが、それが正解だ。証拠のない話をやすやすと信じるな」

　長官は鍵付きの引き出しから封筒を取り出すと、それをアレーナの机の上に放り投げた。それなりに距離があるのに上手く机の上に乗ったな、と全然別の方向で感心しつつ、アレーナは封筒の中身を確認する。

（会計資料……いや、これは────）

　それは数字の羅列ばかりの資料、どこどこの商会から備品を調達した、壊れた備品は廃棄した、消耗品の調達をした、そんな経理の資料だ。だが、何枚もある封筒の中身を頭の中で並べ替えてみれば、その示すものはがらりと変わる。

「こんな、ものを……見せてしまっていいんですか」

　朧気ながら資料の示すものが見えてしまったアレーナは呆然と呟く。いつの間にか口の中はカラカラに乾いてしまっていた。軍費の横領。こんなものが明るみに出れば、メルクロワ卿だけではなくその家族も、そして不正に手を貸した商会だって断罪を免れないだろう。

「おぉ、さすがじゃねぇか。ちゃんと読み取れたな」

　茶化すような上司の言葉に、アレーナは冷たくなってしまった指先で、丁寧に書類を纏め直し、しっかりと封筒に戻した。一つ大きな息を吐いて立ち上がると、上司の机に封筒をそっと置く。

「今は……これは見なかったことにしてもらえますか。正直、影響範囲が大きすぎて目眩がします」

「構わねぇぜ。だが、それならお前が調べ始めたきっかけになった『違和感』について話せ。まさか、俺の大事な情報をタダで見ようなんてことはしねぇだろ？」

「長官が見せてきたんじゃないですか……」

　頭痛をこらえるフリをしながら、アレーナは口を開いた。拒否したい気持ちもあったが、先にあれだけの情報を見せてもらっては、何か対価を支払わなければ後が怖い。シュービン長官がそういう人間だと、嫌というほど分かっていた。

「きっかけは長官が押しつけてきた貞節の侍女役です」

　アレーナはメルクロワ卿が一介の研究者でしかないアースランを娘婿にすることに違和感を覚えたこと、アースランの研究内容とその動機、自分がかつて見たガラー基地での異様な光景について説明した。もちろん、処女を散らされたことはうまく伏せて。

「──はァん。なるほどな」

　長官は手にしていたペンの尻を咥えた。

「長官、噛まないでくださいよ。それでいくつ備品を壊したと思っているんですか」

　アレーナは慌てて、考え事をすると、ペンの持ち手を噛む癖のある上司に忠告をしたが、返事は戻ってこなかった。また備品の申請をしなければ、いやいっそのこと持ち手を頑丈な合金で特注するか……と考えたところで、上司がペンをぷっと勢いよく吐き出した。

「哀れなイケニエ婚約者の研究内容は、『培養肢の移植後の体調復帰プログラムの改善』と『移植時の拒絶反応のメカニズム解明』だったな。軍にとっても有用なお題目だ。軍の研究所に引き込む算段を整えておくぞ」

「え？　軍の……？」

「哀れなイケニエ婚約者までとばっちりを食わせることもねぇだろ。お前の話を聞くかぎり勤勉そうなヤツだからな」

「とばっちり、って、そもそも義兄にあたる長官の方がマズいんじゃないですか？」

「阿呆。だからとっとと縁を切る覚悟と準備はできてんだよ。──まぁ、お前が怖じ気づいてるなら、まだ機を見るが」

「私にトリガー役を求めないでください」

「まさか。俺はちゃんと引き金は自分で引くぞ？」

「たまに人の指を掴んで撃鉄を下ろさせる人が何を言っているんですか」

「そんなんお遊びだろうが、根に持ってるのか？」

「根に持ってはいませんよ。ただ、そういう人なんだと理解した上で警戒しているだけです」

「本当に成長しちまったなぁ、アレーナ・ヴォルコバ」

「どれだけ補佐官やってると思ってるんですか。──もう仕事に戻りますよ」

　これ以上話を続けても埒らちがあかないと、アレーナは仕事に戻った。まさか、それほど間を置かず、自らトリガーを引くことになるなんて、思ってもみなかった。
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「うーん……？」

　質実剛健を柱にし、虚飾より頑丈さを優先させたヴォルコバ邸の廊下を、武骨さと対極にある可憐な少女が歩いていた。軍閥貴族であるヴォルコバ家の次女ヴェラだ。幼い頃は病弱で、今も儚げな印象を与える彼女は、緩く編んだ金髪を揺らしながら、敬愛する姉の元へと足を運んでいた……のだが。

「お姉様？」

　姉の私室から、珍しく悩みに悩む様子の声が聞こえてきたので、ノックもそこそこにドアを開ける。

「ん？　あぁ、ヴェラか。すまないな。もうそんな時間か」

　夕食の後、おしゃべりがしたいという妹の頼みを聞いたアレーナは、明日の準備の後ならと了承したのだが、予想以上に時間がかかってしまったらしい。

「何か、悩み事でもありましたの？　廊下にまでお姉様の声が聞こえていましたわ」

「あぁ、ちょっと明日着ていく服装に悩んでね」

　ここ最近、非番の度に出かけてしまう姉に不満を感じていたヴェラは、それを姉にも知ってもらおうと頬を膨らませようとして────はたと気付いた。

（お姉様が……服装に悩んでいる、ですって？）

　基本的に姉が出かけるときは、護衛が不要なように動きやすい服装か、とことん目立たない服装か、というぐらいだ。事実、ヴェラは姉が服に悩むのは、仕事で変装をするときと、夜会に出席するときしか知らない。

「お姉様、一応確認なのですけれど、明日は例の方と会うのですよね？」

「ん？　あぁ、そうだよ」

　事もなく即答する姉に、ヴェラはやきもきする。

（非番の度に会っていたり、こうして服装に悩み抜いたりしているのに、お姉様は本当に相手のことを何とも思っていないのかしら？）

「……お姉様は、その方にどう見てもらいたいのですか？　そこを考えれば、服装の方針が明確になると思います」

「どう、……って、そうだな。彼は私の変装を難なく見破ってしまうから、可能ならバレずに彼を驚かせたいかな」

　予想の斜め上をいく姉の回答に、ヴェラは軽い目眩を覚える。違う、望んでいたのはこんな答えじゃない。

「そうではなくて、……どう見せたいのか、というイメージはありませんの？」

「イメージか……。最初は真面目なハイミス風で、次は素のまま、その次は地味な内気な感じだったから、今度は派手目かな」

　そうじゃない、と何度目かのツッコミを喉の奥で飲み下し、ヴェラはそれ以上の追及をやめた。徒労に終わる気がしたからだ。

「それでしたら、確か、少しゴージャスに巻いてある鬘を持っていましたわよね？　それに合うような服装を考えてみたらいかがでしょう？」

「あぁ、なるほど。確かにアレなら派手だな。さすが、ヴェラ。助言が適確だね」

「褒めても何も出ませんわ……」

　そこからヴェラが主導になって少し大人っぽいワインレッドのワンピースと、そこに黒地に同色のレースの付いたショールを合わせてみれば、一発でアレーナの同意が得られた。ここにキツめの化粧をすれば、アレーナの口にしたイメージに合うだろう。

　だが、ヴェラが最もやりたかったのはこれではない。

「そういえば、その男性はどんな方なのですか？」

「ん？　前にも話さなかったかな。研究一筋の真面目な青年で────」

「そういう情報ではなくて、お姉様から見てどんな印象なのかが知りたいです」

　可愛い妹の質問に、アレーナは「うーん？」と考え込んだ。個人を特定できないようなふわっとした情報を告げるのは簡単だが、印象を問われると言葉に迷う。

「そうだね、気が弱そうに見えるけれど、話してみたら、結構芯の強い部分もあって驚いたかな。あとは私の知らない知識を持っているから、純粋におしゃべりが楽しいんだ」

「そうなんですの。お姉様が好印象でしたら、おしゃべりも上手なのかしら？　お姉様は夜会などで自分の功績ばかりを語る人はお嫌いでしょう？　知識をこれみよがしにひけらかす方も」

「言われてみれば確かに……。うーん、彼らと何が違うんだろう」

　首を傾げた姉を前に、ヴェラはやっぱりその青年に特別な好意を持っているんじゃないかと疑惑を深める。

（お姉様がこんなに好印象な相手って、今までにいませんもの）

　姉が社交に積極的でないのも、自分のことばかりを良いように語る人が苦手だからだ。姉の隣を狙う紳士や、姉に倒錯した妄想ゆめをみる淑女は、少しでも良い印象を持ってもらおうと一方的に語ることが多いので。

「純粋に気が合うんだろうか。それとも仕事のときのように損得関係がないからかな」

　ヴェラにしてみれば、どこか的外れの予測ばかり立てる姉がもどかしくてたまらない。

（何のために選りすぐりの恋愛小説を薦めたのか、まったく響いていないじゃない！）

　ヴェラには確信がある。元々、激務のために非番は休養に当てることの多い姉が、非番の度に喜々として会いに出かけているのだ。単なる知人・友人の枠に収めていいはずがない。

「お姉様は、その方が婚約者と結婚してしまったら、今のように会うことも難しくなるとは考えませんの？」

「そうだね。それは、────寂しくなるよね」

　アレーナの青の瞳が深く沈む。いつもエネルギッシュな姉と同一人物とは思えないほど、物憂げなその表情に、ヴェラの胸がぎゅうっと絞られる。

「阻止したいという気持ちはありませんの？」

「阻止？　あぁ、阻止か。そうか、あれはそういう……」

　何やら思うところがあったらしい、とヴェラはほっと胸をなで下ろす。勿論、相手にとっては婚約解消なんて不名誉なことになるかもしれないが、アレーナが無自覚でここまで好ましいと思っている相手だ。妹としては、可能ならくっついて欲しいと思っていた。

「もういっそ、略奪してしまえばいいんですのよ」

「ヴェラは極端に走りすぎじゃないか？　そんな大袈裟な……」

「もう！　お姉様？　想像してみてください。明日会うその方が、婚約者と仲睦まじく歩いていたら、どう感じますの？」

「あの婚約者と？　とても想像がつかないな。ありえない」

「では、あの方と気の合う──例えば似たような女性の研究者とカフェで楽しそうに語らっていたら？」

「……」

　アレーナはそっと自分の胸を押さえ、「やっぱり寂しい、かな」と切なげに答えた。そこには確実に恋い焦がれる気持ちがあるはずなのに、どこまでも鈍感な姉に、とうとうヴェラは切れ散らかした。

「ですから！　それが異性をお慕いしているということでしょう？　自分以外の異性と笑い合って欲しくないと思ったり、その逆にずっとおしゃべりをしていたいと思ったり、綺麗に見てもらいたいと思ったり、お互いのぬくもりを感じ合ったりしたいと思ったり！」

「ヴェラ？　さすがに最後のはどうかと思う」

「ですから！　お姉様のその気持ちは、恋！　なんです！」

「そんなことを唐突に言われても、私はそんな────」

　そんなことまで思っていない、と言いかけたアレーナの口が、ぱくぱくと声も出さずに二度三度と開閉を繰り返す。そして、珍しくも狼狽した様子で頬を赤くした。訓練で多少の日焼けをしていても、元はヴェラと同じく母譲りの白い肌の持ち主だ。赤面しているのはわかりやすかった。

「待って……、ヴェラ、うん、待ってくれないか」

「えぇ、もちろん、待ちますわ」

　ヴェラは満面の笑みを浮かべた。心の中は、ようやくこのにぶちんの姉に自覚させてやった、という達成感で満たされている。

「……恋？」

「えぇ、そうですわ」

　とうとう片手で顔を覆ってしまった姉に、ヴェラは胸を張って答えた。いつもなら「淑女たるもの、両手で頬を押さえるものですわ。それでは男性の仕草ではありませんの！」と指摘するところだが、今となってはそんな仕草一つなんて些細なことだ。あの姉が！　恋心を！　自覚したのだから！

「特定の異性に対し、もっと自分を見て欲しい、他の女性に話しかけて欲しくない、一緒にいると安らぐ、いやむしろ落ち着かない、苦楽を共にしたい、裸で抱き合いたい、────そんな欲があるのでしたら、それは『恋』ですわ」

「……だから、最後のは」

　はしたないだろう、と弱々しく指摘するアレーナは、いつものカッコイイお姉様ではなくなっていた。だが、それがいい。それでいいとヴェラは思う。後継者問題もあって、男勝りになってしまった姉だが、れっきとした女性なのだ。女性の幸せを追って、何が悪い。政略結婚すべてを否定するわけではないが、少なくともヴォルコバ家はそれに頼り切りにならなければいけないほど困窮しているわけでもない。幸い姉が当主になって継ぐと言っているのだから、配偶者ぐらい惚れた相手を据えたっていいだろう。いやむしろ、そうするべきだ。

「お姉様、明日が楽しみですわね」

「？」

「だって、きっとお姉様はもう、そうとしかそのお相手のことを見られませんもの」

　にこにこと鬼畜なことを告げる妹に、アレーナは「そういうところは、お母様に似てしまったんだな」と大きなため息とともに告げた。
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（あぁ、もう！　ヴェラが変なことを言うから、妙に意識してしまうじゃないか）

　今日の待ち合わせ場所は、最初に鉢合わせたアレーナ行きつけの商店だ。あのときオススメした獣の足跡のチャームはいくつか売り切れているようで、良い品を薦めたという満足感がある一方、それをナージャお嬢様が持っているという事実に、なんだかモヤモヤする。

（ヴェラの言うことを前提に考えれば、モヤモヤの原因もおのずと導き出せるが……うん、認めたくはないなぁ）

　嫉妬という解答は、アレーナにとっては飲み込みたくないものだ。けれど、家を出る前にいつも以上に鏡を気にしてしまったり、今日は何を話そうかと考えながらここまで来たことを思えば、認めざるを得ない。自分には一生縁がないと思い込んでいた恋心に。

「すみません、お待たせしてしまいましたか？」

「っ！」

　すっかり聞き慣れた声に、アレーナの肩が大きく揺れた。振り返れば、いつものように穏やかな笑みを浮かべたアースランが立っている。もはや変装を見破られることが当然となってしまっている事実に、自信を喪失するところだが、今のアレーナはそれどころではない。

「あ、あぁ、特に問題はない」

　動揺を覆い隠し、アレーナは意識して笑みを浮かべる。

（今日のコンセプトは派手目の黒髪美人だから、笑みも自信たっぷりのもの……にできているだろうか）

　そんなことを考えてアースランを見ていると、何やら息を切らせているし、額に汗も滲んでいる。カバンからハンカチを取り出して、そっと顔に当てると、アースランは慌てて顔を赤面させた。

「すっ、すみません。あ、ハンカチは大丈夫です。汚れてしまいますから」

「ハンカチは汚すものだよ。それに、急いで来てくれたのだろう？　それが分かるから謝ることはない」

「出掛けに一つ仮説を思いついてしまって、玄関口で書き留めてから来たので、遅れてしまったかと……」

「本当かい？　よければ、その仮説を聞かせてもらえないか？　少しぐらいなら仮説の検証に役立てるかもしれない」

　アレーナの内心は、丁度良い話題ができた、という不純なものだったが、アースランは両手でぎゅっとアレーナの手を握ってきた。

「本当ですか！　よろしくお願いします！」

「……っ、あぁ」

　アースランに応じながら、アレーナは彼の手から伝わる熱に胸をざわつかせていた。

────そして、そのままいつものカフェに向かった二人だったが、今日はいつになくアースランがしゃべり通していた。培養肢に対する拒絶反応のメカニズムについて、新たな仮説が思いついたことが嬉しかったのだろう。今後、とるべき裏付けについて、二人でああでもないこうでもないと意見を交わし合った。アレーナも研究のアプローチに関われることが新鮮で、軍部には培養肢の移植経験者も多くいることから、その人達との体験談をふまえながら、意見を出す。培養肢とひとくくりに言っても、腕であったり足であったり、指であったりと大きさも場所も様々なので、アースランは彼女の周囲の人々の話を興味深く聞いていた。

　二人は、それこそ時間を忘れるほど意見を交わし合い、充実した時間を過ごした。

　その結果として────

「まさか、追い出されるとは思いませんでした……」

「まぁ、仕方ないだろう。さすがにあれだけ長話をしてしまえば。それに……」

　アレーナはしみじみと自分の格好を見下ろす。

「毎回異なる女性を連れてる色男って認識されているようだからな」

　そう指摘されて、改めてアースランはアレーナの頭の天辺からつま先までゆっくり時間をかけて眺めた。

「その発想はありませんでした。僕からしてみれば、どれも貴女でしたので」

「君が見たいというから私もついつい装ってしまったが、逆効果だったな」

　二人の言う通り、初回は素のままの中性的な金髪美人、二度目は内気そうな茶髪の地味女性、そして今回は派手目の黒髪美女だ。たとえ常連であっても、カフェのマスターの反感を買うには十分だったのだろう。

「そういえば、どうしてそんなにいくつも鬘を持っているんですか？」

「今更な質問だな。……私の上司が少し困った人でね。たまに仕事なのに変装を余儀なくされるから、自然と揃ってしまったんだ」

　フリル多めの人目を引くドレスを身につけ、黒髪の鬘はくるりと巻いてある上に、ばっちりと施された化粧によって、少し気の強そうなお嬢様風になっているアレーナは、くるりと回って見せる。

「さて、どうする？　今日はもうお開きにするかい？」

「そうですね……でも、もしまだ時間に余裕があるのでしたら、先程伺った隣国の義肢の話の続きを聞かせてもらいたいところなのですが」

　場所をどうするか、と悩むアースランに、アレーナは思わず笑った。仕事上付き合いのある男性の多くは、アレーナにそんな気遣いはしない。同僚ゆえか、それともアレーナの中性的な容姿によるものかは分からない。もし、似たような状況に陥ったとしても、同僚たちなら適当にそこいらの店で飲み物とつまみを買い、地面に座ってだべろうか、と言ってくるに違いない。それもそれで仲間意識のなせるわざなので悪くはないのだが、女性扱いされるというのもなんだかこそばゆい反面うれしくもあった。

「この先に大きな公園があったと思います。そこのベンチが空いていれば、そこで続きをいいですか？」

「そうだね。それで構わないよ」

────結論から言えば、この二人の選択は間違っていた。もしこれが仕事であれば、もっとアレーナは冷静に判断してこの日は一旦お開きにしただろう。アースランも、自分が婚約者を持つ身であることを自覚すべきだった。

　ただ、人目を気にしなければいけない。それだけのことを忘れる程、お互いの会話が楽しく離れがたかったのだと、のちのち自覚させられる材料となったことだけは間違いなかった。

　公園へ移動した二人の願い通り、ベンチは運良く空いていた。そこは散歩する人の休憩の場所であったり、仲の良い者たちの語らいの場となっているので、空いていないことの方が多いというのに。灰色の雲が西の空に湧き上がってきたことと無関係ではないだろう。

「────というわけで、培養肢を使わず、木や金属で作られた義肢を用いることがあるそうなんだ」

「ですが、それでは自分の手足のように自由に動かせないのでは？」

「それがね、訓練は必要だが、可能らしいんだ。さすがに詳しい仕組みまでは知らないけれど、脳が出す指令を増幅させて電気信号に変換して義肢を動かすという話だったと記憶しているよ」

「なるほど……。ですが、疑問が残りますね。培養肢の技術は隣国にも存在しているはずです。わざわざ患者の訓練が必要な義肢を使う理由がありません」

　ベンチに並んで腰掛け語り合う二人は、周囲からは恋人同士にしか見えないだろう。だれもこんな学術的な話を真剣にしているなんて考えつかないに違いない。

「確か、宗教上の理由があったんじゃないかな。一部……確か山岳部に独特の信仰があったはずだよ。錬金術そのものを禁じているわけではないが、人体に関わる錬金術を禁じていたはずだ」

「なるほど、そういう人たちのための技術ですか……」

　アースランは口元に拳を当て、深く思索に入った。隣国の義肢の技術、それを知ることで自らの研究の進展が得られるか、と。人工物を患部に接触させ続けることによるデメリット、起こりうる弊害を頭の中にいくつも上げていく。そんな彼を見て、満足そうに微笑んだアレーナは空を仰いだ。いつの間にか広がってきた灰色の雲が、徐々に青空を浸食していく。これは一雨来るかもしれない。バッグの中に雨を防げるものはあっただろうか、と考える。

「……義肢も複数部位を同時に装着し始めた場合、拒絶反応が出るのだろうか。もしそうなら、共通するのは…………」

　とうとう考えを声に出し始めてしまったアースランを、アレーナは微笑ましく見守る。

（あぁ、なんだか、こういうのって……いいな）

　会話がなくても、隣に座っているだけでアレーナはなんだか癒される心地になる。今までこうして異性と並んで座るときは仕事のときばかりだった。情報交換をしたり、自分が一方的に情報を抜いたりと気が抜けないことばかりだった。だからなのか、こうしてゆったりできているのがとても新鮮に感じる。

「あ！　すみません！　つい考え事をしてしまって。女性を放っておくなんて失礼すぎますよね」

「構わないよ。元々、君の研究の進展のために、こうして会っているのだから」

「それでも……」

　アースランは探るようにアレーナを見る。アレーナはその視線を受け止め、にっこりと微笑んだ。

「大丈夫だよ。私は君の婚約者のようなタイプではないから」

「あー……そう、ですね。確かに、これが彼女であれば、とんでもなく説教されていたと思います」

　既に似たようなことをやってしまった後なのか、アースランは困ったような笑みを浮かべた。

　婚約者の話題を自分から振ったのに、アースランの口から『彼女』と称されると、アレーナの胸がつきりと痛む。痛みの原因を追究しないようにと考えていたら、アレーナの脳裏に上司との会話が思い起こされてしまった。

「不躾かもしれないが」

　理性が「その話はするな」と止めるのに、アレーナの口は勝手に開いて先を続ける。

「今回の婚約はパトロンとの関係強化の意味合いが強いのだろう？　そもそもパトロンを変える気はないのかな」

「そう、ですね。確かに彼女は正直なところ僕の研究の邪魔になることが多々ありますから、パトロンを変えることができたら……と考えたことはあります」

　アースランは空を見上げる。灰色の雲はどんどん重たくなり、いつ降り出してもおかしくない色をしていた。

「けれど、既に婚約を結んでいる以上、いまさら……難しいでしょうね。爵位も、平民との結婚を嫌がる彼女を宥めるために、メルクロワ卿が用意されたものを頂いてしまいましたし」

　その口調に滲み出るのは後悔だ。視線を動かし、隣に座るアレーナを見つめると、少しばかり寂しそうな笑みを浮かべる。

「もし、婚約前に貴女と会えていたなら、別のパトロンを探して貴女に求婚していたかもしれませんね。────なんて、貴女と会えたのも、婚約が整ったからなのに、女々しいですね」

「いや、女々しくなんてない。君の研究は後世に役立つものだろう？　それだけでも君のことは尊敬できるし、私の話で少しでも役に立てるのなら幸いだ。────求婚の件は、残念だけれどね。私も、その……君と過ごす時間は楽しいものだから」

　お互いに「たら」「れば」の話で好意を確認し合い、そしてどちらからともなく、その手を握り合った。社会を知らない子どもではないからこそ、それ以上を望まない。互いに伝わる体温を愛しく感じながらも、その先に向かわないだけの理性が二人に悲しみの棘をちくちくと刺していた。

「……そういえば、パトロンの話題でしたが、どなたかから遠回しに探るよう言われたのでしょうか」

「あぁ、君の研究内容であれば、軍の庇護下でもやっていけるという話があってな」

「？　そうなのですか？」

「そんなに不思議がることか？　最も培養肢の技術の恩恵に預かっているのは──身も蓋もない話だが、軍だろう？」

「いえ、僕は断られた身ですので」

「断られた？」

　アレーナは首を傾げた。それと同時になんだか嫌な予感が心の底からむくむくと湧き上がってくる。

「僕も一兵卒の身ではありましたが、軍籍に身を置いていました。だからこそ、この研究をしたいと思いましたし、何よりパトロンを探すツテもほぼない状態でしたので、最初は軍に持ちかけたんです。当時の上司に手紙を出して、何とか軍の下で研究をできないか、と」

「当時の、上司……」

　その言葉には嫌なものしか感じない。アレーナの中に膨らむ嫌な予感は、だんだんと一つの疑念として形を為してきた。

「残念ながら軍からは色よい返事を貰えず、その代わりに責任を感じた上司がパトロンになってくれると」

「あぁ……」

　思わずアレーナの口から漏れてしまった嘆息は、確信を孕んだものだった。疑念に一つの線が繋がる。まだ情報不足で核心となるものは分からないが、この線を辿ればきっと繋がるはずだ。長官から見せられた資料も、きっと同じ木の枝葉だろう。

「……なぁ、これは提案なのだが────」

「浮気ですわっっ！」

　意を決したアレーナが呼び掛けようとしたところに、甲高い女性の声がかぶせられた。何事かと声の元を辿れば、黒地にピンクのリボンとフリルをふんだんに使ったドレスの女性が、日傘を持つ手を震わせていた。

（あぁ、さすがにこれはまずい……か？）

　声の主がアースランの婚約者──ナージャ・メルクロワとなれば、確かに自分の婚約者が自分に隠れて他の女性と会っている場面に他ならず、公園のベンチなどというオープンな場所を選んでしまったことに後悔を覚える……のだが。

（お付きの侍女がいるのは分かるんだが、隣に明らかに貴族の青年を従えて、というのも問題じゃないのか……？）

　ナージャの隣に立つ若い男性は、顔立ちも整っていて、いかにも彼女が愛人候補として選びそうなタイプだった。しかも、アレーナの知り合いだ。余計に悪い。

「ナージャお嬢様、誤解です。こちらの方は僕の研究に協力してくださっている方です」

「そんなことを言って、こんな人目のある場所でベンチに隣り合って座るだなんて、はしたなくってよ！」

「むしろ、妙齢のご婦人を家に呼ぶ方が問題です。このような場所ではお嬢様の考えるような間違いなど起こりえません」

　やましいことなど全くないと弁明するアースランに、ナージャはますます興奮してがなり立てている。アースランの話など耳を貸す気はないようで、「すぐお父様に訴えてやるわ！」と喧しいことこの上ない。空模様が怪しいので人目は少ないが、こうして大声でがなりたてれば、どうしたって耳目を集めてしまう。自ら醜聞にしたいのか、とアレーナは呆れた眼差しでナージャを見た。

「────ところで、そちらの方はどなた？」

「はぁ？　あたしはその男の婚約者よ！」

「いいえ、そちらの男性はどなたなのかしらと思って」

　にっこりと淑女の微笑みを浮かべて尋ねると、ナージャの瞳が僅かに泳いだ。

「誰だっていいじゃない。問題はその男の────」

「えぇ、こちらで隣国の義肢についての話をさせていただいておりましたのよ？　この国は培養肢が主流で義肢のことを知っている方が少ないようでしたので」

　本当に研究についての話をしていただけなのだと、余裕たっぷりに語ったアレーナは、もう一度同じ問いを繰り返した。

「それで、そちらの男性は、どういった方なのかしら？」

「……う」

　ナージャの顔が真っ赤に染まる。

「それにこういった公共の場で、そんなにみっともなく大声を出されてしまって……、これでは貴女が不貞を言い触らしたいようにしか見えませんわ」

「う、るさいのよっ！　とにかく、アースラン！　お父様の前できっちり話を聞かせてもらうわよ！」

　ナージャはアースランの手首を掴むと、ぐいっと力任せに引っ張る。

「巻き込んでしまって申し訳ありません。また、折りをみて謝罪を────」

「いいから早くなさいっ！」

　ぐいぐいとナージャに引っ張られ、アースランは公園の外へと連れ出されて行ってしまった。侍女も慌てた様子で後を追いかけているが、連れの青年は困ったような表情でそれを見送る。

　ふぅ、と身体の力を抜くように息を吐いたアレーナは、淑女を装うのをやめて、いつも通りに声を掛けた。

「……エフゲニー殿、一応確認したいのだが、任務中か？」

「んー、任務半分、見物半分、かな」

　にんまりと笑うエフゲニーは、先程までアースランの座っていた場所に腰を下ろした。きっちりとまとめていた赤毛をくしゃりと乱し、隣に座るアレーナに流し目を送る。

「恋敵になるのかなー？　と思っているんだけど、キミはどうなの？」

　エフゲニーの問いかけに、アレーナは大きなため息をついた。

「結婚相手に、というのは本気だったのか」

「まぁね。仕事で女のめんどくさい面ばかり目にしてきたけど、キミなら気楽だし」

「次男坊の貴方には、願ってもない婿入り先か」

「それも否定しないよ」

　エフゲニーの気持ちはよく分かる。政略結婚をするなら、全く知らない相手より、ある程度は気心の知れた相手の方が気は楽だ。お互いに同じ長官の無茶振りの被害者でもあるし、上司の愚痴を肴さかなに飲み明かしたこともある。少し前のアレーナなら、悪くない相手だと受け入れていただろう。

「すまないが、私は貴方を選べない」

「あらら、フラレちゃった？」

　真剣に受け止めた様子はなく、おどけてみせるエフゲニーを、アレーナはむしろありがたいと思った。しんみりしたのは好きじゃないし、仕事上顔を合わせることも多いのでギスギスしたくもない。

　だから、軽口を叩いて、こちらもおどけてみせるのだ。

「第一、貴方と夫婦になってみろ。長官殿が喜々として仕事を振ってくる未来しか見えない」

「それは……うーん、否定できないね」

「だろう？」

　アレーナは立ち上がって空を仰いだ。今にも雨が降り出してしまいそうな灰色の雲が、重くのしかかってくるようだった。

「私は動くよ。欲しいものは自分で取りに行く主義なんだ」

「相変わらず勇ましいね。あまりに眩しくて、ついて行けそうにないよ」

「そんなことを言っていると、放蕩息子から脱却できないぞ。────それじゃ、お先に」

　いまだベンチに残るエフゲニーに背を向け、アレーナは歩き出した。

（あぁ、本当にイヤになるね）

　勇ましくなんてない。むしろ女々しいぐらいだった。

　そんなことを考えながら歩くアレーナの頬に、ぽつり、と小さな雨粒が落ちる。

　ナージャに浮気だと断言されたとき、ぎくりとしたのは確かだ。ナージャと婚約さえしていなければと思っていたのは、アースランだけではない。逢瀬を重ねるごとに、惹かれる自分を自覚していた。

　だが、誤解だと弁明するアースランの言葉に、感情をぐしゃぐしゃに乱された。そう弁解するしかないことはよく分かっている。けれど、心のどこかで、やましいことがあったのだと認めて欲しかったと思うあさましい自分がいるのを感じた。

（……結局、私も）

　ナージャお嬢様に強く物を言える立場ではないなぁ、とアレーナは降り出した空を仰いだ。
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「おはようございます、長官。相談があるのですが」

「朝からヒッデぇ顔だな。そんなに面白い厄介事でもあったか？」

　アレーナは長官に指摘されたとおり、酷い顔をしている自覚はあった。昨日のことがあってから、本当にこのやり方でいいのかと悩みに悩んで、ようやく寝ついたのは朝方だったのだ。

（食事中も意識を飛ばしていたから、ヴェラにも散々心配をかけてしまったな。後で謝らなければ）

　アレーナはずっと考えていた。最初は自分の恋心のあさましさについて。アースランも同じように思っているという考えは勘違いではないのかということについて。そして、最終的に自分が望むことは何か。その中でも最優先事項は何なのか。そのために、どうすることが最善なのか。

「アースラン・マルコフをメルクロワ家から切り離したいんです。その後でなら、先日の長官のお誘いに協力しましょう」

　その言葉に、長官の暗赤色の瞳が細められた。口の端が僅かに持ち上がる。

「へぇ？　哀れなイケニエ婚約者をねぇ」

　じろじろと彼はアレーナを観察する。柔和な顔つきは一気に猛禽類の様相を見せ、彼が紛れもなく軍に所属する文官のトップなのだと再認識させられる。

「昨日は非番だったな。何があった？」

「私的なことですので、報告する義務はありません」

「あれだけ尻込みしてたのが、急に方針を翻したんだ。そうさせる何かがあったんだろ？　とっとと話せ。でないとお前の決心を信用できねぇな」

　アレーナは「嘘つきめ」と心の中で毒づいた。なんだかんだ言っても、出歯亀をしたいだけなのだ。その証拠に、先程あれだけ剣呑な輝きを見せていた目は、今は好奇心でいっぱいだ。

「……長官、そんなに部下のプライベートを掘り返したいんですか」

「当たり前だろ。こちとら仕事に追われてプライベートなんざとっくの昔に投げ捨ててんだからよ」

　アレーナは大きくため息をついて、順を追って話した。非番の日にアースランと会っていたこと。昨日、ナージャに見つかり、浮気だと責め立てられたこと。

「なんでお前は俺の見てないところで、そんな面白いことしてんだよ」

「別に長官にお見せするために、私のプライベートがあるわけではありませんよね？」

　からかってくる長官にスッパリと言い返したアレーナだったが、ふいに真面目な顔をされて僅かに怯む。

「で？　婚約もパトロンもまっさらにして、お前は哀れなイケニエ婚約者をどうしたい？」

「真っ当なところで研究を続けてもらいたい、それだけですよ」

　そう、悩みに悩んで最終的に出た結論がそれだった。確かにアースランと会って話をするのは楽しいし、お互いに想い合っていることも勘違いではないと思う。だが、だからといって、彼の隣に立ちたいというのはさすがに一足飛びすぎる。そこに至るまでの問題は山積みで、まずは一つずつクリアしていくしかないのだから。

「アレがパトロンだと、真っ当に研究できないってか」

「えぇ。いくら支援を受けていても、婚約者があのお嬢様であれば、研究の邪魔にしかなりません。それに、長官がいつあの人を切り捨てるのかも分からない。何より、おそらくあのパトロンの元では、彼の研究は完成されませんから」

　最後の理由を聞いて、長官は「くっ」と喉の奥で笑った。

「一つめと二つめはまぁ分かる。三つ目は証拠があんのか？」

「いえ、状況証拠と推測を重ねた上に出た結論です。ですがそう的外れでもないかと」

　アレーナは、今日の朝一番に軍の研究機関に赴いて調べたのだ。公的な機関であるため、そこで研究職に就きたいと望む者は多い。自薦他薦問わず有用な者を受け入れており、その公平性を保つために研究機関への就職、または研究支援を願った者の氏名、研究概要、却下理由などはきちんとリスト化されて保管を義務付けられている。そこにアースラン・マルコフの名前はなかった。

「彼はかつての上司だったあの人を経由して、研究機関へ支援希望を出したそうです。ですが、その記録はありませんでした。最初から、彼を手元で監視するつもりだったのでしょう」

「その理由は？」

「彼はあの方の不正の生き証人ですから」

「なるほど。────いいだろう」

　長官は「固有名詞は最初しか言わなかったな、及第点だ」と付け加える。

「お前には文字通り、身体を張ってもらうぞ。あと、哀れなイケニエ婚約者には俺から伝えておく。お前は一切接触するな」

「ちょ、ちょっと待ってください。彼は関係ないでしょう！」

「阿呆。後腐れなく安全に切り離すんだったら、余計な行動しねぇように釘はぶっすり刺しておかねぇと、だろ？」

　あっちに下手に動かれたら、こっちの計算が狂う、と言われてしまえば、アレーナも渋々頷くしかない。本当は、何も知らないうちに縁を切れるように動きたかったが、そうもいかない相手なのだろう。と、そこで昨日、見た顔のことを思い出した。

「そういえば、長官。エフゲニー・モニア殿を私に結婚相手として紹介する予定だったんでしょうか」

「あぁ、互いに愚痴り合う飲み友なんだろ？」

「昨日、顔を合わせたときにお断りしておきましたので」

「……なるほど、哀れなイケニエ婚約者を選ぶって？」

「そう努力する予定です。──あ、でも、エフゲニー殿は放蕩息子を卒業するのでしょう？　それなら他に良縁も見つかりますよ」

　口元を歪めた長官は「あいつの髪がこれ以上薄くなる前に何とかしないとな……」と呟いた。アレーナは思わず長官の頭のてっぺんを見て、エフゲニーの父親であるモニア子爵の前髪前線の後退っぷりを思い出した。

（身内に問題児がいると、髪は薄くなるものなのか？）

　誰か因果関係について研究してたりはしないだろうか、と考えたところで、長官に睨まれる。

「お前、ろくでもないこと考えてんだろ」

「いえ、別に」

「顔に出てるぞ、阿呆」

　目の前の上司は心の中が読めるんだろうか、と思いながら、アレーナはあさっての方向を向いた。だが、共闘すると決めたからには、上司のその鋭さは心強い。

「覚悟しとけよ。お前をでっかい釣り針にしてやるからな」

　若干恨みの籠もった長官の言葉に、アレーナは「早まったか？」とじわじわ迫る悪寒に身体を震わせた。
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「……ということなんですの。まさか、茶会の席で褒めていただけるなんて思わなくってぇ」

「それは素晴らしいことですね。詩作の才もお持ちだとは。ぜひ今度、聞かせていただきたいものです」

　甘ったるい声に鳥肌を立てながら、アレーナは微笑みをキープしていた。彼女がアレンと名乗り、長官の私的なメッセンジャーとしてこのメルクロワ邸を訪れて随分と時間が経過している。とっくに手紙は渡したのだが、目敏くアレーナを見つけたこの女に引き留められ、こうしてお茶をいただきながら話をする羽目になったのだ。

「アレンさんが言うならぁ、今度頑張って作りますねぇ？」

　見目の良い男性に媚びる以外の使用目的がなさそうなしゃべり方は、はっきり言って不快感の塊だった。それでもアレーナは微笑みをキープしながら彼女──ナージャ・メルクロワとの会話を続けるのだ。

（よくもまぁ、これだけ態度を変えられるものだね。もはや別人レベルだ）

　アースランに詰め寄り叱責していたときの表情や声音を思い出し、心の中で苦笑する。

「アレンさぁん？」

「あぁ、すみません。私としたことが、貴女に見蕩れてしまったようです」

「やだぁ、もう、口がお上手なんですからぁ」

　こうしてアレーナが、ナージャの相手を──苦行をしているのにはもちろん理由がある。

『お前には釣り針になってもらう』

『釣り針、ですか』

『あぁ、増長しまくったバカ姪の悪事を釣り上げるためのな』

『悪事をそそのかせ、と？』

『いや、過去の悪事を本人の口から証言させるだけでいい。いくつかは把握してるが、しっかり謳わせろ』

『しかし、私相手に話すでしょうか。婚約者の浮気相手として認定されてるんですよ』

『阿呆。女装したお前じゃねぇよ。素のお前で落とせ』

『長官、お忘れかもしれませんが、私は元々女ですよ？』

『アレがここに来たときに、完全にロックオンされてたろうが。あの節穴は絶対別人だと思ってるぞ？　何なら一ヶ月の禁酒を賭けたっていい』

『……』

　こうしてアレーナはナージャの誘いに乗り、会うことになったのだ。ちなみに、アレーナは変装などしていない。強いて言えば、下着をより胸を押さえつけるものに変えたぐらいだろうか。もともと、勤務中は動きの妨げにならないよう胸を固定するようなバンドをつけているため、見た目はあまり変わらない。

「ねぇ、アレンさぁん。もしよろしければ、あたしの部屋にいらして？」

　ナージャの手がアレーナの手を自分の胸元に導き、あけすけなベッドへの誘いを口にする。室内には給仕をしてくれた侍女もいる。だというのに、一向に気にした様子がない。普通であれば、婚約者を持つお嬢様がそんなことをすれば止めるだろうに、そんな様子は一切見られない。余程言い含められているか、もしくは、これが日常茶飯事になってしまっているか。

「婚約者を持つお嬢様がそんなことを口にしてはいけませんよ」

　やんわりと断り文句を口にすると、ナージャは恥じるどころか口元に笑みを浮かべた。

「ふふ、心配しなくてもぉ、あんな研究のことしか知らない人が気付くなんてありえませんよぉ？」

（いや、さすがにそれはないだろう）

　さすがにどんな朴念仁ぼくねんじんでも、結婚相手が処女かどうか分からないなどということはないはずだ。もし、何も言わないとしたら、最初から白い結婚を貫く場合か、もしくは立場の低さなどの言い出せない理由があるか、どちらかだろう。

「それにぃ、みんなベッドでのあたしを素敵だって褒めてくれるんですよぉ？　アレンさんも知りたくないですか？　あたしの素敵なと・こ・ろ」

　ナージャのセリフが意味するところを悟り、アレーナの胸にムカムカと吐き気が起こる。つまり、こうした誘いをするのは初めてではないし、これまでも複数の男と身体の関係を持ったということだ。

「それは皆さん羨ましい思いをされたのですね。────あぁ、いけない。そろそろ戻らないと長官にどやされてしまいます」

「えぇ～？　もうですかぁ？　だったらぁ、こんどのお休みの日とか、どうですかぁ？」

「そうですね。ですが、申し訳ないことに、次の非番の日が随分先になってしまうのです。非番の日が近くなりましたら、今度は私から誘わせていただいてもよろしいでしょうか？」

「えぇ？　そうなのぉ？　伯父様ったら、アレンさんをこきつかっているんですね！　私が伯父様に言ってあげましょうか？　もっとお休みを取らせるべきですって」

　まるでシュービン長官すら自分の意のままになるのだと言わんばかりの内容に、アレーナは本気で反吐が出そうになった。いったいどうしたら、こんな思い込みをする人間に育つのかと思ったが、それが長官の言っていた「歪められた」ということなのだろう、と思い至る。亡き妹の忘れ形見をこんなふうに育てられたら、怒り心頭に発するのも当然だ。

「お気遣いいただきありがとうございます。ですが、これが私の職務ですし、それに、私もいつか誰かをお迎えするためにと人並みの野心があるものですから」

「まぁ、ふふふ……」

　遠回しに「いずれ貴女を迎え入れるため」だと匂わせてやれば、案の定、いい感じに誤解をしたナージャがご満悦の表情を浮かべる。

　相手が上機嫌になっている隙に、アレーナは辞去の挨拶を口にして、そそくさと邸を後にした。

（はぁ、アレの相手は、本当に忍耐が試されるな……）

　長官から渡されるどうでもいい手紙によって、何度かナージャとの会話の時間を持たされているが、その度、忍耐の限界値を更新している気がするのだから不思議なものだ。毎回、これ以上不快にさせられることはないだろうと思っているのに、その次に会ったときには、さらに不快にさせてくれるのだから、ある意味すごいと言える。

「おぉ、戻ったか」

　職場に戻れば、ニヤニヤと人を食った笑みのシュービン長官が待ち構えていた。アレーナは「ただいま戻りました」と口先だけの報告をして上着を脱いで袋に詰め込み、新しい上着を羽織る。ナージャから強制的に移された甘ったるい匂いを撒き散らしたまま業務に戻るつもりはない。

「それで、今日はどうだった？」

「まさかベッドに誘われるとは思いませんでした」

　隠すことなく顔に不快を露わにしたアレーナが、シャツのポケットから取り出した録音機を、長官の机に置いた。これも錬金術の進歩による最新の道具なのだという。仕組みについても軽く説明を受けたが、彼女にはさっぱり理解できなかった。

「へぇ？　そりゃすごい。さすが色男」

「長官？」

「へーへー、そんな顔で睨むなよ。せっかくの整った顔が台無しだ」

「別に長官に見てもらうためにこういう顔でいるわけではありませんので」

　アレーナは、じとっとした目で長官を見つめた。

「もう、十分に材料は揃ったのでは？」

「そうだなぁ……。まぁ、アレの分はもう十分か。────にしても、口が軽すぎるだろ」

「男に媚びるときに口が軽くなるから、って最初に言ったのは長官ですよ」

「自己顕示欲の塊だからな。それにバカだから。……いや、予想を上回るバカっぷりに、俺は血のつながりを否定してぇよ」

　確かにこの老獪ろうかいな上司と、自分の悪事を勲章のようにペラペラとひけらかすナージャに血のつながりがあると言われても、容易には信じられない。

　何しろ、ナージャが自白した悪事は今回のことだけではないのだ。気に食わない令嬢に対し、窃盗の罪をでっちあげて悪評を作ったり、別の令嬢には、根も葉もない噂を婚約相手に囁いて婚約破棄に追い込んだり、茶会の席で偶然を装って熱湯をぶっかけたことすら武勇伝のように語ってくれた。それだけではない。これは非番の日にショッピングへ行こうと強く誘われたときのことだ。

『申し訳ありませんが、将来お迎えする方のためにと、節制を心掛けておりまして……』

『あら、気にすることはありませんわ。だって、お買い物にお金なんて必要ありませんもの』

『それは、どういう……？』

『うふふ、お父様の名前を出せば、商品を献上してくれる商会がいくつかあるんですのよ』

　その発言に耳を疑ったアレーナは悪くない。いったいどれだけの弱みを握られていればそうせざるをえなくなるのかと、思わず演技を忘れて遠い目になってしまった。

「何というか……悪い意味で貴族らしいですね。長官と対極にいるような感じで」

「お前……俺のことどう見てるんだよ」

「有能な上官だと思っていますけど」

「……おぉ、そうか」

「あれ、もしかして、長官……照れてます？」

「……」

　珍しく返事にキレがなかったので、アレーナは冗談半分に言ってみただけなのだが、図星に近かったのか黙秘権を行使されてしまった。

（珍しいものを見たな）

　あとで誰か──エフゲニーあたりに教えてやろう、と思いながら、アレーナは自分の机に積まれた書類と格闘を始めた。
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「悪ぃな、こんな場所に呼び出して」

「……いえ」

　男性貴族の社交場、というものがある。葉巻をふかし、ビリヤードに興じたり、強めの酒を酌み交わしながら、密やかな情報交換をしたり、噂話に興じたり、悪妻の悪口を言い合うその場所は総じて「クラブ」と呼ばれている。

　王都にいくつかあるクラブのうちの一つ『アトカース』の個室には壮年の男性がどっかりと座り、その向かい側に縮こまるように黒髪の若い青年が腰を下ろしていた。

「何しろ、一気に畳みかけねぇと意味がない話だからよ。まぁ、縁のない世界を見学、ぐらいの気持ちでいてくれや」

「そうですね。僕のような身分の者では、こういう場所には一生縁がありませんので、見学……と言われれば、まぁ」

　慣れない場所に気圧された様子の青年が、落ち着きなく自らの黒いくせっ毛を撫でる。

「あぁ、ちなみに自己紹介は必要か？」

「いえ、仮にも一時は従軍していた身ですから、ご尊顔は記憶しております」

「ん？　そんだけか？」

「？　えぇ、それ以外は……」

　壮年の男は、顎を撫でながら相手を観察した。だが、嘘をついている様子もないと判断して、とりあえず別の角度で自己紹介をすることにする。それを知ってもらわなければ、話が進まない。

「成程な。じゃ、自己紹介の必要がありそうだ。俺はお前の婚約者の伯父にあたる」

「は……」

　青年は二の句が継げなかった。驚きに目を見開き、次に僅かながら焦りを見せ、最後には全ての感情をきれいに隠して見せる。それを見て、壮年の男はニンマリと人の悪い笑みを浮かべた。及第点だな、と心の中で呟きながら。

「つまり、彼女から何かご注進があったということでしょうか」

「違う。ぶっちゃけ俺はお前のことなんてどうでもいいんだよ。俺の可愛い部下の進言がなかったら、お前には『尊い犠牲』になってもらうつもりだったからな」

「……」

　犠牲という言葉を使ってもなお、青年の表情に動揺は見られなかった。自分の補佐官の人を見る目が色恋に曇っているわけではないようだと確信した壮年の男は、簡潔に事の次第を説明して、協力者になるよう告げた。

「────そういう話であれば、協力させていただきます。僕ならば、あの邸に入ることは容易いですから」

「随分と物わかりがいいじゃねぇか」

「そうでしょうか。あぁ、でも、見返りを要求してもいいですか？」

「……言ってみろ」

「機会を下さい。僕の研究が軍の支援を受けるに値するか、判断してもらえる機会を」

「そこは、軍の研究所に入れろって話じゃねぇのか」

「いいえ。必要とされる研究かどうかを判断していただきたいのです。確かに錬金術以外の研究に対しては狭き門だと聞いています。それでも、貴方様の力で入れていただくのは可能かもしれません。けれど、公正に判断されたのでなければ、意味がありません」

「青いな。だが、嫌いじゃねぇ。────いいだろう」

　壮年の男はジャケットの内ポケットから手帳を取り出すと、さらさらと淀みなく何かを書き付け、ページを破って青年に差し出した。

「その単語は今ここで覚えろ。────お前の婚約者の邸から、その単語の書かれた帳面を探せ」

　青年はメモを自身の記憶に焼き付けるように、何度か目を閉じたり開いたりしながら見つめた後、灰皿に置いた。すると、壮年の男が当然のように、そこに吸いかけのシガーを押しつける。薄い紙はあっという間に灰になり、さらに復元などできないようにシガーの先で粉々にされた。

「俺の可愛い部下は、いい女だろ」

「……どなたのことでしょうか」

「成程、本気で研究バカか、男として枯れてるか、────いや、余計な望みは全て心の内に飲み込むタイプか？」

「……」

　壮年の男が指折り数えながら挙げた中でも、最後に挙げたものに当てはまる自覚があったのか、青年は僅かに下唇を噛みしめただけで、無言を貫いた。

「求めよ、さらば与えられん。……身辺整理が終わったら、休日の度に会ってた女を口説いてみろ。落とせるもんならな」

　壮年の男の言葉に、ハッとした青年だったが、その口から個人の名前を出すこともなく、小さく首を横に振った。

「自己評価が低いのは俺に関係ねぇが、声に出して求めねぇと、すぐどっかに飛んで行かれっちまうぞ？」

　壮年の男は真面目な話は終わりとばかりに、人を食ったような笑みを浮かべた。そして、やおら立ち上がると扉を内側からノックする。すると、待ちくたびれた様子の赤毛の青年が顔を出した。

「こいつは連絡役だ。細かいことはこいつに任せてあるから、何かあれば相談しろ」

　壮年の男が個室を出て行くのと入れ替わりに、赤毛の青年が入ってくる。

「どーも、よろしく？」

「あ、はい」

　どこか軽い雰囲気の青年に握手を求められ、慌てて手を差し出した黒髪の青年はすぐに眉を顰めた。思い切り強く握られたのだ。

「っ」

「あぁ、ごめんね？　せっかく条件のいい婿入り先が見つかったのに、あっという間に目の前を通り過ぎちゃった八つ当たりで」

「八つ当たり、ですか」

　軽い雰囲気ながら、その手のひらにいくつもある硬いマメの感触に、黒髪の青年の脳内にいくつもの仮説が浮かぶ。二度目の逢瀬のときに、彼女は自分のことを話してくれた。彼の事情だけを知っているのはフェアではないと。彼女を取り巻く事情を知れば、おのずと目の前の赤毛の青年が言及していることも想像がつく。

「……八つ当たりではなく、逆恨み、では？」

　自惚れかもしれない。それでも、最後に会ったあの日、繋いだ手から伝わったのは、ぬくもりだけではないはずだ。そう信じながら、黒髪の青年はまっすぐに相手を見つめ返す。

「へぇ？」

「そもそもあの人のことを、そういう評価しかしていない時点で、負ける気がしません」

「なんだ。なよっちぃヤツかと思ってたけど、意外と侠気おとこぎあるんじゃん？」

　好奇心に満ちた猫のように瞳を輝かせた赤毛の青年は、ようやく強く握手したままの手を離した。

「さて、細かい打ち合わせといこうか」

「……そうですね」

　黒髪の青年は、口の中で祈るように彼女の名前を呟いた。それだけで、この慣れない仕事も頑張れる気がするから不思議だ。

（これが無事に終わったら、貴女に伝えたいことがあります。今度こそ、誰かの目を気にすることなく────）

　目の前の男の話に集中した。
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「アレーナ」

　夕食の席で、父オレグに唐突に名前を呼ばれ、アレーナは顔を上げた。

「ここしばらく、随分と疲れが残っているようだが？」

　何やら難しい顔で言われてしまったため、心配されていると理解するのに時間がかかる。これまで、母マリヤや妹ヴェラから似たようなことを言われたことはあるが、父に言われたのは初めてだったこともあり、アレーナは戸惑いながら返事をした。

「そ……うですね、ちょっとした巨悪のウラ取り中ですので、仕事は確かに立て込んでいます」

　口に出してから「ちょっとした巨悪ってなんだ」と自分でツッコミを入れる。

「ふふ、旦那様は心配しているのよ。アレーナは頑張りすぎちゃうところがあるから」

　母のフォローに、父はぎろりと母を睨みつける。それを照れ隠しと知っているマリヤは、ころころと笑った。二児の母とは思えない若々しい外見ながら、醸し出す包容力は確かな年齢の重なりを感じる。

（私が年齢を重ねても、こうはならないだろうな）

　母によく似た妹なら別だろうが、アレーナは厳格な父似だ。

「大丈夫ですよ、母上。今回の指揮を執っているのは、長官ですから」

「あら、旦那様の話だと、アレーナの上官であるシュービン長官は、とても厳しい方なのでしょう？　無理をさせられていないか心配だわ」

　頬に手を当て、小首を傾げるマリヤの発言に、余計な情報を与えたのかと父をちらりと見れば、オレグは意図的に視線を逸らしていた。

「確かに厳しい方ですが、疲労によって仕事の効率が著しく下がることを知っている方でもあります。余程のことがない限り、無理を強いることはありませんよ」

「そうなの？　でも、忙しくて貴女のお相手を探すことが後回しになっているのではないかしら？」

　母の言葉に、丁度、口に入れたばかりのグラッセを吹き出しそうになったアレーナは、何とか口の中のそれを飲み下した。

「は、母上、それは──」

「だって、旦那様が紹介しようというのを断って、長官に頼んでいるのでしょう？」

　アレーナは一瞬、固まった。確かに長官に頼んだ。けれど、その相手がエフゲニーと聞いて本人に直接断ったのはアレーナ自身だ。だが、ここでアースランのことを話すのも得策ではない気がする。彼の出自が平民ということで難色を示されるかもしれないし、何よりまだ本人の了承を得ていないどころか、婚約者を持つ身だ。

（まずい……！）

　アレーナは必死で言い訳を考える。

　だが、そんなアレーナの動揺を悟ったのか、マリヤは容赦のない言葉を続ける。

「もちろん、アレーナが信頼して隣に居られる方がいれば、それに越したことはないのよ？」

　暗に自分で見つけるのが最良だと言われ、アレーナの背筋に悪寒が走る。軍人の道を選び、社交から離れている長女をこの機に引き戻そうという本音が見えた。

（いや、このまま相手を紹介することができなければ、確実にどこぞの茶会や夜会に引っ張り出される……！）

　アレーナが茶会や夜会にきちんとドレスを纏って出席したところで、彼女の近くに寄ってくるのは同性ばかりなのだ。それなのに、そこで異性を見つけろというのもかなりの高難易度ミッションだろう。

　どう回避するかと考えている横で、助け船を出したのは妹だった。

「そういえば、お姉様が非番の日にお会いしている方とは、どうなりましたの？」

　助け船ではなく、とどめの一撃だったかもしれない。ヴェラの発言を聞いたマリヤの目が光った。

「まぁ、アレーナが非番の日に？」

「そうなんですの！　以前にも話したことがありましたでしょう？　お姉様が素のままでも、鬘まで被って変装しても見抜いてしまう方のことを」

「あらあら、その方なの。観察眼に優れた方、だったわよね？」

　聞いていないぞとばかりに母から厳しい目で見られ、アレーナの口元が引きつりそうになった。

「そうですね。彼は研究職であるためか、観察や考察に優れていると思いますよ」

　何とか当たり障りのないコメントを口にできたと思ったアレーナだったが、母の追及は留まることを知らなかった。

「でも、確か婚約者がいらっしゃるという話だったわよね。────あらあら、うふふ。略奪愛なのね。アレーナは障害が多いと燃えるタイプだったのかしら。その方はどんな方なの？　年齢は？　婚約者と折り合いが悪いの？　完全に政略的な婚約なの？」

　矢継ぎ早に投げられる質問に、逃げ道を失ったアレーナは、当たり障りのないことだけ答えることにした。

「あー……、年齢は私よりいくつか年上ですね。婚約者とは確かに上手くいっていないようですが」

「そうなの？　それで、なんていう方？　貴族籍にある方？　それとも軍部の？」

　アレーナは、まずい、と思ったが、ヴェラは母と同じように目を輝かせているし、父も無関心を装いながら耳がこちらに向けられている気がする。要は、孤立無援の状況だった。

「申し訳ありません、母上。手がけている仕事にも触れかねませんので、これ以上は────」

「あら！　もしかしてその『ちょっとした巨悪』の被害者の方なの？　いやだわ、そんな気になる男性を助けるために仕事を頑張っているのね」

「いえ、そういうわけで……は」

「まぁ、お姉様！　ヴェラはお姉様を応援いたしますわ！　好きな方の窮地を救うお姉様……なんて素敵なの！」

「だから、ヴェラ、私は────」

　アレーナの反論に耳も貸さず、母と妹は「まるで歌劇のようね」とばかりに勝手に作り上げた妄想にはしゃいでいる。しかも、当たらずとも遠からずなのが、何とも言えない。

「アレーナ、諦めろ」

「父上……」

「ああなったら、しばらくは何も聞こえない」

　何やら実感の籠もった声に、アレーナはがっくりと肩を落とした。そして、やはり自分は父親似で、妹は母親似なのだと再認識するのだった。

「アレーナ、その、なんだ」

「父上？」

　母と妹を横目に見ながら、アレーナはオレグに向き直る。いつも口数少なく端的に話す父にしては珍しく歯切れが悪いな、と思いながら。

「その男をもし本当に、……お前が大事にしている相手なら、反対はしない」

「父上まで！」

「まぁ、聞け。お前は次期当主だ。幸い我が家は伝統より実利を重んじる軍閥貴族だから、お前の隣に立ち、お前を支えられる者ならば他人がつけるケチなんぞ気にする必要はない」

「ですが、当主が女であると侮られてしまうから、父上はあの方々を推薦されたのでは？」

　最初に父から婚約者候補だと見せられた釣書を思い出す。いずれも軍部の有望株だった。

「いいや。お前はあの軍務長官の隣に立てる人間だと、他ならぬお前自身が力量を証明した。少なくとも軍部関係者でお前を女だからと侮る者はいないだろう」

　アレーナはポカンと口を開けて、父親の顔をまじまじと見た。

「……それほど、長官付き補佐官の職務が重いと、そういうことですか？」

「いや、違う。あの長官だからだ。現にお前より前に補佐官になった者たちは、長官から追い出されるように異動してからもその有能さは変わることがない。そんな彼らが長続きしなかった場所に、お前はもうどれだけいる？」

　アレーナは、自らの上司の顔を思い浮かべた。口を開かなければどこにでもいそうなオッサンなのに、口が悪い上に人使いは荒いわでロクなもんじゃないと思ったこともあった。いや、実際、今の忙しさだって半分くらいは上司の私的な命令だ。

　それでも、アレーナが音を上げなかったのは、純粋に負けず嫌いだったことと、上司の有能さを知っていたからだ。

（どうやら私は思い違いをしていたらしいな）

　アレーナはかつての自分を笑う。父の跡継ぎとして認められるためには、武人としての功が必須だと思っていた。だからこそ、軍務長官付き補佐官に任命されたときに、もはや周囲を認めさせる手立てはなくなったのだと、すこしばかり自棄になっていた。まぁ、そんな自棄も長官の無茶振りに次ぐ無茶振りにどこぞの山の果てにすっ飛んで行ってしまったが。

「お前がその男をどう思っているかは知らん。知らん、が、気に掛かることがあるなら、とことん突き詰めて考えてみろ。長い人生のうち、そういう大きな分岐点は日々の忙しさに紛れるようにやってくる。後悔せんよう、しっかり考えろ」

「……はい」

　父なりの励ましの言葉なのだろう。厳格な父が、こういう方面にとんと不器用な父がくれた言葉なだけに、アレーナは真摯に受け止めることができた。

（父上の言う通りだ。私は、ちゃんと考えるべきなんだろう。アースランとのことを）

　そっと胸に灯る温かい火を感じ、アレーナは小さく頷く。

「……そういえば、そうおっしゃる父上は、母上とのことをしっかり考えた上で夫婦になったんですよね？　決め手はどういうものだったんでしょうか？」

「……」

　父オレグはそっぽを向いた。いつの間にか、アレーナのことをきゃいきゃい話のネタにしていた母と妹も、父を見ていた。

「父上？」

「……もったいなくて、娘のお前にも教えられん！」

　珍しく耳を赤くした父は、吐き捨てるようにそう告げた。母マリヤは「あらあら」といつもと変わらぬ笑みを浮かべて、夫を眺めていた。
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「すみません、わざわざご足労いただいてしまって」

「まったくですわ！　正直に言って、この家は狭い上にインク臭くてとても長い時間はいられませんのに！」

　アースランは、言われて初めて自分からこの家に彼女──ナージャを呼び出したのは初めてだったことに気がついた。先触れもなくやってくることは多かったが、呼びつける理由なんて、今まで何もなかったのだ。

（まぁ、これで最後になるのでしょうが）

　アースランは、向かいに座る婚約者を改めてまじまじと観察した。栗色の髪を貴石のついた重そうな髪飾りで留め、指も首も手首も耳も、まるでいざというときの資金にするためなのだと言わんばかりに装飾品でじゃらじゃらとしている。着ているドレスも、この一着で彼の一月分の食費を軽く超えるのではないかと思う程に贅を凝らしている。この家をインク臭いと言ったが、彼女自身、常に香水を多く振りまいているので、何度新鮮な空気を求めて窓際に駆け込むのを堪えたか。アースランは、研究を続けるためとはいえ、我ながらよく耐えたものだと自賛する。

「後日、メルクロワ卿にも話をさせていただく予定ですが、先にナージャお嬢様に伝えておきたいことがありまして」

「あら、何ですの？　今更改心してあたしの崇拝者になろうとしても遅すぎますわよ？」

　まるっきり見当違いのことを言うナージャに、アースランは苦笑いを浮かべた。まったく、本当にあの人の姪なのだろうか、と。

「申し訳ありませんが、そういった内容ではありません。むしろ逆のことです。────貴女との婚約を白紙に戻したいと思っています。つまり、婚約解消ですね」

「なぁんですってぇぇぇぇっっ!?」

　ナージャの顔が真っ赤に染まる。その手は怒りにわなわなと震えていた。

「平民生まれの！　研究者風情が！　いったい何を世迷い言を！」

　格下だと見下していたアースランからの申し出に、それこそ額の血管が切れそうなほどに頭に血を上らせたナージャは、両手で強くテーブルを叩いた。

「確かに僕は平民の研究者です。けれど、道徳観念の欠片もない貴女に罵られる覚えはありません」

「はぁ？　あんたなんて、お父様の支援がなければ野垂れ死ぬくせに、生意気言ってるんじゃないわよ！」

　キーキーと発情期の猿のように喚き立てる婚約者に、アースランは冷ややかな眼差しで応えた。

「そうですね。もしメルクロワ卿がこれまで支援して下さった資金を全て返せとおっしゃるなら、話し合いに応じましょう。けれど、貴女との婚約の継続は絶対に御免被ごめんこうむります」

「このあたしの魅力も分からないバカには、お仕置きが必要みたいね！」

　ナージャが悪魔のような形相で、いつも付き従っている侍女に向き直ると、どういう以心伝心なのか知らないが、侍女は鞭を手に前に出てきた。

「思い通りに行かなければ、暴力に訴えますか。本当に品性を疑いますね。──どうぞお好きに」

　アースランが両手を広げると、その思惑を測りかねたのか、侍女が怯んだ。

「ただし、どうして貴女をわざわざこの場に呼んで、この話をしたのか。それを考えてみるといいと思いますよ。貴女に考える頭があるのなら」

「──っ！　この、どこまでも忌々しいっ！　エリザ、いいからとっとと痛い目を見せてあげなさいっ！」

「で、ですが、お嬢様……」

　エリザと呼ばれた侍女の方は、アースランが何かを企んでいることを確信したらしく、さすがに躊躇した。けれど、ナージャは「いいから早くなさい！」と気にする素振りすらない。

「本当に醜悪ですね。────一応、教えておきます。この部屋にはとある方からお借りしたあるものが配置してあります。軍の抱える錬金術師が開発した、音と風景を同時に記録できるものなのだそうですよ」

　つまり、暴行の証拠はきっちり残ります。そう伝えるアースランの言葉を、ナージャは鼻で笑った。

「そんなの、お父様に頼めば、いくらでも握りつぶせるわ」

「そうですか？　それなら私は公おおやけの場に証拠を持ち込むだけですよ。裁判に持ち込めばどうなるでしょうね。あぁ、ついでに貴女がとっくに処女ではない証拠や、罪のない令嬢をいじめ抜いた証拠、いくつかの商会に圧力をかけて商品を強奪した証拠も添えましょうか」

　まっすぐにナージャを睨み付けて、アースランは宣言した。侍女の方が察しはよく、それがいかにマズいことなのかすぐに気付いた。

「お嬢様、すぐに邸に戻り、旦那様に相談しなくては──」

「はぁ？　何言ってるのよ。そんなのお父様に言えば簡単に……」

「ですが────」

　聞く耳を持たないナージャと何とか事態のマズさを伝えようとする侍女を眺めていると、アースランは侍女が哀れに思えてきた。

「裁判を起こせば、提出した証拠は記録として残ります。裁判の申請が受理された時点で、貴女に求婚するような輩はいなくなるでしょうね」

　いくらナージャの頭が残念でもよく分かるように告げてやると、表情を強ばらせたナージャが、侍女を見た。侍女は必死にその通りだと頷いて見せた。

「そ、それなら、今ここであんたを────」

「あぁ、もちろん証拠の数々は既に信頼できる場所に預けてありますので、ここで僕をどうにかしても、状況は変わりませんよ」

　既にあらゆる対策はしてあるのだと教えてやれば、ナージャは顔を歪ませて地団駄を踏んだ。

　アースランの言う証拠が公になってしまえば、たとえ外面を取り繕っても、親の権力や金があっても、ふしだらな上に、気に入らない相手を徹底的にいじめ抜く女性を妻に迎える奇特な男は少ないだろう。いたとしても金や地位目当てか、もしくは年寄りの後妻か。そのぐらいは、ナージャの残念な頭でも理解できるようだった。

「……っ！　覚えていらっしゃい！」

　見事な捨て台詞を吐いて、ナージャは慌てて部屋を飛び出した。侍女もその後に続く。急いで家に戻り、あの父親に泣きついて対策を願うつもりなのだろう。メルクロワ卿の判断によっては、アースランの命を消しにかかるかもしれない。だが、アースランの心は穏やかに凪いでいた。命を狙われる恐怖よりも、あれと縁が切れる安堵の方が上回っている、ということも理由の一つだ。それに────

「────相変わらず強烈だな、あのお嬢様は」

　訪問者の死角から出てきたのは、軍服姿のアレーナだった。

「そうですね。いったいどのような教育を施せば、あそこまで自己中心的な考えなしに育つのか、興味はあります」

　アースランの命の危険があれば飛び出す心積もりだったアレーナは、あらためて彼の頭の天辺からつま先まで確認をした。

「あの侍女が鞭を取り出したときにはヒヤリとしたが、何事もなくて何よりだ」

「そうですね。二、三回ぐらいは打たれるのを覚悟していたんですが、杞憂に終わりましたね」

　アースランが、緊張しました、とずっと強く握りしめていた拳を開くと、手のひらには爪の痕がついていた。その手を、アレーナが包み込むように握る。

「なかなかいい啖呵だったな。驚いたよ」

「僕も、長年の鬱憤が溜まっていましたから」

　違いない、と笑ったアレーナは、すぐに顔を引き締めた。

「ここから先は私の番だな。行ってくる。君がこれだけ頑張ったんだ。私が無様な姿を晒すわけにはいかない」

　そう宣言するアレーナは、とても男前だった。

「万が一に備えて、この家の周辺にも何人か残しておく。安心して吉報を待っていてくれ」

「はい、貴女も気をつけて」

「ありがとう。それじゃ、行ってくる」

　口角を持ち上げて笑みを浮かべたアレーナは、颯爽と部屋を出て行った。

「……ねぇ、言いたかないけどさ、男女の立ち位置逆じゃない？」

「分かってるなら、言わないでください」

　アレーナと同じように、万が一に備えて物陰に控えていたエフゲニーの言葉に、アースランはがっくりと同意の言葉を告げた。
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「お父様！　お父様はいらっしゃいますの!?」

　甲高い声が豪奢な装飾をあちこちに施してあるメルクロワ邸に響く。普通なら、何事かと使用人たちの注目を集める事態だが、誰もが「またいつものことか」と気にも留めない。この家のお嬢様は何か気に入らないことがあるたびに、こうして父親におねだりをしているのだ。

　慣れっこになっているのは、そうして頼られる父親──イゴール・メルクロワも同様だった。執務室で家令とともに領地の運営に関わる書類を処理していた彼は、手を小さく振って家令に仕事の中断を合図する。もちろん、家令も理由を聞くことなく書類を片付け始めた。

（まったく、いつまで経っても落ち着かない娘だ。だが、軍務長官との繋がりになる大事な娘だ。また適当に処理してやらねばな）

　彼には娘に対する愛情など、これっぽっちもない。あるのは利用できるかできないか、だ。あれこれ策を弄して射止めた妻は口うるさかったが、ちゃんと子を産んでくれた。後継となる男児を産んでくれればなお良かったが、早死にしてくれたのは、正直助かったと思っている。

「お父様っ！」

　淑女の礼儀も慎ましさもかなぐり捨て──そもそも備わっているかどうかもあやしいが──入ってきたナージャは、よほど腹に据えかねたことがあったのだろう。顔を真っ赤にして、今にも噴火しそうな表情を浮かべていた。

（またいつものか。……おや？）

　メルクロワ卿は、ナージャに付けている侍女の顔色が悪いことに気がついた。腕も立つし考える頭も持っているからと、ナージャに付けていたが、冴えない顔をしているのが妙に気に掛かる。

「あたしが！　このあたしが、あの冴えない研究者にコケにされましたのよ！　もうあんな人に嫁ぐのなんて無理ですわ！　とっとと婚約を解消して、今までの支援金も全部むしり取ってくださいな！」

「ん？　いや、待て、今日はマルコフくんのところに行っていたのか？」

「えぇ、そうですの！　あの男が珍しく呼びつけたと思ったら、婚約解消だなんて、不敬にも程があるのではなくって？」

　いつになく興奮状態にあるナージャのキンキン声が耳に響いて、メルクロワ卿の頭には内容がよく入ってこなかった。いや、ちゃんと聞こえてはいるのだ。ただそれが信じがたい内容なだけで。

（あのアースラン・マルコフが婚約解消を申し出てくる、だと？　あんなに大人しく従順な男がありえないだろう。何かの間違いではないのか？）

　とりあえず、このまま娘の声を聞くのも苦痛だから、と、彼は「分かった分かった」と手を振った。

「ナージャ、お前の言う通りだ。きっちり躾けし直す必要がありそうだ。任せておきなさい」

「本当ですの？　ありがとうございます、お父様！」

「あぁ、だから先に部屋へ戻っていなさい。あぁ、料理長に言って、何か甘いものでももらうといい。疲れただろう」

　お菓子に目がないナージャの機嫌を取るためにそう言うと、「それもそうですわね、こういうときは甘いものですわ。さすがお父様！」とくるりと踵を返して出て行った。

（我が娘ながら、扱いやす過ぎるな……）

　女は小賢しくなく、多少愚かな方がいい。そう考えるメルクロワ卿でも、すこしばかり心配になる程、ナージャは単純だった。

　そんなナージャの足音が遠ざかったのを確認すると、メルクロワ卿は残った侍女に向き直った。

「──それで？　詳細な報告を」

「は、はい……っ」

　青ざめた様子の侍女が順を追って話すのを聞いていたメルクロワ卿の表情が、徐々に険しいものになっていく。それを傍で見ていた家令の胃もキリキリと痛みを訴えた。

「不貞にいじめに商品強奪……？　しかも、裁判、だと？」

　確かに男遊びをしているという報告は聞いていたが、どうせあの男に下げ渡すのだからと放置していた。ナージャが気に食わない令嬢がいるというので、それを駆逐するやり方は教えてやった。商品強奪に関して言えば、父であるメルクロワ卿自身が目の前で実演したので、それを真似したのだろう。

「それで、その証拠とやらを預けた先の目星はついているのであろうな？」

「い、いいえっ、元々研究一筋で他人との交流もなかったため、ほとんど注意を払っておりませんでしたので……。申し訳ございません！」

　頭を下げるのではなく、膝をついて額を床に擦りつけんばかりに謝罪する侍女を、メルクロワ卿は冷たい目で睥睨する。

「ほぅ、それで？」

　続きを促すメルクロワ卿に、侍女の身体が大きく震える。これ以上、報告できる情報がないのにどうすればよいのか。だが、これ以上、この家の主の機嫌を損ねれば、待っているのは暗い未来、いや、未来そのものもなくなるかもしれない。

「で、ですがっ」

　何とか挽回できるものはないかと考えを絞り出した侍女の声が、恐怖と緊張で裏返る。

「アースラン・マルコフが二人きりで会っていた女性の顔は覚えておりますっ！」

　侍女が思い出したのは、公園のベンチに二人で座り、仲睦まじくおしゃべりに興じていた姿だ。

「あの女性を捜し出し、上手く聞き出してご覧にいれますので、何卒、何卒、お許し下さいませ！」

　侍女の懇願を見下していたメルクロワ卿は、斜め後ろに控える家令に目線を送った。

「どう思う？」

「他に手がかりもございませんから、任せてみるのも一つの手かと。ただし、猶予はあまり……」

　主と家令の言葉に、侍女はガクガクと震えながら裁可を待つ。些細なミスで山ほど鞭を打たれた同僚を知っている。馬を病気で損なったからと文字通り首にされた厩番うまやばんの話を伝え聞いた。容姿がお嬢様の気に障ったからと翌日から姿を見なくなった下働きの娘もいたはずだ。自分はどの道を歩むのか、いや、歩まされるのかと想像するだけで震えが止まらなかった。

「三日だ」

「……はい」

　主の言葉が意味することは分からなかったが、なんとか返事を喉の奥から絞り出した。

「三日だけ猶予をやろう。それまでにその女を捜し出して連れてこい」

「はいっ！」

　安堵のあまり、侍女の身体から力が抜けた。だが、僅かに寿命が延びただけだ。一刻も早く、あの黒髪の女性を探し出さなければいけない。

　ひたすら床を見つめ、考えを巡らせていた侍女の耳に、大勢の足音が届いた。耳を澄ませば制止の声を上げている──侍女長の声だろうか？

　おそるおそる顔を上げた侍女の目に、互いに視線を合わせて困惑している様子の主と家令が映る。

　礼儀正しくノックの音が響き、けれど、家令やメルクロワ卿が入室許可の返事をするより先に、扉が開かれた。ノックの意味、とは。

「イゴール・メルクロワ殿。不躾で申し訳ないが、同行願えるだろうか」

　姿を現したのは軍服姿の一団だった。その先頭に立つ金髪の美丈夫がメルクロワ卿に、にこりと笑いかけてきた。

「な、何なんだ！　突然押しかけてきて理由もなく！」

「理由はもちろんあるさ。ただ、家人や使用人に聞かれたくないかもしれないな、と思って伏せているだけで。────この場で通達しても？」

　淡々と説明する美丈夫とその後ろに立つ軍人たちの圧に、メルクロワ卿は怯みながらも睨むように一団を見た。

（何の用かは知らないが、軍人であれば義兄の名前を出せばなんとでもなるだろう）

「もちろんだ。だが、シュービン軍務長官の許可は取ってあるのだろうな？　私の義兄だぞ？」

　この言葉で相手が怯むはず……そう考えたメルクロワ卿の予想はあっさり裏切られた。

「貴公の犯した罪に他者の権威など関係ない。戦費横領、軍施設の私物化、非人道的医療行為の疑いにより貴公を拘束する」

「なっ」

　半歩下がったメルクロワ卿の前に、二人の屈強な軍人が出た。冷淡な声で「ご同行願おうか」と有無を言わせぬ勢いで迫る。

「あぁ、そちらの使用人も動かないでもらえるかな。帳簿等を押収する予定だからね」

「し、しかし……」

「この邸に住む者のうち、誰がどこまで関与していたかをきっちり洗い出す必要がある。────分かるね？」

　家令は悲鳴を飲み込み、がくがくと首を縦に振った。アレーナは「そんなに怯えられるような顔をしたかなぁ」と心の中で首を傾げたが、日頃軍部の人間とばかりやり取りをしているので、認識のズレがあるのに気がついていなかった。いっぱしの軍人を脅しつけられるほどの気迫など、通常の人間が縮み上がるのに十分だった。

「それじゃ、始めようか」

　アレーナの指示に従い、軍人たちが前日の打ち合わせ通りに動く。帳簿など悪事の証拠となるものが、どういった場所に隠されているか、事前調査によってあらかた把握済みだ。

　逆にそう易々と隠してある帳簿や各種契約文書の在処など分かるはずがない、と高をくくっていたメルクロワ卿は、軍人たちが分厚い絨毯の裏や書棚の難解な本を取り出した奥を探し始めるのを見て、慌てて声を上げた。

「ま、待て！　何を勝手なことを！　義兄の、アディアン・シュービン軍務長官が黙っていないぞ！　お前たち全員、軍規違反で牢にぶち込んでやるからな！」

　その発言に、何人かが手を止め、現場の指揮官であるアレーナに目線で行動の是非を問う。

「はぁ……、本当に面倒くさい人だね。シュービン長官は貴方の尻拭い係ではないのに」

　いいから作業を続けるようにと、アレーナはゴーサインを出す。だが、冷や汗をだらだら流しながら、メルクロワ卿はそれこそ唾を飛ばす勢いで声をさらに荒げた。

「尻拭い？　ふざけるな！　お前のような奴はそれこそ最前線に捨て駒として送り込んで────」

「──阿呆。俺の権力はお前のためにあるんじゃねぇよ」

　しん、と部屋が静まりかえる。先程のアレーナとは比べものにならないくらい、怒気を孕んだ声の迫力に、軍人たちでさえ一度手を止めてしまった。家令などは腰を抜かしてへたり込んでしまっている。

「わざわざ見物に来たんですか、長官」

　長官のそんな声に慣れっこになってしまっているアレーナは、くるりと振り向いた。そこにはシュービン長官が立っていた。普段は着崩している軍服を、珍しくちゃんと着ているその姿に、アレーナは毎日そうやって着ればいいのに、と緊張感のない感想を抱く。

「せっかくだからな。この間抜け面も見納めかと思うと、清々するぜ」

「あ、あ……義兄上殿？」

「あぁ、わざわざかしこまらなくてもいいぜ？　お前が俺のいないとこで『ハゲ長官』って呼んでんのは知ってる。まだ禿げてねぇけどな」

「それは……っ、いえ、そんなことはありません！　ですが義兄上殿、これはいったいどういうことですか？　このままでは私は謂れのない罪で投獄されてしまいます！」

　顔を真っ赤にして叫ぶメルクロワ卿の懇願を、シュービン長官は鼻で笑う。暗い赤の瞳がより昏くらい光を帯びた。

「身に覚えがあるくせに、よくシラを切れるな」

「なっ！　わ、私が投獄されるようなことがあれば、義兄上殿の名誉にも傷がつくことになりますよ！」

「あぁ、だから俺が直々に断罪してやるよ」

　シュービン長官の声音に、メルクロワ卿の顔が真っ青になる。

（人の顔色ってここまで変わるものなんだな）

　アレーナは手を止めてしまっている部下たちに再び指示を出しつつ、二人のやり取りを眺める。

「な、なぜ……」

「『なぜ』、だぁ？　お前、本当に分からねぇのか。俺も人の子だ。多少のおイタなら見逃してやるぐらいの気持ちでいたさ。だが、お前は告発されないのをいいことに、行動をどんどんエスカレートさせていった。それが一つ」

「ひとつ……」

「そして、俺の可愛い妹の娘を、あんなアバズレに育てやがった。まともな娘に育っていたら、もっと穏便な方法も考えてやらないでもなかったんだがな。あれはもう、根拠のない自信とはた迷惑な自尊心を木っ端微塵にしてやらんと更生不可能な段階まできてるだろう」

　シュービン長官は、ちらりとナージャの部屋の方に視線を向けた。先んじて拘束されたところを顔だけ見てきたが、感情のままに罵倒してきたのは辟易した。

（ただ、俺を『無能』と罵ったことだけは笑えたがな）

　無能が軍部のトップ近くにまでのし上がれるはずがない。そんな簡単なことすらも思い至れない程、あれは愚かに育ったのだと再確認できた。逆に、これで良かったのだとふんぎりがついた。

「それに、ご丁寧に俺の名誉のことまで心配してくれたようだがな、こんなことで揺らぐ程、俺のイスはやわじゃねぇんだよ」

　もちろん、うるさい羽虫のようにやいのやいの騒ぎ立てる者はいるだろう。だが、それがどうしたというのだ。軍部はそんなことぐらいで彼を更迭するほど腐ってはいない。隣国と常に緊張状態にある以上、有能な人間を手放せないのだ。

「……」

　もはや逃げられる術がないと理解したメルクロワ卿は、がっくりと膝をついた。気力を失ったその瞳は、もはやどこに向けられているのかさえ定かではない。

「おー、大人しくなったな。じゃ、先に元凶親子だけ護送しとけ。あぁ、茶会に出かけた夫人の方にも手配は忘れんなよ」

「長官。この場は私の指揮下にありますので、勝手に命令しないでください」

「へいへい。俺が指揮権を預けたんだから、俺が命令したっていいじゃねぇか」

「指揮権を返上した覚えはありませんので。長官はどうぞ執務室に戻ってください。──決裁が必要な書類はまだ山積みでしょう？」

「補佐官のくせに上司をいじめんのかよ」

「お尻を叩いて差し上げてるだけです」

　長官と補佐官との軽いやり取りの後ろで、メルクロワ卿は護送用の馬車へと連れられて行った。妻子共々、軍部に軟禁され、自白するまで『お話し合い』が待っているのだ。

「長官も同乗していただいて構いませんよ？」

「阿呆、自分で帰るわ」
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　その日、アレーナはじっとりと手のひらに滲む汗を握りしめていた。

（まずいな。こんなに緊張したのは久しぶりだ）

　ヴォルコバ邸の応接間は珍しく緊迫した空気に満ちていた。アレーナの向かい側には厳めしい顔を浮かべた父オレグといつも通りの母マリヤが並んで座り、少し離れた一人掛けのソファには妹ヴェラが好奇心に瞳を輝かせていた。そして、アレーナのすぐ隣には、アースランがとても緊張した面持ちで座っている。

「それで？　あぁ、貴様の名はなんだったかな」

（父上！　気持ちは分かりますが『貴様』とか言わないでください！）

　その鋭い眼光に怯むことなく、アースランはしっかりオレグを見返しながら口を開いた。

「アースラン・マルコフと申します。お嬢様と……アレーナ嬢との結婚の許しをいただきたく伺いました」

「ほぉ、アレーナと結婚、と。その場合、貴様には婿に来てもらうこととなるが、家族の了承は得ているのか？」

「僕……私は家族を早くに亡くしており、天涯孤独の身の上ですので、もとより相談すべき者もおりません」

「……そうか」

　少しばかり口を開くのが遅かったオレグの内心の葛藤を、客人であるアースラン以外はよく知っていた。日頃、厳格な大将の仮面を被っているが、そういう苦労話に弱いのだ。実際、ヴェラは呆れた目を隠そうともしていない。

「父上、彼は両親の遺してくれた財産で、医学の道を志した人です。その後、軍に所属しましたが、配属されたガラー基地で負傷、その後退役してからは培養肢の研究をしている努力家です」

「努力家、……であるか」

　父の好む言葉を使ってアレーナが彼の人となりを説明すると、案の定食いついてきた。こういう素直さが貴族間の権謀術数でボロが出る原因だ。まぁ、そこは妻であるマリヤがフォローしているので、今のところは大きな問題になっていない。

「あらあら、ガラー基地と言ったら、アレーナが一時期配属されていた所でしょう？　当時から交流があったのかしら？」

　アースランが「いいえ」と首を振ったところに、アレーナが補足情報を口にする。

「記録を確認しましたが、丁度、彼が負傷し療養していた時期に、私が赴任したようです。彼と出会ったのは、長官から命じられていた任務の最中でした」

「あら、そうなの？　もしその頃から交友を続けていたのだったら、どうしてもっと早く打ち明けてくれなかったのか、聞かないといけないところだったわ」

　アレーナは僅かに身体を強張らせた。この母の言い回しは、「尋問するところだった」としか聞こえなかったからだ。にこにこと笑みを浮かべているマリヤの横で、オレグが咳払いをした。

「あぁ、それで、貴様はこの家に婿入りして何を為すつもりだ？　単なる種馬か？」

「お父様！　聞き方が下品ですわ！」

　傍観者に徹していたはずのヴェラが、思わず声を上げた。我が家の品性を疑われる単語は避けてください、と怒る。

「私は、貴族とは名ばかりの平民です。貴族の務めなどほとんど知りませんし、私を婿に迎え入れていただけたところで、不利益をもたらしてしまうかもしれません。ですが、彼女の、アレーナ嬢の隣に立ちたい。私の手で支えられる限り、彼女を支えたいと思っています」

　そのまっすぐな告白に、マリヤは「あらあら」といつも通りに微笑み、ヴェラは「すばらしいですわ！」と瞳をさらに輝かせた。オレグは父親としての権威を失わないように努力しつつ、珍しく恥じらうアレーナをムッとしたように見ていた。

「それに、一方的にこちらのお邸に寄生するつもりはありません。幸いにも僕の研究が認められて、軍の研究所に迎え入れていただく許可がおりました。許される限り、研究を継続したいと考えています」

「軍の……培養肢の研究と言ったな。詳しく聞いても？」

　父がアースランの研究内容に食いついたのを見て、アレーナは心の中でガッツポーズを作った。元々、母と妹がアースランを好意的に見ていることは知っていた。軍人でも貴族でもないことを、父がどう判断するのか未知数な部分があったため、そこだけが不安だったのだ。

「培養肢の移植は、軍でも多く実例のある、確かなものです。ですが、何人かに一人は拒絶反応に苦しんでいます。僕もそうでした」

　アースランは自身の経験から、拒絶反応が何故起きるのか、そのメカニズムを解明したいと考えたことを話した。培養肢の移植で拒絶反応を起こさないようにしたいのだと説明すれば、軍の研究所が受け入れやすい研究内容であることは納得したようだ。

「それで、その研究の目処は立っているのか？」

「はい。奇しくも先日明るみに出た『とある非人道的な医療行為』の記録が役立ちまして」

　アースランの言っているのは、メルクロワ卿の不正行為の結果だ。隣国クリージスとの国境近くに位置し、彼の国が侵攻してくるたびに負傷者で溢れるあの基地では、担当者の手間を減らすために杜撰ずさんな医療行為が行われていた。その一つが、危険とされていた複数の培養肢の同時移植である。押収された各種記録から、アースラン自身も右腕と右足を同時に移植されたことにより、生死の境を彷徨う羽目になっていたことが判明した。

　説明を一通り聞いたオレグは、目を閉じ、じっと何かを考えているようだった。アースランはもとより、アレーナも息を潜めてオレグの次の言葉を待つ。

　しばらく瞑目していたオレグは、突然くわっと両目を見開いた。アレーナと同じ深い青の瞳が、まっすぐに娘の求婚者を見据える。

「その研究の一定の成果を待ってからであれば、結婚を許そう」

「ありがとうございます!!」

　アースランが勢いよく頭を下げるのに合わせて、アレーナも頭を下げた。ヴェラが「良かったですわ」と満面の笑みを浮かべる。

「あら、今すぐだって別にいいのではなくて？　母としては賛成よ？　旦那様のような生粋の軍人に比べたら、未亡人になる確率が低いのだから」

「もう、お母様ったら、そこですの？　我が家の家格や権力を抜きにしてお姉様と添い遂げようという心の在りようの方が大事でしょう？」

「何を言うの、ヴェラ。もちろん、それは最低条件よ？」

　政略結婚が主流の貴族とは思えないセリフを吐いた母マリヤに、ヴェラは目を丸くして驚いた。

「結婚の時期について旦那様と『お話』するから、アレーナはアースランさんに庭でも案内してあげなさい」

「はい、母上。──アースラン、行こうか」

「え？　あ、はい。それではお言葉に甘えさせていただきます」

　若い二人にひらひらと手を振ったマリヤの隣では、顔色を悪くしたオレグが視線を彷徨わせていた。頭の中では、今日のどの対応が妻の気を悪くしたのだろうかと必死で考えているに違いない。そんな父親の状況を知っていながら、ヴェラも「部屋に戻りますわ」とあっさり応接間を後にした。残されたオレグは孤立無援を悟り、がっくりと肩を落としていた。
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　ヴォルコバ家は軍閥貴族ではあるが、だからと言って風流を解さないわけではない。その証拠に、庭には東屋が設けられ、そこから見える季節の花々は見事なものだった。

「あの……アレーナさん。聞いてもいいですか？」

「ん？　なんだろうか」

「その、先程の最後のやりとりは────」

「あぁ、父と母のことか。すぐに分かることだろうから言っておくが、家を取り仕切っているのは母なんだ。だからこうした家の中の話になると、父は母に頭が上がらなくてね」

「ということは、夫人の仰っていた『お話』というのは」

「おそらくは説得という名の説教かな。母は私の婚期を気にしていたからね。結婚の時期を引き延ばした父の発言が気に食わなかったんだろう」

「なるほど……」

　東屋のベンチに腰掛けたアレーナは、隣をアースランに勧める。

　庭師の整えてくれた花を愛でていると、先程までの緊張を忘れるようだった。だからだろうか。ぽろりとこぼしてしまったのは。

「……これも運命だったのかもな」

「アレーナさん？」

　本当は言わないままに秘めておこうかと思っていた。だが、ガラー基地の話題も出たし、もしかしたら何かの拍子に気付かれてしまうかもしれない。

（私だけが知っている、というのもフェアじゃないしな）

　アレーナはそっと隣のアースランの手を握る。

「君と正式に婚約する前に、言っておかなければならないことがある」

　アレーナは、柄にもなく緊張している自分に苦笑した。これだけ緊張したのは、どれくらいぶりだろうかと考えて、つい先程アースランが結婚の許しをもらう際に、やっぱり同じくらい緊張していたことを思い出した。それならその前は？　と記憶を掘り返すと、あの大捕物の後に、アースランと互いの気持ちを確かめ合ったときも同じぐらい心臓が騒がしかったことを思い出した。ここ最近、こういうことばかりだな、と自嘲する。

　アースランに冷や汗の滲む手が徐々に冷たくなっているのを悟られてしまうだろう。けれど、繋いだ手を離すつもりはなかった。

「実は、私は生娘ではないんだ」

「それは……以前に好いた方が？」

「いや、事故のようなもの、かな。士官として最初に配属された基地で、失うことになったんだ。ただ、私はあれを救命行為のようなものだった、と思っている」

「救命行為で？　……差し支えなければ、詳しく聞いてもいいですか？」

「あぁ。ただ、これからする話は誰にもしていない。いや、純潔を失ったことを家族は知っているが、詳しい経緯は教えていないんだ」

「分かりました。他言無用ということですね」

「あぁ。あと────」

　アレーナは迷った。どう言えば彼にいらぬ負い目を感じさせずに済むのか。そもそも告げるべきではないのか、と。

「アレーナさん？」

　心配そうに覗き込むアースランは「話したくないことなら、無理に聞きませんよ」と助け船をくれた。そんな彼だからこそ、下手に気がついて気に病む前に全て話すべきだと思えた。

「これから話すことは、もう何年も前のことで時効だし、そもそも不可抗力による結果だから、誰に罪があるわけでもない。それを承知してから聞いてもらえるか」

「分かりました。アレーナさんはその相手を咎めるつもりはない、ということですね」

「あぁ、……うん。そう思ってくれ」

　まさか当の本人が隣にいるとは言えず、アレーナは歯切れ悪く返事をした。

　そして、できるだけ感情をこめず、遭遇した出来事だけを、順を追って説明していった。嫌がらせで課せられた深夜の見回り、人の気配の乏しい区画、耳にした助けを求める声と、その先であったこと。そして、迷いながらも、今回の一連の騒動をきっかけに、その相手の素性が分かったことを告げた。

「……」

　話を聞いていたアースランは、最初は驚き、そして徐々に顔色を悪くしていった。

「あー……その、非常に申し訳ないんだが、君が私のことを最初に女神扱いをしたのは」

「そういうこと、なんですね」

　アースランは顔を覆ってしまっていて、その表情は窺えなかった。

　アレーナは庭の花々に目を向ける。赤、黄色、白、紫……色とりどりの花が咲き乱れているが、彼女の心を落ち着かせることはできなかった。長い沈黙が続き、やはり話すのではなかった、という後悔がゆるゆると滲み出す。

（いや、それでも後々になって気付かれてしまうよりは、ずっと良いはずだ）

　アレーナは隣で黙ったままのアースランの気配を窺いながら、今度は空を見上げた。憎らしいぐらいに青い空が広がっている。今朝方は、結婚の許しを得るのに似つかわしい空だと思っていたというのに。

「アレーナ、さん」

「……なんだろうか」

　アレーナは敢えて視線を彼の方に向けず、空を仰いだまま返事をした。

「僕は──そんなことをされても、相手のことを咎めないという貴女の寛容さ、誇り高さをとても尊いものだと思っています」

「ありがとう。でも、そんなふうに言われると面映ゆいな」

「だからこそ」

　アースランの方に目を向けようとしないアレーナの手が強く握られた。小さく震えるその温もりに、思わずアレーナは振り向いてしまう。

「僕は自分を許せない。けれど、貴女が罰を望まないというのなら、僕はただ、貴女を幸せにしたい。そんな過去なんて忘れるぐらいに」

　アレーナは驚きに目を瞠った。アースランの手は確かに震えていたが、その顔は真摯な決意に満ちていた。だからこそ、アレーナはゆるゆると首を横に振る。

「幸せにする、なんて寂しいことを言わないでくれ。────二人で幸せになろう」

　アレーナの言葉に、アースランは一瞬呆けた顔になり、くしゃりと笑った。

「本当に、貴女という人は男前すぎて……なんだか僕の方が女々しいですね」

　目尻に浮かんだ涙を指で拭い、アースランは笑顔のままでアレーナの手を握り直した。そこにはもう、震えはない。

「えぇ、一緒に幸せになりましょう。夫婦というものは本来そういうもの、ですよね？」

「そうだ。むしろ私の方が苦労をかけるかもしれないからな。何しろ、これでも貴族の跡取りだ。私の隣を狙っている者は大なり小なりいるからな。変なやっかみを受ける可能性は高い」

「それぐらい予想済みです」

　まさか、既に婚約者候補だった一名からちくちくと釘を刺された後だとは口が裂けても言わない。そんなことをして、アレーナの感心が少しでもそちらに移るのはイヤだった。

　幸いにシュービン長官の配慮なのか、アースランはまだエフゲニーと連絡を取れる状態にある。せっかくだから嫌がらせ対策に巻き込もうとこっそり企んだ。あの日、メルクロワ卿の所へ向かう彼女を見送った後、長いことちくちく嫌みを黙って聞いてやったときの仕返しに、少しぐらい手伝ってもらっても構わないだろう、と。もちろん、彼女にはそんな腹黒いところを見せるつもりはない。
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　アレーナとアースランの結婚は、花嫁の父の思惑を裏切り、あっという間に式を迎えてしまった。元々、ある程度の確証のあったアースランの研究テーマの仮説は、逮捕されたメルクロワ卿の杜撰な医療行為の記録によってほとんど立証されているに近かったのだ。念のためと正式なデータを取るための臨床試験が行われ、『培養肢の移植時の拒絶反応のメカニズム』というアースランの論文は広く認められ、今後の医療に役立てられることとなるだろう。これまで、培養肢をいかに効率よく作り上げるか、という観点の研究は為されてきたが、移植時の問題は、錬金術ではなく医術の分野であったため表立って研究されてこなかった。日常の道具など広く重用されている錬金術に比べ、やや軽んじられていた医術分野の画期的な研究に、各地の医者が奮起したとかしないとか。

　ともかく、花嫁の父が課したハードルを軽やかに越えてしまったアースランは、花嫁の母と妹の強力なサポートもあり、慌ただしく婿入りの準備に奔走することとなった。花嫁であるアレーナも、まさかこんなに早く結婚することになると思っていなかったのだろう。それでも、早くに長女を結婚させたい母と妹によって、忙しい仕事の合間にドレスの仮縫いや式の出席者のリストなど、式と結婚披露の夜会の準備に追われる羽目になった。

　式は古くからヴォルコバ家の婚礼に使われる聖堂で行われ、親族と職場の上司など限られた者だけが列席した。真っ白なヴェールで顔を隠し、神への宣誓の場に立ったアレーナを見て、父オレグが隠しきれない程の涙を流した。それを見た花婿のアースランが驚きのあまりに躓きかけたことを除けば、式は粛々と執り行われた。ちなみに、躓きかけたアースランを支えたのはアレーナである。

　夜会では、マーメイドラインの美しいドレス姿を披露したアレーナに対して、悔し涙を流しながら祝福の言葉を告げた令嬢たちの多さに、アースランが苦笑いを浮かべていた。祝宴の場で元婚約者候補たちの下手なやっかみで傷つけられるよりは、という配慮の元、アレーナの隣から離れることはなかったのだが、それはそれでご令嬢たちから恨みがましい目で睨まれ続けたので、精神的疲労はどちらがマシだったのだろうか、と後々になってアースランはこぼした。

　気疲れでクタクタになったアースランは、軽く湯を浴びて、ゆったりとした上下を着て、若夫婦の寝室になるという部屋に案内された。ヴォルコバ家の邸は、アースランの家とは比べものにならない程に広く、新婚の夫婦のためにと割り当てられた棟だけで、彼の家がすっぽり入るほどの広さがあった。

　改めて立場や財力の違いを感じながら、アースランは寝室の扉をノックする。アレーナの返事があったので、ここまで案内してくれた侍女に礼を言って扉を開けたところで、静止した。

「──ん？　どうしたんだ？」

　寝台の隣に置かれたミニテーブルで、一人グラスを弄んでいたのは、今宵の主役であるアレーナだ。そこまではいい。いや、ここまで案内してくれた侍女が、一人で先に飲んでいる彼女を見て眦まなじりを吊り上げたのを見ると、良くないのかもしれない。

　問題は、彼女の格好だ。うっすら透ける生地の扇情的なベビードールに、ガウンを羽織っただけの格好。ガウンがなければ、それこそアースランの理性の箍たがが弾け飛んでいたかもしれない。

「いえ、ちょっと予想以上だったもので」

　彼女の身体を正視しないよう気をつけながら、アースランは勧められるがままに彼女の向かいに座る。彼女が飲んでいたのは甘い果実酒のようだった。

「すまないな。朝からほとんど飲み食いできなかったものだから、軽く作ってもらったんだ」

　ミニテーブルに載せられたサンドイッチをつまみながら、アレーナは普段と変わらない口調で笑う。初夜を迎える花嫁とは思えない様子に、アースランの肩から力が抜けた。自然と笑みがこぼれる。

「あぁ、やっぱり、君はそういう顔がいいな」

「？」

「気がついていなかったか？　夜会のあたりから笑顔が随分と固まっていたぞ」

「元々、長時間ああして談笑することなどありませんから。表情筋も限界だったんです」

「確かに、研究職だものな」

　お疲れ、とアレーナは空のグラスに果実酒を注ぐ。ありがたく受け取って口をつけたアースランは、軽い酒精の果実酒がじんわりと彼自身の身体を温めてくれるのを感じた。

「君もあまり食べていなかったろう？　遠慮なく食べてくれ」

「ありがとうございます。研究に没頭しているときは、食事を忘れることも多かったんですが、やはり慣れないことから解放されると、余計に空腹がつらくなりますね」

「そうだろう。私は日頃身体を動かしているせいか、食事を抜くことが耐えがたくてね。すまないな、結婚式の夜だというのに、飲み食いしながらだなんて、こうも色気のない出迎えで」

「────そんなことは、ありません」

　アースランはきっぱりと否定した。まさか、本人が分かっていないとは、と首を大きく横に振った。

「僕が扉を開けて思ったのは、こんな綺麗な人の夫になれるなんて、僕の運はこれで尽きたのか、ということでした」

「うん？　世辞なら別に──」

「お世辞ではありませんよ。貴女は今のご自分の破壊力をご存知でいらっしゃらない。そのガウンがなければ、僕はとっくに理性を投げ捨てていましたよ」

　アースランの言葉に、アレーナの頬がじんわりと赤く染まる。それは決して手にした果実酒のせいではない。

「お、どろいたな。君もそんなことを言うんだな」

「お忘れかもしれませんが、僕だって男ですよ。……本当に、あの基地での夜の記憶がほとんどないことが、悔しくてたまらない程に」

　アースランの手が、グラスを持つアレーナの手に添えられ、そっとグラスを置かせる。

「ほとんど……ということは、記憶があるのかな？」

「本当に朧気なものですよ。身体がとにかく熱くて、でも寒くて、このまま苦しみながら死ぬのかと怯えながら、助けを求めていました。目の前に現れた女神様に、とにかく縋っていた覚えしかありません」

「ふふ、最初から君は女神と言っていたっけ」

　思えばそれが始まりだった、とアレーナは笑う。

「だから、今度は自分の意思で貴女に触れたい。女神様ではなく、妻となった貴女の記憶を刻みつけたいんです。────いいですか？」

　彼女の手を取ったまま立ち上がったアースランは、彼女の指にそっと唇を寄せる。

「さすがに照れるな。でも──初夜というのはそういうものか」

　するりと立ち上がりながらガウンを脱いだアレーナは、イスの背にガウンを引っかける。

「……ん？」

　顔を半分覆って自分を見ているアースランに、彼女は首を傾げた。どうしたのかと問いかけるより先に、彼が動く。

「ですから、貴女の破壊力が強すぎるんですよ！」

　薄い白のベビードールは胸元のリボンで留められているだけの頼りないものだ。胸を覆う部分のレースが過多でなければ、それこそ胸の蕾も見えてしまっているだろうし、丈もかろうじて形の良い尻を隠す程度しかない。それに見事に引き締まった腹筋が見えているどころか、ほぼ紐に近いショーツもどうしようもなく扇情的だった。

「まぁ、花婿を欲情させるための戦闘服と言われて着せられたからな。君は見る側だからそう言うが、湯を浴びた後にこれを見せられた私の衝撃もすごかったぞ」

　結局、文句を言う隙なんてなかったが、と淡々と告げたものの、凝視するアースランの視線に耐えられなかったのか、恥ずかしそうに身をよじる。それがまた、彼の欲情をかきたてた。

「あー、もう！　義母と義妹の目論見とは分かっていますが、やっぱり無理です。耐えられません！」

　新婚夫婦の寝室に、新郎の心からの叫びが響き渡った。

　アースランは、アレーナの頬に手を添えると、ゆっくりと唇を重ねた。女性にしては背の高いアレーナと並ぶと、アースランの背はそれほど変わらない。

「ん、まぁ、欲情してくれたならそれで」

「こんな策がなくても、アレーナさんは綺麗ですからね？」

　至近距離で見つめ合い、甘い言葉を吐くアースランに、アレーナの視線が彷徨う。男性からの褒め言葉に慣れていないのだろう。その反応が初々しくて、アースランの胸がぎゅっと愛しさで溢れる。そんな彼女をこれから抱くという高揚に、彼の欲の象徴がぐっと硬く屹立した。

「あぁ、もう無理です。そういう反応されると可愛すぎて」

「可愛いなんて……んぅっ」

　再び唇を重ねられる。アースランの舌先で唇を突かれ、アレーナはおそるおそる口を開けた。侵入を果たした彼の舌先は、初めてのことに縮こまってしまっている彼女の舌先を、宥めるように愛撫する。

　舌先同士が擦れ合い、じわじわと官能の波を引き出されていくアレーナの背中から腰にかけて、アースランの手が何度も往復する。薄いベビードール越しの体温と、滑らかな絹で撫でられる刺激に、彼女の身体が無意識にゆらゆらと揺れる。

「ん、……は、ぁ」

　ようやく唇が離れた頃には、アレーナの瞳が涙で潤んでいた。

「ダメですよ。僕以外にそんな顔を見せたら」

「そんなことはないから安心して欲しい」

「信用していますよ、花嫁さん」

　アースランは、長いキスの余韻で足に力が入らなくなってきたアレーナの腰を支えながら、ベッドへと導いた。
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「ちょっと、意外だな。君がここまで積極的になるなんて思わなかった」

　アレーナがこぼした言葉は、紛う方ない本心だ。これまで、そういった欲を露わにしているところを見たこともなかったから、もしかして興味がないのかも、という不安さえ抱えていたのだ。

（だから、侍女の言い分に従って、こんな恥ずかしい服を着たのに）

　アレーナは湯浴みの後に着替えを差し出されたときの、侍女の生温かい笑みを思い出す。その布面積の少なさと、防御力の欠片もなさそうな薄い生地に堪えかねて、侍女に掛け合い、何とかガウンをもぎ取ったのだ。

「アレーナさん、僕だって一応、男なんですよ？」

「もちろんそれは分かっているとも。だが、もっと淡泊なものかと」

「アレーナさん、好きな女性を前にして、がっつくなというのが無理な話です」

　ベッドに座ったアレーナは、彼女の膝裏に手を差し入れたアースランによって、小さいかけ声とともに抱き上げられ、ベッドに転がされた。ベビードールの裾が乱れ、大事な部分しか隠せていないショーツが露わになると、自然とアースランの瞳が吸い寄せられたのが見えてしまう。恥ずかしさのあまり、アレーナの顔がじんわりと熱を帯びた。

「っ、あまり見ないでくれないか。結構、演習や訓練での傷が残っているんだ」

　彼女の言う通り、確かに傷跡はあった。だが、凝視しなければ分からないほどで、それよりも引き締まった足の美しさの方が印象は強い。

「そんなこと言わないで、見せてください。僕は今度こそ貴女の姿を記憶に焼き付けるって決めているんです」

　アースランの手が、露わになった彼女の太腿を撫でてきた。初めは手のひらで、次に指先でくすぐるように撫でられると、アレーナは堪えられずに身をよじった。

「すみません。調子に乗りすぎました」

「いや、そんなので良ければ、触ってくれて構わないんだが」

「そうですか？」

　アースランは彼女の顔を覗き込みながら、ゆっくりと覆い被さるように身体を重ねようとする。その動きに、アレーナは自分の胸の奥がすぅっと冷たくなるのを感じた。原因は分かっている。もう何年も経つというのに、あのとき意に沿わず押し倒されたときの恐怖と無力感がフラッシュバックしたのだ。

（大丈夫だ。あのときの彼とは違う）

　うっかり押し返してしまわぬよう、アレーナは自分の両手に意識を向ける。だが、突然、アースランがその動きをぴたりと止めてしまった。

「……アースラン？」

　困惑したアレーナの声に、彼は無言のまま微笑むと、何事もなかったかのように一旦ベッドから離れる。

（まさか、怖がっているのを気付かれてしまったのか？）

　もしそうだとしたら、申し訳ないことをしてしまった、とアレーナは心の中で嘆いたが、わざわざ確認するのも相手を傷つけてしまいそうで、彼の行動を視線で追うだけにとどめる。

「えぇと、貧相なので、あまり見ないでくださいね」

　彼女の視線を感じているのか、アースランは照れくさそうな顔で部屋着の上だけを脱ぐと、再びベッドの上に戻ってきた。だが、先程のように寝そべる彼女に覆い被さることはせず、むしろ彼女の上半身を起こすと、アレーナの背中を支えるように座った。

「どうしたんだ？」

「アレーナさん、嫌なら嫌と言ってくださいね？」

　そう言うと、アースランは彼女の身体をぎゅっと抱きしめる。

「本当にすみません。失念していました。いくら記憶が曖昧とはいえ、僕が貴女を力尽くで襲ったことに違いはないというのに」

「それは……」

「自覚はあるのでしょう？　先程、僕が上になろうとしたときに、僕が初めて見る表情を浮かべていましたよ？」

（やっぱり……。この人に隠し事はできないのだな）

　上手く隠せていたと思っていたアレーナは、口を閉ざした。もしかしたらと予想はしていたのだが、本当に突然だった。彼が自分の上に影を落としただけなのに、胸の奥に氷を挿し込まれたような、もしくは胃の腑がひゅっと縮むような感覚を覚えたのは。だから、隠しきれずに動揺が顔に出てしまったのだろう。

「別に今夜、無理に身体を重ねなくても構わないと思っています。お互いの体温に慣れるだけでも────」

「いや、それはだめだろう。ちゃんと初夜を完遂しなくては、うちの使用人に君が侮られる」

「別にそれは構いません」

「構うよ。それは絶対にだめだ」

　平行線上の言い合いに、先に折れたのはアースランの方だった。

「……分かりました。ですが、だめそうなら早めに言ってくださいね。絶対に我慢しないでください」

「努力する」

「絶対です」

「……分かった」

　アレーナが少しふてくされたような返事をすると、アースランは無防備になっている彼女のうなじに唇を寄せてきた。前触れのない行為に、彼女の身体がぴくりと震えてしまったが、されるに任せていると、抱きしめていた両手をそっと動かし、アレーナの胸の膨らみを支えるように添えてきた。彼女の鼓動の震えを感じているのだろうか。しばらく手を止めた後、ベビードール越しにゆっくりと胸全体を揉んでくる。その淀みなく流れるような動きに、アレーナの心の中に疑惑が生まれた。

「な、なぁ……？」

「なんでしょうか」

「なんだか手慣れているような気がするんだが、気のせいか？」

「残念ながら書籍で勉強した程度の童貞ですよ？　いや、正しくは童貞ではないのでしょうけれど。貴女以外を抱いたことがありませんので」

　しれっと答えたアースランの手は、変わらず胸への愛撫を続けている。

「マリヤ様から最初が肝心だからとその手の書籍を渡されたのは確かです。僕に医学の知識があるせいか、内容はすんなり頭に入りましたね」

　脇の下あたりにリンパ腺があるんですよ、と説明しながら、アースランの手がまるでマッサージを行うように外側からゆっくりと圧をかけてくる。最も敏感な胸の蕾へ触れることはないのに、その蕾が既にツンと薄い布地を押し上げてしまっていた。アレーナは、それがまるで「もうすぐ触れてもらえる」という期待に膨らんでいるように見えて、己の身体のあさましさに、穴があったら入りたくなる程の羞恥に身悶えた。

「んっ……」

　もどかしい愛撫を受けるアレーナの声に艶が出始める。それに煽られたのか、アースランの唇が、無防備なうなじに再び近づき、ちゅっと音を立てて吸い付いた。

「あまり、目立つ所に痕をつけてくれるなよ？」

「大丈夫ですよ。軍の制服は詰め襟でしたよね？」

「それはそうだが……あっ」

　まるでだまし討ちのように、アースランの指が胸の頂に引っかかるように触れ、アレーナの口から悩ましげな声が漏れてしまう。それを合図にアースランの指が薄い絹地越しに軽くつまんできた。やわやわと指で挟んで転がされているだけなのに、アレーナの下腹部にじわじわと熱が溜まり、自然と腰が揺れてしまった。

「やっ、それ……んっ」

「気持ちいいですか？」

「分からな……っ、でも、お腹のあたりがじんじんするんだ」

　アレーナが素直に答えると、アースランの手がより大胆になった。胸の中央のリボンをするりと引っ張り、あっけなくするりと落ちてしまったベビードールの代わりとばかり、露わになった胸に直に触れてくる。

「はぅっ、んっ、……ぁっ」

　アースランの少しガサ付いた指が胸の先をつまみ、転がし、少し引っ張る。アレーナがその度に声を漏らしてしまうので、楽しそうな表情を浮かべながら、散々に愛撫を続けてくる。

「ここからだと顔が見られないのが勿体ないですね」

「だめだ。絶対に、んっ、情けない顔を、してる、から、っ！」

「そういう顔でしょうから見たいんですよ」

　そんな嗜虐的なことを言う人だったろうかと、アレーナが困惑していると、アースランの手は胸への愛撫をやめて下へと動いていく。臍のあたりで円を描くように撫でているのを見て、アレーナはなんだか申し訳ない気分になった。

「すまないな。硬い身体で触り心地もよくないだろう」

「そんなことはありませんよ。引き締まった腹筋はこの家に相応しくあろうとした貴女の努力の証ですし、柔らかさを求めるなら、こちらに触れれば良いだけです」

　片方の手が再び胸へと戻ってくる。再びやわやわと感触を楽しむように愛撫されると、アレーナの唇から自然と吐息が漏れる。慣れない行為に翻弄されている自覚はあったが、そうかといって、男性への愛撫の仕方など知らない彼女は、アースランのもう片方の手が下へ下へと進んでいくのをただされるがままに任せていた。

「んっ!?」

　彼の手が、薄い絹の下着越しに最も敏感な肉芽に触れた途端、身体に電流が走ったような強い刺激に、アレーナの身体が大きく震えた。

「すみません、性急すぎました」

「いや……その、うん」

　刺激が強すぎて、痛みに近かったせいで曖昧な返事になってしまったためだろう。アースランの指はその部分を避けてさらに奥へ──秘所へと進めていく。そこは既にしっとりと濡れていた。何回か秘裂に添ってなぞる指を感じながら、アレーナは全く違う場所からの圧迫感に困惑の声を上げた。

「あの……なんだ、その、これを言っていいのか迷うところなんだが、……私のお尻に当たっていて」

　そう。おそらくアースランの欲の化身が、熱を持って先程からアレーナの尾てい骨あたりに押しつけられているのだ。

「気になるなら位置をずらしますか？」

　違う、そういうことじゃない、とアレーナは首を横に振る。

「なんというか、つらそうだから、いっそのこと一思いにやってしまった方がいいんじゃないかと思って」

「ダメですよ。ちゃんとほぐしておかないと、アレーナさんがつらくなりますから」

　今度こそ大事に抱くと決めたんです、と決意を語るアースランは、しっとりと愛液で濡れている下着を指先でずらし、直に秘裂をなぞった。熱く泥濘ぬかるむその場所は、既に刺激を求めて震えているようだった。

「痛かったら言ってくださいね」

　アースランの人差し指が淫裂につぷりと沈む。内壁を解すように刺激しながら、愛液の助けを借りて徐々に深く侵入すると、彼女の内側は、きゅうきゅうとまるで吸い付くようにうねった。

「んっ、……ぁ」

「大丈夫ですか？」

「だいじょうぶ……っ、だよ」

　未知の感覚にどう言い表したらいいか分からなかったが、痛くはない。だから大丈夫なのだと告げれば、アースランは二本目の指を入れてくる。ほぐれ始めた蜜口からは愛液がさらに滲み始め、ぬち、くちゅ、と粘ついた水音を立てる。その音が恥ずかしくて、アレーナは頑是無い子どものように何度も首を振った。

　アレーナの恥じらう様子を「可愛いですよ」と耳元で囁いたアースランは、わざと音を立てるように指の出し入れを繰り返す。

「はぁっ、だめだ、そんな音……」

「僕は嬉しいですよ。貴女が感じてくれている証拠のような気がして」

「ちがっ、んっ、だって……」

「それなら、もっとアレーナさんの声を聞かせてください。そうしたら音なんて聞こえなくなりますから」

　アースランの提案に、アレーナは首を横に振る。

「ひどいっ、男だな、君は……っ」

「すみません。恥ずかしがるアレーナさんが新鮮で、つい」

　アースランは、散々に彼女の蜜壺をいじめていた指を勢いよく引き抜いた。一際大きく響いた水音を最後に、音が止まる。

「アースラン……？」

「あー……、その、ちょっと我慢できなくなりそうです」

　一度寝台から降りた彼は、下履きを全て脱ぎ捨てた。アレーナの視界に、硬く反り返った男根が映る。まるでこの先への期待に膨れ上がっているようにも見えたが、その大きさに、本当に自分の中に収まるのかと不安がよぎる。

「なんだか、すごく申し訳ない気分になってきました」

「ん？　何がだ？」

「いつも以上に大きくなってしまったような……いえ、なんでもありません」

　一糸まとわぬ姿になって、寝台に戻ったアースランは、アレーナの身体を押し倒そうとしたが、そこで手を止めた。

「……」

「アースラン？　どうかしたか？」

　真面目な顔で何かを悩んでいる彼を、アレーナが心配する。この初夜の場で、何か問題があったのかと。

「アレーナさん、お願いをしても？」

「私に、できることなら……？」

　アレーナは自分の知らない特殊な行為をさせられるのかと身構えながら、了承の言葉を告げる。すると、アースランは彼女のすぐ隣にごろんと仰向けに寝転がった。

「僕の上に座ってもらえますか？」

「……えぇと、それは」

　アレーナとて、男性の多い職場に長く勤めている身だ。自然と閨に関する下世話な話を耳にすることもあるし、セクハラめいたことを言われることだってあった。だからこそ、何を求められているのかをなんとなく悟る。

「あー、その、重かったらすまない」

「大丈夫ですよ」

　アースランの視線を感じながら、アレーナは彼を踏まないよう気をつけながらゆっくりと跨ぐ。下からの眺めが新鮮だったのだろうか、彼の欲望の象徴がぴん、と震えたのが分かった。

「よい、しょ……と、これでいいか？」

　さすがに体重を全て預けてしまうのは申し訳なくて、アレーナは彼の腰を跨ぐように膝で立った体勢のまま止まった。そして、職場の同僚たちが口にしていた会話を思い出しながら、尋ねかけた。

「なぁ……、普通は、その、君が上になって好き放題したいものじゃないのか？」

「そのイメージが誰から刷り込まれたか気になりますが、……その、少し怖そうにしていたので」

　アースランの答えに、アレーナは徐々にその瞳を潤ませた。

「はぁ……、本当に君はよく気がつく人だな」

「アレーナさんが素直に教えてくれるんですよ。僕じゃなくても気がつきます」

　本来ならばもっといたわるべき、最初の相手が理性をほとんど失ったケダモノのような状態だったのだ。性交について恐れを抱いても仕方がない。だからこそ、アースランはアレーナの恐怖を少しでも和らげたいのだと語った。

「ありがとう。……えぇと、このまま私は腰を下ろせばいいのかな？」

「大丈夫ですか？」

「あぁ、……確かに、怖い気持ちはあるが、それでも、君と改めて繋がってみたいとも思うんだ」

　彼女の言葉に、一瞬だけ泣きそうにくしゃりと顔を歪めたアースランは、自分の肉杭に手を添えた。徐々に腰を下ろすアレーナの秘裂に狙いを合わせ、その切っ先を導いていく。粘膜同士が触れ合うと、アレーナの動きが止まり、戸惑うように腰が揺れた。この熱い塊が自分の中に入るのかと思うと、怖じ気づきそうになる。

「アレーナさん。もし無理であれば別に────」

「いや、……うん、大丈夫だ」

　アレーナは再び腰を落とし始める。愛液の助けもあって、つぷりとアースランの亀頭が飲み込まれる。そこから先はさすがにスムーズにとはいかず、下になったアースランの手を借りて、何度か上下を繰り返しながら、じりじりと少しずつ奥へ奥へと導いていく。

「ふ、……ぅっ」

　とうとう全てを飲み込み、互いの肌がぴったりと触れ合ったときについたため息は、果たしてどちらのものだったのか。

「すまない、時間をかけすぎた」

「いいえ、ただ、その……正直、アレーナさんの中が気持ち良すぎてどうにかなってしまいそうです」

　アースランの飾らない言葉に、アレーナの膣口がきゅっと締まる。

「な、なんで君はそういうことを言ってしまえるんだ」

「それは、まぁ、こういう状況ですか、らっ」

　アースランが、下から腰を思い切り突き上げた。不意の一撃に、最奥をノックされる強い刺激に、アレーナはのけぞり、その艶やかな双丘を震わせる。

「ちょっ、待て！　これだと私が不利だ！　体勢を変えてくれないか？」

　不利という言葉は閨に不適切だったかもしれない、とアレーナが言葉選びを後悔している間に、アースランは彼女の指示通りに上半身を起こしてくれた。顔がさっきよりずっと近くなったおかげで、表情がよく見える。アレーナは両腕を彼の肩にかけると、小さく頷いた。

「うん、これなら力が入りやすい」

「力が……？」

　具体的に尋ねようとしたアースランの隙を突き、アレーナはお返しとばかりにぐっと両腕に力を込めて身体を浮かせた。彼の男根が抜けてしまいそうになって、慌てて腰を再び落とす。たった一往復だけの動きだったというのに、アースランの表情が何かを堪えるようなものに変わったのが分かった。この動きで正解なのかと確証を得たアレーナは、再び同じ動きを繰り返し始めた。彼の熱い杭が自分の中を行き来するだけで、心臓が爆発しそうな程に鼓動が激しくなり、快楽に身が震える。けれど、彼も同じように気持ちよく感じているのなら、とアレーナは何度も身体を揺すった。

「ん、ふぁっ!?」

　突然、胸に痺れるような快感が走り、アレーナの動きが止まる。見れば、アースランが彼女の胸に赤子のように吸い付いていた。舌先で乳首を転がされ、彼女の膣内がぎゅうっと収縮する。

　いったい何を、と声にする前に、アースランの両手が彼女の腰を掴むと、ぐっと強く下から突き上げられた。その動きに彼の口が胸から離れたが、腰を何度も突き上げながら、彼は目の前で揺れる果実を再び口に含もうと無茶に挑む。その結果、彼の唇や舌先が胸の頂に触れては離れるのを繰り返した。

（そんなにむしゃぶりつきたいなら、腰を止めればいいだろう……っ？）

　至極真っ当なことを指摘したいのに、間断なく突き上げられて、アレーナの喉からは悦楽に満ちた甘い声しか出なかった。

「や……っ、あっ、も……うっ」

　胸を絶え間なく刺激され、愛液に泥濘む隘路を何度も擦り上げられて、アレーナの視界がチカチカと明滅する。

「く、……すみませ、んっ、もう……っ！」

　アースランの方も限界だったのだろう。二人はほとんど同時に極みに達し、自然に互いの背に回した手にぎゅっと力を込めた。まるで身体同士の境目がなくなることを錯覚するほど強い抱擁は、互いを決して離すまいとするかのようだった。そして、そのまま、二人で寝台に倒れ込んだ。

「は、はははははっ」

「ふ、ふふふふっ」

　何故だか自然にこみ上げる笑いのまま、二人は身体を揺すり合った。

「なんだろう、すごく……あぁ、幸せな気分だ」

「そうですね。その通りです。すごく、幸せです」

　名残を惜しむように少しだけ身体を離し、互いの顔を覗き込むようにして、再び笑い合う。

「これからもよろしくな。我が夫殿？」

「はい、よろしくお願いします。奥様？」

　夜会で疲れていたのもあったのだろう。そのまま二人は互いの体温を感じながら微睡まどろんでいった。


[image: 場面転換]


「おとうさまーっ！　おかあさまとおじいさまが、かえってきましたーっ」

　アレーナが父オレグと馬を並べて邸の門に戻ってきたとき、子ども特有の高い声が邸内から響いてきた。それと同時に、帰ってきたんだ、という実感に肩から力が抜ける。

「あっという間に母親の顔に戻ったな」

「父上こそ、孫馬鹿の顔になっていますよ」

　軽口を叩き合い、互いの顔を見る。結果的に三ヶ月も家を空けてしまったが、だからこそ、家へ帰ってきたという安堵も一層深まるというものだった。

　アレーナが隣国クリージスとの紛争に、父ともども駆り出されたときには、夫であり入り婿でもあるアースランも、彼女の母であり当主の妻であるマリヤも非常に渋い顔をした。クリージスの侵攻は恒例のものだ。いつも通りに対応するのであれば、軍務長官付き補佐官がわざわざ現地に赴く理由はない。だが、恒久的な平和を目指すために、軍務長官の秘策を引っ提げて交渉に向かうのだと説明すると、アースランはひどく複雑な顔をして、何か言いたそうにしながらも、引き留める言葉を飲み込んでくれた。彼自身、クリージスとの戦いで負傷したことのある身だし、そもそもその恒例の侵攻で犠牲者が少なからず出ていることを肌で知っているはずだ。かつてあの基地で医師として働いていたのだから。

　今回の侵攻を防ぎ、何とか対話の席につかせる道筋が立ったのが一月ひとつき前のことだ。相手は長年の敵国だ。いつ裏切りがあるかも分からず緊張状態が続いた。互いに疑心暗鬼になりながらも交渉を続け、ラズルーカからは錬金術の技術支援と食料支援を行い、その見返りにクリージスからは鉱物資源のおよび独自の冶金やきん技術の提供を受ける協定を結ぶところまで漕ぎ着けた。今後は手を取り合い、互いの発展を助け合うものとし、その証に両国間で王族同士の婚儀も執り行われることになった。最後のはもちろん体のいい人質だが。

　ようやく和平交渉の場から離れることができたのが、一週間前のことだ。アレーナはまだ残る細かい調整を別の者に任せ、父オレグも入れ替わるようにやってきた部隊のトップに後を任せ、二人で馬を駆って戻ることができた。

「おかあさまーっ！　おじいさまーっ！」

　二人が邸の前で馬から下りると、五歳ほどの少年が玄関を開けて駆け寄ってきた。両手を広げたアレーナに勢いよく抱きつくと、満面の笑みで「おかえりなさい！」と告げる。

「ただいま、レナート。きちんとアースランの言うことを聞いて、いい子にしていたか？」

「はい、おかあさま！」

　アレーナはレナートの父親譲りの黒髪をそっと撫でる。随分と寂しい思いをさせてしまったが、しばらくは傍にいてやれるはずだ。

「レナート、おじいさまに挨拶はないのか？」

「おじいさまも、おかえりなさい！」

　レナートが隣の父にも同じように抱擁して挨拶をするのを見ながら、アレーナはゆっくりやってきたアースランに向き直った。

「心配かけてすまなかったな。こちらは変わりなかったか？」

「えぇ、マリヤ様と可能な限り書類仕事はまとめましたが、当主決裁のものが随分と溜まってしまったぐらいです」

「あぁ……。いや、そこは父上に頑張ってもらおう」

　げんなりしたアレーナだが、孫馬鹿になっている父をちらりと見てひどいセリフを吐いた。もちろん、当主である父だけでなく、次期当主である彼女自身も頑張らなければいけないことは分かっているが、溜まっていると聞かされては、やはり気が重くなる。

「あと、やっぱりレナートの夜泣きが再発してしまったので、今夜は一緒に寝てあげてもらえますか？」

「それはおやすい御用だ。────そういえば、リュドミラは？」

　アレーナはアースランの後方を探す。

「リュドミラはここですよ、アレーナ」

「母上！」

　出迎えに来てくれたのだろう。母マリヤは夫と娘の無事を確認して潤む瞳をさりげなく隠しながら、自分のドレスの裾に隠れる小さい影を前に押し出した。

「さ、リュドミラ。お母様ですよ」

「……うー」

　小さく唸った幼女は、母譲りの青い瞳を警戒心で満たしたまま、とことこと歩く。だが、アレーナの方ではなく、アースランの足にびたっとしがみついてしまった。

「すごいな。随分としっかり歩くようになった」

「子どもの三ヶ月は早いんですよ。アレーナさんが出発するときには、まだよたよたと危なっかしくてヒヤヒヤしていましたよね」

　アースランは娘を抱き上げると、そのままアレーナに渡そうとする。だが、それは本人の抵抗に遭ってしまった。

「うーん、顔を忘れられてしまったのか。ショックだな」

「貴女も同じことをして旦那様が打ちひしがれていましたよ、アレーナ」

「そんなことがあったんですか？　あぁ、母上、ただいま戻りました。」

「無事で何よりです。さぁ、疲れているでしょうし、玄関先で話し込むよりも、中に入りなさい」

　母のいたわるような声に、夫の優しい微笑みに、アレーナはようやく帰ってこられたのだという実感で胸がいっぱいになった。その感極まった想いに突き動かされるように、アースランに抱かれたままの娘の頬にキスをする。

「ただいま、リュドミラ」

　残念ながら、返事はギャン泣きだったけれども。

　娘を宥める夫、父に肩車をねだる息子、優しく迎え入れてくれる母。妹は嫁に行ってしまってここにはいないけれど、優しい家族に囲まれて、アレーナは幸せを実感して立ち尽くす。

「アレーナさん？」

「いや、何でもないよ。色々あったし、これからも色々あるだろうけど、なんだか幸せだなぁと思って」

「ふふ、娘に顔を忘れられて泣かれても、ですか？」

「すぐに思い出させてみせるさ。なぁ、リュドミラ？」

　夜会で何人ものレディを赤面させた笑みを浮かべ、アレーナはまだ涙を浮かべたままの娘の頬を軽く突く。

「本当に、相変わらず男前ですね、アレーナさん」

「そうか？　────あぁ、忘れるところだった」

「なんでしょう？」

「ただいま、アースラン」

「えぇ、お帰りなさい。アレーナさん」

　アレーナは娘ごと愛する夫を抱きしめた。出会いは散々だったけれど、今や自分の家を守ってくれる彼と、彼がくれた幸せを手放すことのないように、と願いをこめて────。

〈了〉
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